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平成31年第１回占冠村議会定例会会議録（第１号） 

平成31年３月７日（木曜日） 

 

○議事日程 

  議長開会宣言（午前10時） 

  所管事項に関する委員会報告（議会運営委員会） 

日程第 １  会議録署名議員の指名について（７番・１番） 

日程第 ２  会期決定について 

  議長諸般報告 

  村長行政報告 

日程第 ３   一般質問 

日程第 ４ 承認第 １号 専決処分につき承認を求めることについて 

日程第 ５ 議案第 ７号 平成 30 年度占冠村一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ６ 議案第 ８号 
平成 30 年度占冠村国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号） 

日程第 ７ 議案第 ９号 平成 30 年度占冠村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第 ８ 議案第 10 号 
平成 30 年度占冠村公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号） 

日程第 ９ 議案第 11 号 平成 30 年度占冠村介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第 10 議案第 12 号 
平成 30 年度占冠村歯科診療所事業特別会計補正予算（第２

号） 

 

○出席議員（７人） 

  議長  ８番 相 川 繁 治 君  副議長  １番 工 藤 國 忠 君 

      ３番 大 谷 元 江 君       ４番 長谷川 耿 聰 君 

５番 山 本 敬 介 君       ６番 五十嵐 正 雄 君 

７番 佐 野 一 紀 君 

 

○欠席議員（０人） 

 

 

○出席説明員 

（長部局）     

占 冠 村 長 田 中 正 治  副 村 長 松 永 英 敬 

会 計 管 理 者 伊 藤 俊 幸  総 務 課 長 多 田 淳 史 

企 画 商 工 課 長 三 浦 康 幸  地 域 振 興 対 策 室 長 藤 田 尚 樹 

農 林 課 長 平 岡   卓  林 業 振 興 室 長 今 野 良 彦 
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建 設 課 長 小 林 昌 弘  住 民 課 長 小 尾 雅 彦 

福祉子育て支援課長 木 村 恭 美  ト マ ム 支 所 長 平 川 満 彦 

総 務 担 当 主 幹 阿 部 貴 裕  職 員 厚 生 担 当 主 幹 森 田 梅 代 

財 務 担 当 主 幹 鈴 木 智 宏  企 画 担 当 係 長 佐々木 智 猛 

商 工 観 光 担 当 係 長 橘   佳 則  農 業 担 当 係 長 杉 岡 裕 二 

林 業 振 興 室 主 幹 髙 桑   浩  建 築 担 当 主 幹 嵯 峨 典 子 

環 境 衛 生 担 当 主 幹 後 藤 義 和  戸 籍 担 当 係 長 竹 内 清 孝 

国 保 医 療 担 当 主 幹 上 島 早 苗  保 健 予 防 担 当 主 幹 岡 本 叔 子 

村立占冠診療所主幹 小 瀬 敏 広  社 会 福 祉 担 当 係 長 野 原 大 樹 

介 護 担 当 主 幹 細 川 明 美  子 育 て 支 援 室 主 幹 石 坂 勝 美 

（教育委員会）     

教 育 長 藤 本   武  教 育 次 長 合 田   幸 

学校教育兼総務担当主幹 松 永 真 里  社 会 教 育 担 当 主 幹 蠣 崎 純 一 

（農業委員会）     

事 務 局 長 平 岡   卓    

（選挙管理委員会）     

書 記 長 多 田 淳 史    

（監査委員）     

監 査 委 員 木 村 英 記  監 査 委 員 山 本 敬 介 

事 務 局 長 岡 崎 至 可    

 

○出席事務局職員 

事 務 局 長 岡 崎 至 可  主 事 久 保 璃 華 
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開会 午前10時 

 

◎開会宣言 

○議長（相川繁治君） ただいまの出席議員

は７人です。定足数に達しておりますので、

これから平成31年第１回占冠村議会定例会を

開会します。 

 この際、当面の日程等について、議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長、五十嵐正雄君。 

○議会運営委員長（五十嵐正雄君） ２月27

日に開催しました議会運営委員会のご報告を

申し上げます。 

今期定例会における会期は、本日７日から

13日までの７日間といたします。議事日程、

日割りについては、あらかじめお手元に配布

したとおりです。以上で報告を終わります。 

 

◎開議宣告 

○議長（相川繁治君） これから、本日の会

議を開きます。 

 

◎議事日程 

○議長（相川繁治君） 本日の議事日程は、

あらかじめ、お手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（相川繁治君） 日程第１、会議録署

名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第117条の規定により、議長において、７番、

佐野一紀君、１番、工藤國忠君を指名いたし

ます。 

 

◎日程第２ 会期決定について 

○議長（相川繁治君） 日程第２、会期の決

定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から３月13日まで

の７日間としたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって会期は、本日から３月13日まで

の７日間と決定しました。 

 

◎議長諸般報告 

○議長（相川繁治君） これから諸般の報告

を行います。 

 事務局長。 

○事務局長（岡崎至可君） 審議資料の１ペ

ージお願いいたします。 

 １、今期定例会に付議された案件は、承認

第１号から議案第20号までの計21件です。２、

議員提案による案件は、決議案第１号及び意

見書案第１号の２件です。審議資料の２ペー

ジをお願いいたします。３、説明のため出席

を要求したところ、通知のあった者の職及び

氏名は、村長以下記載のとおりです。 

 ４、平成30年第４回定例会以降の議員の動

向は、12月13日広報特別委員会①から記載の

とおりです。 

審議資料の６ページから７ページは平成30

年度11月分の例月出納検査結果です。審議資

料の８ページから９ページは平成30年12月分

の例月出納検査結果です。審議資料10ページ

から11ページは平成31年１月分の例月出納検

査結果です。以上です。 

○議長（相川繁治君） これで諸般の報告を

終わります。 

 

◎村長行政報告 

○議長（相川繁治君） 村長から行政報告の

ため発言を求められておりますので、その発
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言を許します。 

 村長。 

○村長（田中正治君） 議長よりお許しをい

ただきましたので行政報告をさせていただき

ます。まず、お手元に配布した資料をご覧い

ただきたいと思います。１点目、報告事項で

あります。(1)平成30年度占冠村防災訓練につ

いてです。２月16日、17日の両日に実施しま

した防災訓練について報告いたします。 

昨年３月の暴風雪、融雪災害に加え、９月

に発生した北海道胆振東部地震ではブラック

アウトを経験し、冬期間の災害対応の重要性

を再確認する必要があることから、厳冬期に

宿泊を伴った防災訓練を実施することで、冬

期間の避難所運営の課題や問題点を検証し、

経験値を高め、災害に強いまちづくりの推進、

関係機関との連携強化、自助・共助による地

域防災力の向上を図ることを目的に訓練を実

施いたしました。 

訓練は、日帰りと宿泊の２部制で実施し、

村民15名のほか、協力機関として占冠村社会

福祉協議会、富良野消防署占冠支署、日赤占

冠奉仕団、富良野警察署警備係、占冠駐在所、

北海道新聞社富良野支局など74名、計89名の

参加がありました。 

内容といたしましては、村職員による災害

対策本部設置訓練、消防関係者を加えた災害

対策本部運営訓練、避難所開設及び運営訓練

の実施後、日赤占冠奉仕団による炊き出し訓

練、住民を加えた救助者救出訓練、応急手当

訓練、要支援者避難支援訓練を富良野消防署

占冠支署、占冠村社会福祉協議会担当者を講

師として、身近にあるものを使った救助、手

当の方法や障害者擬似体験による避難誘導方

法等を学びました。 

また、第２部の夜間訓練では、グループに

分かれて避難所運営ゲームを行い、避難所で

起きるさまざまなイベントや避難者への対応

についてゲームを楽しみながら研修を行いま

した。 

宿泊訓練では、段ボールベッドの組立て、

就寝エリアの区分けを協力して行い、寝袋や

毛布、エマージェンシーブランケットなどの

寝具を試したり、エンジンを停止した状態で

の車中泊訓練など、厳冬期の宿泊における注

意点と過酷さを実際に体験いたしました。 

体調を大きく崩す参加者もなく、無事に訓

練を終えることができましたが、冬期におけ

る物資の調達、住民主体の避難所の運営方法

の確立など、さまざまな課題も見えてまいり

ましたので、検証、検討を行いながら、本村

の防災力の強化に努めてまいります。 

○議長（相川繁治君） これで行政報告は終

わりました。 

 

◎日程第３ 一般質問 

○議長（相川繁治君） 日程第３、一般質問

を行います。順番に発言を許します。 

５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 議長にお許しをいた

だきましたので一般質問をさせていただきた

いと思います。村民に分かりやすい議論をし

ていきたいと思いますのでよろしくお願いし

たいと思っております。 

 質問の１つ目です。占冠宣言と環境教育の

これから、このことについて議論を深めてま

いりたいと思います。 

 1995年に占冠宣言というものが出されまし

た。国際環境観光会議シリーズ1995というも

のがリゾートを中心に行われました。もう24

年前になります。この最後、10月５日に占冠

宣言というものを出して、この会議が閉めら

れたわけであります。当時としては、副題に

「 sustainable environment and tourism 
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series」がついておりまして、持続可能、環

境、そしてツーリズム、そういったことが当

時の日本の中では珍しい言葉、今は大分通用

するようになってきましたが、当時はまだ聞

いたこともないような単語だったということ

を覚えています。こういった先進的な会議を

終えることで宣言を出したと。これについて、

改めてこの経緯と内容、意義について村長に

お伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 山本議員の質問にお

答えさせていただきます。まず、占冠宣言に

ついての認識ということでございます。1995

年の占冠宣言は、占冠村トマムで開催された

国際環境観光会議で採択されたものです。経

緯としましては、大型リゾート開発をきっか

けに自然環境、生活環境、社会環境など大き

な環境の変化を経験するようになった占冠村

が、当時、既に高水準な環境研究や教育プロ

グラムを行っていた国際的リゾート市である、

姉妹都市アスペン市とともに新しい時代の観

光産業を環境保全との関連性を見据え、環境

に配慮した観光の研究と普及を目指すものと

して採択されたものでございます。 

 その内容は、面積の94％が森林という地の

利を生かし、環境に優しいまちづくりを進め

るための情報収集、ネットワークづくり、地

域におけるエコツーリズムのプログラムを推

進する、占冠村・アスペン市の村民・中学生

の交流を継続しながら、その中にアスペン環

境センターの研修プログラムを導入し、地域

のエコツーリズムの実践に向け、意識の高揚

と人材の育成に努める500名にも及ぶ会議参加

者の意思を将来につなげるために、次回は２

年以内にアスペン市において開催するという

ものでございます。 

 その意義は、地域的問題である環境問題と

21世紀には最大の産業の一つとなると考えら

れていた観光産業との調和を目指す、まさに

時代を先取りした画期的なものであったと認

識しております。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 今、村長に占冠宣言

の内容を読み上げていただきました。24年前、

私は20代だったんですが、リゾートに勤務を

しておりまして、当時、どんどん大型の施設

が建っていく。95年ですからまだバブルの終

盤にかけて、たくぎんの破たんが97年ですの

でその２年前というタイミングでした。どん

どん施設が建っていくリゾートの運営に、中

の社員も非常に不安を感じておりました。当

時の社員のネットワークの中で、地域資源を

発掘する活動を始めたんですね。自ら地域資

源を発掘しながら、例えば砂金ですとか、モ

モンガを探してみたり、きのこや山菜取りを

してみたり、そういうことをする中でリゾー

トの中で大型の施設だけではなくて、自然環

境を含めた大切さ、占冠地域・トマム地域の

可能性、資源を発掘することで可能性を感じ

ていきました。 

 そういった中で95年にこの環境観光会議が

行われまして、大変触発されて、エコツーリ

ズムですとか、環境教育というものをこれか

らこの地域の中で進めていく中で、地域がし

っかりしたものになっていくんじゃないかと

いう実感を得たわけであります。リゾートの

中では、その後、いろいろなエコツアーです

とかそういった体験プログラムもできていき

まして、アイスヴィレッジだとか、雲海テラ

スだとかも同じこの流れの中でできてきたと

言って良いんだと思うんですね。 

 この環境教育、エコツーリズムについては

こういった形で近年、村内で始められている

事業も多数あると思います。24年前と比べて、
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今は村の中でこの考え方がいろいろなもので

派生して進展していっていると考えられてい

ます。今、村の中で進められている事業、ま

た、教育委員会で取り組んでいる事業につい

て、村長と教育長にお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 環境教育、また、エ

コツーリズムの現状ということで、ご質問で

ございます。山本議員がおっしゃられたとお

り、当時、私もこの会議の運営スタッフとし

て参加しておりましたし、山本議員も現地の

フィールドワーク等を担当されて、ともに初

めての試み、会議を作ってきたという経験を

持ったところでございます。 

 環境教育やエコツーリズムという概念の幅

は非常に広いということから、村内で行われ

ている全ての活動を把握しているとは言えま

せんけれども、村から職員を派遣するなどの

支援を行っている事業については、村内の関

係企業、団体等で構成されている占冠村体験

型ツーリズム協会からの申請により、把握す

ることとしております。 

具体的には、感響プログラムについては、

ヒグマの生態などについて、エゾシカの生態

や狩猟等について、山づくりについては植

栽・間伐・枝打ち等のさまざまな山づくりに

ついて、それから薪割体験や木工品づくりな

どが行われており、学校教育においては、ク

マの生息実態を学ぶヒグマの教室、占冠村中

央小学校においてクロビイタヤの種子の種ま

きと成長観測、トマム学校での森林教室、そ

れから森林教育としては29年から４回ほど開

催しておりますけど、一つが森の役割時の成

長及び村の林業について、それから木の成長

を考える体験、それから間伐現場の見学及び

薪生産、簡易製材機の見学、トマム学校の周

辺に生えている木の種類を調べるといったこ

とが行われております。また、中央小学校児

童を対象にニニウ地区遊々の森にてアカエゾ

マツの植栽と木育授業、国有林との共催で実

施したり、トマム学校にて木や植物の葉の話

などが行われております。私のほうからは以

上です。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本 武君） 山本議員のご質問

にお答えしたいと思います。現在、取り組ん

でいる各学校での状況ですけれども、村長の

答弁とも重なりますけれども、小学校におい

ては、三者連携協定による川の学校、雪の学

校。メープルシロップの学習ということでク

ロビイタヤカエデの発芽から成長まで。羊の

学校ということで、毛刈りから羊毛クラフト

の作成を行っております。また、日高山脈博

物館の学芸員の方をお招きして、石の学校と

いうことで、占冠村の化石についての勉強を

させていただいております。遠足において、

川の水量や川の生き物の体験学習、村と上川

南部森林管理署にお願いしてお魚を増やす森

づくりということでニニウの森の植樹を行っ

ております。 

 また、中学校においては、北海道大学との

連携による雪の結晶の専門的学習ということ

で、テレビ会議システムを使って実際に大学

の先生に授業をしてもらっています。それと、

山菜の学習等、継続という観点で教育課程に

位置付けるよう学校に指導しております。そ

の他、各学校では、学校菜園の栽培活動、リ

サイクル等の資源学習を実施したり、まちの

清掃活動を高齢者の方と一緒に行ったりして

おります。 

また、中央小学校の３・４年生はテレビ会

議システムを活用して鹿児島県の徳之島の学

校と交流し、気温や作物、環境の違いについ

て学習しました。５・６年生については、寿
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都小学校と交流し、海の産業についての学習

をしました。今後もこのシステムを活用しな

がら、環境教育の充実を図っていきたいと考

えております。また、加えて、土曜日に土曜

学習ということで地元の木材を活用した雪板

づくりや羊毛クラフトの体験活動を通して村

の自然の大切さを子どもたちが学ぶ機会を作

っていきたいと考えてございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 村長と教育長からい

ろいろとエコツーリズム、環境プログラムに

ついてお話をいただきましたけれども、その

ほかにも猟区でやっているハンティングガイ

ドもエコツーリズムの一つであると思います

し、社会教育の自主創造プログラムと企画の

住民生活の支援事業というものがあります。

これは住民のそういった活動をフォローして

いこうという非常に有効な制度だと思ってお

ります。 

その中では、山菜市のワークショップです

とか、歴史文化の資源という意味では、例え

ば鬼峠のフォーラムであったり、小水力のワ

ークショップ、落差工を考える会議ですとか、

山菜料理コンクールについてもその後に山菜

採りのツアーをしております。民間でやって

いるのは源流から海まで135キロの、これはマ

ウンテンバイクとラフティングとカヌーで源

流から海までむかわ町までたどるツアーも行

われておりますし、今、サイクルツーリズム

で行われているツアーもこの一部だと思って

おります。こういうふうに枚挙に暇がない、

占冠村の中では、官民問わずたくさんの環境

プログラム、エコツーリズムが行われている

ということであります。これにトマムのアク

ティビティも加えるとさらに増えてくるとい

うことですので、たくさんのものがあると思

います。 

この中で村長からありました感響プログラ

ムというのは、一つ、村の中で修学旅行のプ

ログラムとして位置づけて活動しているもの

です。内容的には非常に素晴らしいと思いま

す。エゾシカのプログラムは農業被害を実際

に見ていただいて、その後にハンティングす

るところを模擬でハンターの方にデコイを使

ってやっていただくと。その後、実際にエゾ

シカの解体を見て、内臓等を高校生が触って、

どういった体の仕組みになっているかという

ところまでしっかりやると。そして、製品と

して生かすということでクラフト等の活用例

を見た後で、さらに鹿を食べるというプログ

ラムです。一日でやるのは大変なプログラム

なんですが、レベルの高い占冠でしかできな

いものだと思うんですね。 

こういったものが、今は外から来た修学旅

行生にのみ行われているという現状で、村内

の子どもたちにこのプログラムを提供すると

いうところはできていない。そして、商品の

潜在能力というのを十分に発揮できていない。

これはもっと人を呼び込めるプログラムだと

思うんですけれども、受け入れていくだけの

人材が不足しているということですね。それ

と、人材が不足しているのでPRも不足してい

る。これは負のスパイラルで、どっちが先か

ということになりますが、これをしっかりと

したプログラムにして、もっとPRしていくと

いうことは十分に可能だと思っております。

村長の感響プログラムに対する考え方をお伺

いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 感響プログラムの考

え方ということでご質問でございます。感響

プログラムは村内の地域資源をフルに生かし

たメニューとなっており、村としても望まし

いものだと認識をしております。議員のおっ
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しゃるとおり、修学旅行生などを対象とした

環境教育メニューの提供はビジネスプランと

しても有望なものであると考えております。 

占冠村でも感響プログラムをはじめ、地域

の各学校の環境学習や地域の人材が活躍する

事例が多くみられるようになりました。この

ことは占冠村でも自然と環境に配慮した教育

プログラムや研究活動を進めることができる

環境が整い始めた証拠であり、感響プログラ

ムがそのことを示す代表的な取組みとして評

価することができると考えております。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） これまでの議論の中

で、もう一つ大切なことは、羊毛のプログラ

ム、今は地域おこし協力隊の有光さんがやっ

てくれていますね。いろいろな場面でやって

くれています。小学校の森野校長とも話をし

たんですけれども、羊毛は基本的に羊、農業

ですね。現代型の農業というのは、大量に効

率よく作って、それを送ることで利益を得る

というようなアグリビジネスが農業という認

識ですけれども、そもそも農業というのはア

グリカルチャーですから、自分たちの手元で

何かを育てて、それを生活の中に取り組んで

いくということで成り立ってきたものであり

ます。 

そういう農業の原点を子どもたち、もしく

は地域の人たちに見てもらう時に羊毛、羊の

毛を刈って、占冠村では昔やられていたこと

だと思うんですが、羊の毛を洗って、毛にし

て、編んで服にしていく、もしくはフェルト

にして何かを作っていく。そういった農業に

ついてもエコツーリズム、環境教育の中で取

り組んでいけるといった側面があると思いま

す。これは、占冠村の農業にとってもコミュ

ニケーションという点で非常に大きな意味が

あると思うんですね。 

 そういった中で、占冠らしい教育について

教育長と話していきたいと思うんですが、地

域の教育という面では、しむかっぷ大好き教

育、平成29年度少子化人口減少に対応した活

力ある学校教育推進事業の３年計画の報告書

を私も見せてもらいました。辞書のような厚

さの報告書です。非常に素晴らしいものだと

思っております。占冠村に、学校に来てほし

いと。占冠村に住んで、占冠村の教育を受け

てほしい。特に近年では、トマム地区で議論

する中では、十勝に住んで十勝の学校に行く

のではなくて、ぜひトマムに住んで、占冠の

教育を受けてほしい、そういった議論になり

ます。 

占冠・トマムの良さは何だろうという話に

なりますと、これは私自身も思うんですけれ

ども、もちろん、教育課程に沿ったような事

業があって、工夫があって、さまざまあるん

ですけれども、基本的に占冠らしさというの

は、人と人とのつながり、顔の見える関係性

の中での地域一体となった教育という部分と、

豊かな自然に接して生活することでそこから

学んでいくと、この二つが大きいのかなと思

っております。 

 人と人とのつながりの部分では、コミュニ

ティ・スクールというのはどんどん前進して

いまして、地域一体で学校に関わって子ども

を育てていくんだという意識が醸成されつつ

あるなと、着実に前進しているなと思ってお

ります。豊かな自然からの学びというのを現

状でもいろいろな事業があると思うんですが、

これをどうやってさらに充実させていくのか

ということをお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本 武君） ただいまのご質問

にお答えさせていただきたいと思います。豊

かな自然からの学びについては、先ほど取り
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組みを申し上げましたけれども、今後とも継

続して発展させていきたいと考えております。

５年前までは化石の学校は実施されておりま

せんでしたけれども、占冠村の自然を授業に

取り入れ、さらに教育課程に位置付けて継続

的な取組みとしていくことが必要であろうと

考えています。学校にもそのように指導して

いるわけですけれども、コミュニティ・スク

ールの取組みもかなり定着してきたのではな

いかと考えております。 

そして、ふるさとの良さを学んだ結果を全

国に発信したいということも含めて、メープ

ルシロップや羊毛のＰＲ画像づくりを通じて

豊かな自然からの学びを充実させて、全国に

発信していきたいということで、文科省の人

口少子化に対応した活力ある学校づくりとい

う事業で、平成27年から29年までの３年間実

施させていただいて、今後とも、文科省の事

業は終わりましたけれども、村の単独事業と

して地域の皆さんと一緒に協力していただき

ながら進めていきたいと考えてございます。 

 先ほど議員がおっしゃられましたけれども、

実は私ずっと畜産をやっておりまして、一番

最初にニニウでめん羊を飼いました。そんな

こともあって、今めん羊を飼われているとい

うことで私も思い出深いというか、そういう

感じで実際にトマムの事業もさせていただい

てございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 順調に教育の現場で

もこういったものが根付いてきているなと実

感はあります。学校へのこういったことの定

着は難しいんですね。地域には自然ガイドが

たくさんおりますので、自然ガイドが学校の

中に入って、地域の自然を見せる、これは自

然ガイドとしてはできることですね。例えば、

ヒグマの危険性について子どもたちに伝える。

これも自然ガイドとしてやっていけることだ

と。自然ガイドは基本的には外部から来たお

客様たちに対応していますから、基本的に一

過性なんですよね。リピーターもいますけど、

そうではなくて、地域の中で教育に携わるこ

とでガイドとしてのやりがいですとか、ガイ

ドしての成長も見込めると、地域とのかかわ

りが非常に大事だと。 

子どもを自然の中に連れ出すというのは非

常にリスクが高いんですね。今の学校の先生

方は、そういう経験が特別あるわけではあり

ませんし、川に連れて行った時のリスク管理

というのはできないと。そういうところに子

どもを連れだす、ましてやヒグマがいるよう

な森に近づくことは学校の先生たちにとって

はリスクが高い、ハードルが高いということ

であります。 

ここを結ぶことでプログラムを実現してき

たわけですけれども、学校に20年前くらいに

提案をして、やりましょうということで実現

するんですが、何年かすると校長先生も変わ

りますし、先生方も入れ替わってしまうんで

すね。そうするとそれが立ち消えになってし

まう。また提案してまたやるというくり返し

をする中でやっとそういうことが定着して、

今、川の遠足とか川の授業というのは継続し

ていますけれども、定番として、恒例となる

のに時間がかかりました。今、教育長から教

育課程位置付けということもありましたけれ

ども、非常に重要なことだと思いますね。 

ただ、教育委員会も学校側も変わっていく

と。現状、こういったものを教育課程に位置

付けてやってくださいねと言ってもなかなか

学校とプログラムを実施するガイド、もしく

は団体との交渉の中で、それを継続していく

のはそう簡単なことではないと思っています。 

保育所から１年生、６年生、中学校と段階
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を経て何を学んでいくのかというのはまだま

だ手つかずの部分だと思うんですね。例えば、

先ほどもお話ありましたエゾシカのプログラ

ム、あれを子どもたちに学ばせようとした時

に、どのタイミングでどの学年にどうしてい

ったらいいだろうというのが非常に議論のあ

るところだと思うんですね。実際に解体する

ところを見せる、内臓を見てもらう。今は高

校生に見てもらっていますが、昔、村外の小

学生向けにやったことがあるんですが、かえ

って小学生のほうが入っていきやすかったと

いうこともありました。 

これは議論をして、どう積み上げていくか、

どう話の中で命の大切さをトータルで年数を

かけて学んでもらえるか。外部の人たちであ

れば１日で学んでもらわなきゃならないとこ

ろを、村内であれば年数をかけて、回数をか

けて学んでもらうことができるんですよね。

そういったプログラミングを議論する場とい

うのをどういうふうに作ったら良いかが課題

だと思っているんですが、再度、教育長にお

聞きしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本 武君） お答えさせていた

だきたいと思います。今、議員がおっしゃる

とおり、これをどうやって体系づけてやって

いくかということと、先生方は異動もあると

いうことで、私の基本的な考え方ですけれど

も、教育課程、学習指導要領がございまして、

その割振りの中で授業をやっているわけでご

ざいますから、今言った授業をやるというこ

とになれば、学校としては授業時数確保がす

ごく難しいんです。そこで、私が考えたのは、

今までは各学校では授業の補習等を含めて、

土曜授業という形でやっていたんですけれど

も、あえてグレーゾーンとして土曜学習とい

うことにさせてもらいました。 

 土曜学習というのは一体なんですかという

話になるんですけれども、外部講師です。先

生方には今、働き方改革で勤務時間等もある

ので、学校の先生ではなくて公民館主催とい

う形で、公民館が講師の方を招いて、学校で

は学べない環境を含めた教育をやっていこう

という形で、公民館主催で土曜学習に取り組

ませていただいております。この考え方につ

いては、現在も変わらないと思いますけれど

も、教育委員会には、社会教育と学校教育が

あるんですけれども、それに捉われることな

く、教育委員会全体として。表現上は、文科

省の資料の中で私は、公民館と一緒に学校教

育を地域の皆でやっているというふうに書か

せてもらっています。 

地域に公民館、コミュニティ・スクール、

地域の皆で支えていって、保育所から中学生

を含めた中で、どういった形でどういったこ

とができるのかということについても、まだ

具体的な話はしておりませんけれども、年齢

によってはいろいろあると思うので、どんな

ことができるのかということも含めて、教育

委員会だけではできませんので、村とも今後

そういった話ができていければいいなと考え

てございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 村の中では教育長が

今、言ったようにいろいろな仕組みを最大限

生かして、フレキシブルに生かしながら公民

館、地域、コミュニティ・スクール、学校と

一体になって土曜学習を進めていると。これ

は子どもたちにとって非常に有効なことだと、

地域にとってフレキシブルさが大切だなと思

ったところです。 

 そういったことをやっていくにも人材の育

成が大事だなと。先ほど、感響プログラムの

ところで議論しましたけれども、やはり人材
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が育っていかないとこういったプログラムの

受け入れを増やしていくことはできないとい

うことだと思うんですね。受け入れを増やし

ていくということがどういうことかと言いま

すと、それだけ地域の自然を消費していくこ

とでもありますので、それをしっかりと保護

し、守っていくということも併せ持ちながら

オーバーユーズにならないように使っていく。

これをただガイドするだけではなくて、資源

の保護管理を含めて案内できる人材を育てる。

猟区で言うと浦田さんのような人材ですよね。

資源の調整をしながらそれをどう使っていく

か。それを利益にしていくという部分はまだ

まだこれからですけれども、そこまでの人材

を育てていく必要があるなと思います。 

近年では浦田さんみたいな方ですとか、若

いハンターさん、ボランティア、ラフティン

グのガイドさん、自然ガイドさん、自然写真

家の門間さん、そういった方々のボランタリ

ーの中で、もちろん有償のボランティアでガ

イド費はもらいますけれども、ボランティア

を組み合わせた中で感響プログラムを進めて

いるということがあります。人材を育ててい

くにあたって、地域おこし協力隊制度などを

利用していけないかと。実際、今育っている

人材もありますよね。先ほどの有光さんの話

もそうですし。 

○議長（相川繁治君） 山本議員、注意しま

す。個人の名前はなるべく出さないようにお

願いします。 

○５番（山本敬介君） そういったボランテ

ィアの団体が中心となってやっているという

ことですけれども、育ってきている人材も協

力隊の中にもいるということであります。今

後も積極的にこういった制度を活用して、人

材育成をしていくという考えがあるかどうか、

お伺いいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 人材の育成の件でご

質問にお答えしたいと思いますけれども、環

境教育やエコツーリズムの担い手候補として、

若い地域おこし協力隊を受け入れても、任期

満了後、隊員が村で生計を立てていくだけの

仕事量や就職先がないといった可能性がある

のが現状でありまして、大きな課題だと思っ

ております。他の町等の体験事業者のように、

民間が主体となって各種の体験プログラムで

採算の取れる事業が継続されていくのが理想

だなとは考えておりまして、村として、地域

企業振興条例に基づく人材育成事業などを活

用いただきながら、村内事業者において人材

育成支援を進めていきたいなと考えていると

ころでございます。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 現状では確かにそう

だなと思いますね。人材を育ててもどうやっ

て受け入れていっていいのかということにな

っていくんだと思います。そこでなんですけ

れども、これは今すぐにということではあり

ませんが、私としては機が熟してきているの

かなと思います。占冠宣言、1995年からまも

なく四半世紀、25年が経とうとしています。

当時はアスペンからの報告が雲の上の存在だ

ったんですけれども、現在、占冠村を見渡し

ますと、十分、今、アスペンと会議をしても

環境会議で議論できるぐらいの環境になって

きているなという実感があります。 

 ACES 、 Aspen Centar for Environment 

Studiesという施設があります。これはアスペ

ンの環境教育、環境プログラムをずっと育て

てきた中心になっている施設です。保護区が

あって、保護区で自然保護の活動もしていま

す。ホームページで見ますと、４歳から18歳

までの年齢別のプログラムがしっかりとあっ
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たり、学校でも校長と話をしましたが、地域

の教師向けのプログラムなんかもあって、非

常に学校としてはありがたいことだねという

話もありました。当時と比べても、どんどん

進化している、安定しながら進化しているな

というふうに見えております。 

占冠村でもこのACESのプログラム作りを導

入して、エコツーリズムの実践に向けた意識

の高揚と人材育成というのは占冠宣言に書か

れているんですけれども、ACESの仕組みを占

冠がやりやすいような仕組みで良いと思うん

ですけれども、しっかり作って、人材の受け

皿を作って、学校教育の中の環境教育、それ

と修学旅行向けのプログラム、猟区とかも含

まれていくのかもしません。猟区のような資

源の保護管理、山菜についても一度林道を止

めたりとかして、村として調整していますが、

これについても保護管理が必要かな。砂金も

今は無尽蔵に取られている状態ですけれども、

砂金とか、釣りも外部から入ってきて釣るだ

け釣って帰っていくというような現状にある

と思います。そういったものも含めて、地域

の資源をしっかりと発掘する、保護する、管

理をして利活用していくと、こういったこと

ができるような占冠版の施設を作っていく。 

修学旅行プログラム、もしくはトマムの中

での環境教育プログラム、リゾートの中にお

いてしっかりと利益を得て、また、学校教育

等で使われる部分には、しっかりと予算を付

けて、この組織を作っていけるというところ

に来ているんじゃないかと考えているわけで

すけれども、村長と教育長に、今すぐにとい

うわけではないです。村長がどう言ったから

といって、この質問に対して言質を取りませ

んけれども、どういった考えがあるのかとい

うのをフランクにお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 占冠版ACESの考え方

ということで、ご質問でございます。環境教

育などを継続的に進めていくためには、議員

の言われたとおり、採算性の確保に対する視

点も重要であります。2021年には、アスペン

姉妹都市30年を迎えます。これに併せて記念

行事等を行うことができないか、検討を始め

たいと考えております。そういった中で、

ACESの具体的な組織や取組みの内容、人材や

財源の確保等の方法について調査を進めてま

いりたいと考えております。以上です。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本 武君） 答えさえていただ

きたいと思います。リゾートとの組織づくり

では、リゾートとの打ち合わせを実施して、

先ほどの説明の中でもしましたけれども、三

者連携による協力体制がありますので、今後

さらに発展させていくためには、学校におい

てはそれぞれ授業時数との関係もございます

ので、学校、村、地域おこし協力隊、関係機

関と今後、協議・検討を重ねていく必要があ

るのかなと考えてございます。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 次の質問の中でお聞

きしようと思っていた部分ですが、村長の執

行方針にもしっかりと位置付けてありました。

2021年に30周年ということで、ぜひそれまで

にACESについて情報の調査をしていただいて、

村内でどういった実現が可能か、検討してい

ただきたいと思います。 

 この流れで次の質問２にいきたいと思いま

す。今、出ました2021年にアスペンと姉妹都

市提携の総括をということであります。2011

年に20周年事業が行われる予定だったんです

けれども、東日本大震災の発生で中止になっ

て、非常に残念に思っていたんですけれども、

この時点で記念式典だけではなくて、総括を
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する必要があるなと考えているんですね。と

いうのは、今回、広報でも中学生の感想を見

させてもらいました。これからの国際的な、

グローバルな時代に向けて、大変良いことだ

と思いますし、中学生の人材育成という点で

は、すばらしいなと思います。また、交換留

学を経た方が教師になっているということで、

歴史も深まって、質も高まっていくのかなと

感じております。 

ただ、その一方で村の姉妹都市の活動とい

うのは、この交換留学に終始してしまってい

るなと思うんですよね。例えば、市民交流で

す。私も行きましたけれども、市民に助成し

てアスペンに行ってもらうといったような市

民交流事業もしばらく耳にしていないですね。

もう15、16年経ちますか。あと、これはアス

ペンのスキーイングカンパニーとトマムリゾ

ートで提携を当時やっていて、アルファリゾ

ートの時でしたので、現状ではそれがなくな

ってしまっているので、リゾート分野での交

流というのも現状ないということです。昔は

アスキングカンパニー、アスペンのスキーイ

ングカンパニーのインストラクターが来て、

向こうのスキーのデモンストレーションをし

たり、そういったこともあったんですけれど

も、そういう交流も途絶えたままであると。

それから先ほどから出ている環境教育分野の

人たちも情報交換がない。観光分野の先進地

ですから、新しいノウハウも占冠になかなか、

たくさんいいものがあるんでしょうけれども

落ちてこないということです。 

これは一つ、村の職員も、個人的以外に行

ったことがないという人も増えてきていると。

教育委員会もなかなか同行するようなことは

ないと聞きますので、その部分を30周年の時

に総括をして、次の姉妹都市の提携事業につ

なげていくことが大事だと思うんですけれど

も、村長に考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） アスペン市との姉妹

都市提携についてでありますけれども、2021

年にはアスペン姉妹都市提携30周年を迎えま

す。文化・経済水準ともに高いレベルを誇る

アスペン市との交流は、占冠村にとってもか

けがえのない財産でございます。アスペン交

流については、今一度立ち止まってより深め

ていくために、再検討する時期に来ていると

感じているところでありまして、30周年の節

目は、この総括と今後のあり方を検討するに

最適な機会であると考えております。この貴

重なつながりを今後も継続していけるよう、

今までの姉妹提携を総括し、より充実した交

流活動を進めていけるよう検討を進めてまい

ります。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 実はこの国際環境シ

リーズ、シリーズでずっと続けていこうとい

う話だったんですけれども、第２回について

はアスペン市でやったんですが、非常に規模

を小さくして市民レベルでやったんですよね。

それから遠ざかってしまっているというのも

あって、先ほど申し上げましたようにもう25

年以上経つことになりますよね。四半世紀以

上が経って、村の環境教育も非常に進んでき

たということで、アスペンのほうが進歩して

いる部分はたくさんあるんでしょうけれども、

環境会議シリーズを再開するような考えはな

いんですか。30周年を契機に。お聞きしたい

と思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 環境会議の件でお尋

ねでございますが、私も第２回のアスペン市

で行われた環境会議に出席した一人でござい

ます。ここで、その後がヨーロッパ、オース
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トラリアといったアスペン市の姉妹提携都市

を回すような計画だったと思います。その後、

これらの事業の情報が入っていないというの

も現状としてありますので、先ほども申し上

げたとおり、大きな会議を行うというのは相

当な費用と労力を必要としますので、なかな

か再開ということにはならないかもしれませ

んが、どういった活動ができるのかも含めて、

この30周年の中でアスペン市との協議をして

まいりたいなと考えております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 最後の質問に移りた

いと思います。占冠広報に誕生やご逝去の掲

載をということであります。占冠村は非常に

小さな自治体ですからあらゆる場面で顔の見

えるコミュニケーションを大切にしていくこ

とが重要だなと思っております。子どもの誕

生をみなで祝うこと、また、人の死をみなで

悼んで家族の悲しみを共有することはその基

本とも言えることです。ただ、今、そういっ

た情報がなかなか村民に行きわたらない。北

海道新聞のおくやみ欄では新聞を取ってない

方はもちろんいらっしゃるわけですから、実

は知らなかったよということも多々あるとい

うことです。特にご逝去された場合、後にな

ってから知るといったこともあると聞いてお

ります。 

 以前はこういった知らせが普通に載ってい

ましたが、個人情報の保護といった観点から

これを削除するというふうになったと記憶し

ております。個人情報はもちろん大事ですけ

れども、村に手続きに来るわけですから、手

続きの際に、速報じゃなくても良いと思うん

ですよね。家族に掲載してもよろしいですか

と確認をすることで掲載することができるん

じゃないかなと思います。特に、現在の広報

も村民とのコミュニケーションということで

頑張って作成されていると思いますので、赤

ちゃんの誕生というのはぜひ大きく取り扱っ

て、村民皆で祝っていければと。中には花火

を上げるという自治体も、上川ですか、あり

ますし。大事じゃないかと思うんですが、村

長にお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） お答えしたいと思い

ます。議員のおっしゃるとおり、子どもの誕

生をみなで祝うこと、人の死をみなで悼み、

家族の悲しみを共有することは地域社会のあ

るべき自然な姿であろうと考えております。

ただ、占冠村広報もインターネット上で公開

しております。近年は、情報社会の進展によ

り、人の生死の情報まで悪用されかねない状

況にあるのも事実であります。地域のあるべ

き姿、それからその中での村の広報の役割、

個人情報への配慮などを総合的に考慮した上

で、今後の広報の誕生やご逝去の掲載のあり

方について、再度、検討してまいりたいと考

えております。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 村長のおっしゃると

おり、インターネットの中ではこういった情

報が悪用される場合がありますから、油断な

らないですから、どんなことで詐欺の電話が

かかってくるか分からないというような状態

ですから、そこは十分に配慮された中で広報

の担当とも検討していただきたいなと思いま

す。検討というのが、よく検討するだけとい

うことが言われがちですけれども、そうじゃ

ない検討だということを最後にお聞きして終

わりたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ご質問にお答えをし

たいと思います。これまで村民自体からは、

掲載されていないことで苦情が寄せられたこ
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とはございませんでした。これを掲載するに

あたって検討すると申し上げたのは、広報掲

載への同意の意思の確認方法、それから沿線

では最近では掲載しているという状況もあり

ますので、沿線の動向も含めて調査をしてま

いりたいと思っております。 

○議長（相川繁治君） ここで11時20分まで

休憩いたします。 

休憩 午前11時07分 

再開 午前11時20分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。一般質問を行います。 

３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 議長のお許しを得ま

したので質問させていただきます。質問１で

す。占冠地区の公営住宅解体後の土地利用に

ついて村長にお伺いしたいと思います。 

ここ数年で用途廃止となっていました公営

住宅が解体され、空き地になりました。まだ

予定としては一棟残っているんですけども、

今後の計画を立てるにおいて、準備期間と言

いますか、そういう意味を持ってこの提案を

させていただきます。この土地利用、公営住

宅を建てる計画があるのかを伺いたいのです

が、先般出ました住民懇談会の回答の中に当

面そういう建物を建設する計画はないという

回答を見てちょっとがっかりしたんですね。

ですが、高齢化も進み、住民が居なくなる地

域になってしまう恐れのある地域でございま

す。トマム地区も大変だとは思いますけれど

も、それなりに若い人が入っておられて活気

があり、双珠別も後継者が何件か出てきて活

気のある地域になっております。 

ところが占冠地区としましては、そういう

望みのある地区ではないに等しい地域でござ

いますので、ここで行政としてテコ入れをし

ていただけたらなと考えております。地区の

皆さんもそういう思いで懇談会などに提案し

ていると思うんですね。もう一棟残っている

公営住宅を解体するまでにはまだ当分時間は

あると思いますけれども、そういう計画をし

ていっていただけるのかどうか、お伺いした

いと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 大谷議員のご質問に

お答えをいたします。議員がご指摘の占冠地

区の村営住宅の解体につきましては、占冠村

公営住宅等長寿命化計画に基づくものでござ

います。本計画は、長寿命化による更新コス

トの削減に配慮しつつ、公営住宅の将来活用

手法及び予防保全的な観点から長期的な維持

管理、修繕、改善を図るものでございます。

したがいまして、取り壊しを行った場合にお

いても取り壊した箇所に新たに施設等を建設

することを前提にしたものではないことをま

ずご理解いただきたいと思います。長寿命化

計画の中では、今回の解体後の土地利用につ

きましては計画がございません。また、公営

住宅や民間住宅等の建設計画がないといった

状況でございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） それでは空き地のま

まにしておくという形の回答ということでよ

ろしいんでしょうか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 空き地のままでよい

のかというご質問でございます。当面は雪の

堆積場としての利用のほか、解体予定の住宅

が残っているということもありまして、資材

置き場や駐車場としての利用などを考えてお

ります。今後において、地域特性、環境、福

祉への対応などを判断材料としながら土地の

維持管理費用の提言も考慮し、行政目的とし

て利用予定がないものについては住宅地への
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転用、または処分を検討してまいりたいと考

えております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） ほとんど利用価値、

利用の方法のないという土地になってしまう

という回答でございますね。占冠としては夕

張で言われていました「コンパクトシティ」、

そんな感じになっていってしまう恐れのある

地区になってしまいますね。今後も集落対策

で検討、いろいろなお話合いをされるという

ことですが、将来性のない地区になってしま

うような形になるんですね。 

私ももう高齢者に一歩入っておりますので、

そういう方が多いんです、占冠は。村長の執

行方針の中に子どもの居るところには活気の

あるというような文言が入っておりました。

占冠地区、子どもがいなくなってから10数年、

学校が閉鎖されて10何年、本当に子どものい

ない環境にございます。これを鑑みまして、

どうにか空き地、村有地を利用して住宅を建

てていただけたらと。住宅解体後の土地のと

ころにとは限ってはおりませんけども、村有

地がいくらかあるということをお聞きしてお

りますので、そういう方法がないのかどうか、

この部分でお返事をお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 空き地後の土地利用

についてでございますけれども、解体後の土

地につきましては、利用方法について検討し、

宅地等への利用の方法がもし決まれば、現在、

村で想定している宅地候補地の一つに加わえ

て、村内で宅地を希望される方などを対象に

売却するなどの活用方法について検討しなが

ら進めてまいりたいと考えております。以上

です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 検討ということでご

ざいます。先ほど山本議員がおっしゃったよ

うに、検討は検討でそのまま過ごしていただ

きたくないなと思いますので、実施ある計画

で考えていただけたらなと思います。 

それでは質問２に入らせていただきます。

英語学習環境の充実ということで、教育長に

お伺いしたいのですが、先ほど来、山本議員

も質問の中にありました、平成31年はアスペ

ンと交流をするようになってから30周年を迎

えるということです。むらびと条例において

も今後も交換留学が継続されることになって

おりますので、英会話の充実が不可欠と考え

ます。 

今年度、交換留学をされた方の報告会にも

参加させていただいたんですが、中学校の先

生がアスペンを経験した方で、英語に興味を

持って英語教師になりましたという話を伺い

ました。なかなかそういうふうに実践されて

先生になったというのはいないなと思ってい

ます。参加された子どもたちもかなりの人数

がいるんですね。私の子どもも実際に交換留

学させていただきましたけれども、英語には

興味は持っても中学校時代にはなかなか文法

の勉強ばかりでなかなか英会話というところ

に踏み込んでいけなかったように考えます。 

今年度の１月の道新に子どもは地域の宝と

いうことで、中頓別町の英語研修で海外研修

をされている記事が載りました。こういう事

業をやっているのは道内で赤井川村と２自治

体とそういうふうに載っておりましたけれど

も、占冠はもう30年近くもやっているのにな

と、ちょっと残念な記事に思いました。とこ

ろがこの記事を見ますと、かなり英会話が上

達されるような教育方針になっているんです

ね。 

そこで、占冠も30年度の英語助手の授業を

見ますと年間346時間、英会話教室は128回や
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るように計画されておりまして、中学生にと

っては英会話教室というのが一週間に１回し

かないという時数です。小学校においては、

助手さんは付いても教師が前面に立って教え

ているというような状況のようですので、そ

れでは英会話がなかなか習得できないのでは

ないかと思います。占冠独自でこの英会話の

時間数を増加させる体制にはできないのかど

うか、教育長に伺いたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） 議員の質問にお答え

させていただきたいと思います。英語の学習

についてでございますけれども、現在は５・

６年生だけが外国語活動35時間を実施しなさ

いと学習指導要領で規定されてございます。

平成32年度から新学習指導要領に変わります

けれども、その中では、３年生と４年生が外

国語活動として35時間、５年生と６年生が外

国語科として70時間実施しなければならない

とされております。ちなみに１年生と２年生

については学習指導要領に規定はございませ

ん。 

本村はどうなっているのかという話ですけ

れども、うちは文科省の人口少子化の関係の

事業の補助事業をさせていただいて、平成27

年からその調査・研究の中で、英語教育で言

いますと、平成28年度から１年生、２年生20

時間、３・４年生35時間、５・６年生41時間

ということで村の独自の事業として英語、９

年間を見据えた英語の時間をさせてもらって

おります。先ほど32年度から３・４年生とい

うふうに言いましたけれども、うちは30年度

から１・２年生、３・４年生については同じ

20時間、35時間で、５・６年生については来

年度、32年度を見据えて70時間で今、授業を

させていただいております。 

それと、授業だけではなく、先ほどの28年

度から29年度は文科省の事業を活用しながら、

朝の活動で週３回10分間、平成30年度からは

週４回、５分間の英語スキルの時間を実施し

て、英単語や英語の歌やゲームを実施してご

ざいます。英会話充実のために英語の時間だ

けでは不十分という考えから、ショー＆テル

というスピーチ活動にも取り組んでございま

す。どんな内容を話したらよいかというコミ

ュニケーション能力を高めてもらいたいとい

うことを目的にしてやっております。 

小・中一貫ということで小・中連携、中学

校の先生にも小学校の授業を全部見ていただ

いているんですけれども、ここだけの話です

けれども、今の小学校６年は、中学校の英語

の先生が言ってくれたんですけど、だいたい

中学校の１年生の前期くらいの実力は付いて

きましたねとすごく喜んでくれております。

うちの村でできることを含めて、英会話教室

も、そういった英語活動に取り組んでいると

いうことをご理解いただきたいと思います。

以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 今、教育長のお話で

すとかなり成果が出ているということで、そ

れは喜ばしいなと思いますけども、これを占

冠村だけで留めておくのではなく、どうにか

他に公表するというか、こういうことをやっ

ていますというような公表の仕方はないのか。

そういう方法を取ると、占冠に移住・定住で

入ってくる方も増えてくる。特色のある教育

ということで注目いただけて、そういう教育

をさせたいなという親が増えてくるのではな

いかなと考えますが、どうですか。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） そういったものを発

信ということですけれども、議会事務局にも

お持ちしたんですけれども、文科省の事業を
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３年間やって、その結果を毎年文科省に公表

しております。それと、昨年度は文科省に伺

わせていただいて、You Tubeで占冠の取り組

みの活用のことを発表させていただいており

ます。DVDも作りながら学校のやっている取り

組みの紹介とか、そういう発信も、占冠の取

り組みを全国に発信をしてございます。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） いろいろな方法によ

って発信もされているということですけれど

も、占冠の中で住民たちが子どもたちのやっ

ていることが目に見えてないと思いますけれ

ども、村内でそういうものを発信する方法、

子どもたちがこれだけ上達していますよとい

う発信は行わないのかどうか、それもちょっ

とお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） あまり公にパッパッ

とはやってございませんけれども、うちには

幸いコミュニティ・スクールがあります。会

議の中で学校の保護者だけではなく、地域の

方も参加してもらっているのでこういう取り

組みをしていますということは言っています

けど、広報等を使ってこうやっていますとい

うようなことは、今のところはまだやってご

ざいません。保護者の方とはPTAのいろいろな

総会とか、学校での研究会がありますので、

その時にはお話をしております。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 保護者だけではなく

一般村民にもそういうことをやっているとい

う機会があればうれしいなと私は思います。 

これでかなり英語に関する授業が増えると

いうことで、学校の先生はもちろんですけれ

ども、負担はかなり多くなってきますよね。

外国語指導助手、ALTの増員を図る予定はない

のか伺います。これだけの時間数をやるとい

うことは１人の先生ではフォローができない

のではないかなと考えますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） お答えさせていただ

きたいと思います。占冠村では小規模校、３

校でございまして、ALTの活用状況については

他の市町村に比べて、保育所、小・中学校で

の授業補助、そして公民館事業としての英会

話教室を実施しており、十分活用が図られて

いるんではないかなと感じております。中央

小学校では中学校の英語教諭を昨年度配置し

ており、英語学習の充実を図っているところ

であります。また、トマム学校においても英

語の堪能な教職員を中央小学校から異動で来

ていますので、現段階でALTを増やすというこ

とは考えてはございません。 

それと、先ほどの英語の時間の時数が増え

るという話でございますけれども、今、議員

もご承知かと思いますけれども、教職員の働

き方改革というのがすごく問題になってござ

います。それで英語は今の35時間から70時間

ということで、本当は32年からと言いました

けれども、他の町村は30、31年の２年間の移

行期間の中でこの時間、時数を確保できるよ

うに改革をしてくださいということです。う

ちは70時間をやっているわけですけど、何を

やったかというと、学校の教職員の会議を減

らすだとか、学校の行事を学校が独断でやる

んじゃなくて保護者の方と時数確保、働き方

改革でここは中学校と一緒にしたり、ちょっ

と削ったり、省略したりというような形で時

数の確保は相当苦労しましたけれども、現在

うちとしては２年前倒しをしてさせてもらっ

てございます。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 時数確保はできてい
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るということのようですけれども、先生方の

働き方改革はもちろん、先生方の異動、いろ

いろな交流に関して、働き方改革が騒がれて

いる状況にあって先生方の負担はどのような

形になっているんでしょうか。全然ないとは

言えないと思うんですけれども。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） 小学校の先生が全て

英語の教科を、中学校を含めて持っていると

いうわけではないので、そのへんについては

いろいろ苦労もあるかと思いますけれども、

基本的には５・６年生が今現在はまだ教科に

なっておりません。中学校みたいに、このこ

とはこう教えてこうやってテストやってとい

うんじゃなくて、広く英語を通した中で、ア

スペンも行くわけですけれども、行く前に勉

強を含めた中でやっているので、先生方が全

く負担にならないかといったらそうはなって

ないと思います。そのへんは協力しながらと

いうことと、学校の先生もそうですけれども、

ALTの方にも一緒に授業に入ってもらって、指

導を受けながらということで今は乗り切って

ございます。だから全く先生方の負担になっ

ていないかというと英語の得意な先生、得意

じゃない先生もいると思うんで、そのへんは

フォローしていきたいなと思っています。以

上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） いろいろな制度を設

けて、占冠として特色ある教育を、環境教育

はもちろん、英語教育は特色ある教育として

いろいろな場面で発信していただけたらと思

います。時間数が増えて子どもたちが、議員

になって４年、報告会にずっと参加させてい

ただいて、今年度ほど英語の英会話ができた

という子どもたちがいなかったんですね、今

まで。なので成果は出ていると思いますので、

先生方の負担にならないような教育、このALT

の増員ができるんであればもっと負担が少な

くなるんではないかなと考えますので、その

へんもう一度伺って終わりにしたいと思いま

す。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） ALTの増員ということ

で再度の質問でございましたけれども、先ほ

ども申しましたけれども、今、占冠村には３

校の学校があって、現状の生徒数であれば今

のALTで大丈夫じゃないかなと。将来的に学校

の人数、トマムもいろいろ国際理解教育も含

めた中で、外国人の方が来た、転入されたと

かそういったことを考えた場合については、

現状ではこういう状態ですけれども、将来先

についてはずっと一人でいくということでは

ないんで、その状況に合わせた中で、今のと

ころは一人で大丈夫だと認識しております。 

○議長（相川繁治君） ここで時間ちょっと

早いんですけれども、午後１時まで休憩した

いと思います。 

休憩 午前11時44分 

再開 午後１時00分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。一般質問を行います。 

４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） それでは一般質問

をさせていただきます。これからのトマムへ

の対応ということで、２月の広報の住民基本

台帳登録数は、トマムが690人で中央地区が

675人ということでした。このような事態に遭

遇することができたことは「時の流れ」を感

じさせ、感慨深いものであります。私、昭和

29年にこの村に来たんですけども、トマム人

口よりもこっちの人口の方が下がった記憶が

１回もなく、今回初めての現象でないかとこ

のように感じております。リゾート繁忙期に
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おける一時的な現象と思われますが、今後リ

ゾートの進展により、永続・恒久的なことに

なり得る可能性があると思われます。 

かつて、ものづくり産業により世界の隆盛

を誇った我が国は、その産業の衰退により、

新たに観光立国へ方向転換し経済を立て直す

政策が進められております。同じように占冠

村においても基幹産業であった農林業の衰退

によって、トマムリゾートを中核とした観光

業が村産業の中心となっていることを暗示す

るものと思われます。 

そこでまず１点目といたしまして、村の産

業構造が大きく変化している最中であるとい

うことでありまして、当然、村の行政もこの

変化に対応しなければならないと思います。

まず村長の考え方をお伺いいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 長谷川議員のご質問

にお答えをいたします。議員のご指摘のとお

り、占冠村においてはトマムリゾートを中核

とした観光産業が村の中心を占めるに至って

おります。村といたしましても、産業構造の

変化に速やかに対応できるよう人材育成を進

めるほか、庁舎内の体制をチェックし、必要

に応じて機構改革など体制整備を進めてまい

りたいと考えております。 

また、リゾートなど民間企業が申請主体と

なりえないような許認可等の申請手続きや、

必要に応じた社会インフラの整備、外国人へ

の行政対応などについては、リゾート運営会

社と協議、話し合いの場を設けながら進めて

まいりたいと考えております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 農林業を主産業と

した占冠村、特に全国に名を広めた山菜の村

占冠というような産業構造から、リゾート構

造に変わっていくわけでございますが、もう

少し村長、一般的にでなくて具体的にこうし

なきゃならないというような案があるかない

か、そのへんのことをお聞かせ願います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） お答えをしたいと思

いますけれども、ただいまのご質問で具体的

にどこの部分を指してどうこうせいと言って

いるのか理解できなかったわけでありますけ

れども、基本的には、私は当初から申し上げ

ていますように農林業を基幹産業として、観

光もあわせた中で、この産業をうまく組み合

わせて持続可能な地域づくり、占冠村づくり

を進めてまいりたいと申し上げているところ

でございます。 

その中にあって、リゾートの変化に対応す

べく、さまざまなことが考えられるわけでご

ざいますけれども、それぞれリゾート会社と

の打ち合わせ、話合いの場を設けながら必要

な政策について展開をしていきたいというこ

とでございます。現段階において、これをど

うするとか、あれをどうするという、大枠は

決めていますけれども、細かい点については

議員がご質問の内容で整理している部分はご

ざいません。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 次に移らせていた

だきます。リゾートの繁忙期にトマム支所に

おける行政手続きが一時的に集中し、混雑す

ると思われますが、この対応についてお伺い

いたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ただいまのご質問に

お答えをしたいと思いますけれども、冬と夏

のリゾートの繁忙期には大量の転入、転出の

事務作業が生じます。これまでリゾート運営

会社や美装会社、３者と事前調整を行い、本

庁と支所での業務対応を行っております。ト
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マム支所での転入、転出の届け出件数は平成

30年度２月末現在、昨年度比で倍近い1060件

ほどとなっており、３月末には更に100件以上

の増加となる見込みでございます。 

これに対応するため、大きく５点ほどの対

策を講じております。１つは、平成29年度か

らトマム支所の総務担当を１名増員し、手続

きを迅速に行うようにいたしました。 

２つ目としては、研修による職員の知識の

向上です。平成29年度に戸籍初任者研修、平

成30年度には中級者研修を受講させておりま

す。 

３つ目は、中央の戸籍担当との連携です。

電話やメールなどで情報を共有すると共に、

チェック体制も取っております。 

４つ目が星野リゾート、クラブメッド、そ

の他関連会社との連携でございます。担当者

とは転入が多くなる前に、手続きやごみに関

する説明を行いまして、相手側からは転入、

転出の見込みの情報を提供していただいてお

ります。 

５つ目としては、手続きスペースの確保で

ございます。多い時ですと、１度に15名ほど

の方が手続きされる場合がありますので、他

の住民の方になるべく影響がないよう専用の

場所を確保しており、リゾート側の担当者と

協力して迅速な手続きになるよう努めており

ます。今後におきましても、各担当、関係会

社と連携を取りながら適切に事務処理を進め

てまいります。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） トマム支所の繁忙

期は現在、今、村長が５点ほど申し上げまし

たけれども、そういうことで対応するから間

に合っているということでよろしいんですか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 現状においては各種、

本庁、支所、あるいは事業者との連携を図り

ながら、対応をさせていただいているという

ことでございます。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 次に進ませていた

だきます。トマムリゾートでの対応は行政的

にも国際的なグローバル感覚が求められると

思いますが、村の今後の対応についてお伺い

いたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ただいまのご質問に

お答えをしたいと思います。外国人の旅行客

の受け入れが増加すると共に、住民の外国人

割合も高まっている中で、行政においてもグ

ローバル感覚が求められることは、議員のご

指摘のとおりでございます。今までも英語を

話せる職員の採用などについて配慮してきた

のところですが、今後も職員の研修活動を推

進、充実させていくこととしております。以

上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） これについては遅

れをとったら大変なことになると思うので、

どうですか。３カ国語くらい話せる人を雇っ

てはいかがかと思うんですけれども、村長は

どう考えておりますか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 今、議員のご指摘の

とおり、村としても必要に応じては外国人の

スタッフの活用というのはありえるのかなと

考えておりまして、現在、一般社団法人自治

体国際化協会の外国青年招致事業などの活用

が考えられるのかなと思っているところでご

ざいます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 次に進ませていた

だきます。トマムの住民として生活していく
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ための住宅や、分譲地の整備、店舗の誘致に

ついて村の考え方を伺います。特に、店舗に

ついては、現在行われているミナ・トマムへ

の補助を誘致店舗にする意向があれば誘致可

能と思いますが、お伺い申し上げます。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ただいまのご質問に

お答えをしたいと思います。トマムの住民と

して生活していくための住宅、それから店舗、

あるいはミナ・トマムの活用等を含めてのご

質問がありました。 

まず、住宅関係でございますけれども、公

営住宅法の制約を受けない村有住宅の提供、

公営住宅等におけるボイラー導入の補助のほ

か、村としても昨年、道道沿いに民有地を取

得しております。もちろん、分譲地として提

供するには大規模な整備が必要ですが、今後

のトマム地区における住宅需要に合わせて対

応を検討してまいりたいと考えております。 

次に、店舗の件でございますが、店舗の誘

致についてはトマム地区で求められている小

売店舗については、コンビニエンスストアと

考えられることから、道内のコンビニメーカ

ーに対し、出店を働きかけているところでご

ざいます。 

３つ目のミナ・トマムでの助成でございま

すけれども、トマム地域カフェという地域活

動の促進をメインとして、それに併せて買い

物対策にも配慮をしたものでございます。同

地区への参入店舗に対しましては、定住促進

条例に基づく開業支援制度などの活用してま

いりたいと考えておりますが、議員が言われ

るとおり、補助金等も誘致に向けての有効な

手段でございます。村内の既存店舗との公平

性に配慮する必要はございますが、今後も受

け入れ企業の業務内容や、地域における必要

性等を考慮した上で、支援対策について検討

してまいりたいと考えております。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） ５番目に移らせて

いただきます。このままトマムの人口が中央

を上回ることが続けば、診療所、歯科診療所

における毎週の診療日の日割は変えなきゃな

らないと思いますが、いかがでございますか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 診療所の件のご質問

にお答えをしたいと思いますけれども、現在

は一人の医師が２か所の診療所をかけ持つ診

療体制になっております。トマム地区の人口

が中央地区を上回るのは、現状２カ月、また

は３カ月の季節的なものでございます。人口

の増加原因もリゾートの季節的な従業員の増

加によるものであり、必ずしもトマム地区の

人口の増加がトマム診療所の診療者数に反映

していない状況にございます。 

現在のトマム診療所の診療内容も、慢性疾

患の治療や、継続的な投薬を求めるものが中

心でありまして、診療人数を比較しても、現

在の診療体制でバランスが取れていると考え

ております。このことから、当面は現状の診

療体制を継続してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） それでは、質問の

２に移らせていただきます。役場の新築・バ

リアフリー化は、ということでございまして、

12月の議会一般質問においても五十嵐議員か

ら同様の質問がありました。私も高齢となり、

また、病で身を病んでつくづく３階の議場ま

での道のりが辛く感じるようになりました。 

役場庁舎も老朽化が著しく、また、変化を

求める行政に対応すべく新築してはいかがか

と思います。新築が難しいならば、せめて３

階までの階段のバリアフリー化を考えてほし
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いと思いますが、村長の考え方をお伺いいた

します。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 役場庁舎の新築につ

いてのご質問でございますけれども、お答え

をしたいと思います。今のところ庁舎の新築

につきましては財源をはじめ、数多くの課題

があるため、具体的な計画には至っておりま

せん。今後は、出席者の体の状況などにあわ

せて適切な村内施設で会議を行うなど、総合

センターの機能の分散も含めて、住民の皆さ

まが利用しやすい施設の活用についても協議、

検討をしてまいりたいと思っております。 

しかし、総合センターの耐震強度について

は強度不足ということで診断をされておりま

して、バリアフリー化を含め施設の改修は必

要であると考えております。今後におきまし

ても、総合センター用の基金の積み立てを行

い、耐震化及びバリアフリー化について順次、

施設の改修を進めてまいりたいと考えている

ところでございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 私の考えは、基本

的には役場庁舎を新築して、新築することに

よって構造が相当変わるので、バリアフリー

化もできると。庁舎ができなければ、せめて

階段でもなんとかせよ、ということでござい

まして、私にはあまり時間がないので、検討

だとかっていう話はあまり通じないんですよ。

そこで、村長が言うように、この村で生まれ

て、この村で育って、この村で生活して、こ

の村で去っていくと、これは基本方針でござ

いまして、これは誰でも同じことを考えてい

ると思います。 

占冠村が続く限り、行政があると。行政が

あるということは、そこには必ず村長さんが

いて、職員がいるから、村の役場は行政の心

臓部であります。心臓部の役場庁舎が今、金

の関係やなんかで計画がないと。新しい総合

計画の、まだ素案でございますが、その計画

にも入っていないです。実際この総合センタ

ーも昭和48年ですか、約50年経つんですよ。

村長が言われるように、耐震もなんもない。

雨漏りはひどい、補修はしなきゃならんとい

うようなことで、一体誰がこの庁舎をそれじ

ゃ建て直すかということが当然考えられると

思います。 

10年計画を、村長は２期あればあと10年に

なるから、３期目にこの計画をもう１回変え

なきゃならないんですよ。誰かがこれに手を

付ける。今ね、せっかく若い村長が、金がな

いからできるとか、できないとか、そういう

問題ではなくて、根本的にこれは考えなきゃ

ならんと。保育所の次は役場を建てなきゃな

らんと、こういうことでならなきゃならない

んでないかと私は思うんです。そのへん、村

長の言っていることとね、将来の計画と間違

っていたら困るので、ぜひ考えておくでなく

て、検討するではなくて、いつの時点からこ

の心臓部の庁舎を建て直すかという計画、こ

れを聞かせていただきたいんです。 

もう私には時間がございません。検討する

とか、なんとかっていうような悠長な話しで

ないんですよ。村の行政のために考えている

事なので、村長、その勇断を持って、金がな

いなんて言わないで、それじゃ保育所建てな

ければいい、金がないんだからね。役場庁舎

はね、誰が、いつ、どういうふうに計画して

新しくするか、あと10年だったら60年になる

からね。当然、雨漏りがますますひどくなる

と思うんですよ。だから、今の田中村政がこ

の心臓部である役場庁舎を、建てる計画を持

たなければ、これは時の流れに遅れをとって

いると思うんですよね。村長そのへんどう考
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えますか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 大変、厳しいご意見

をいただきました。私が思うに、この庁舎が

46年に建っております。その間、外壁補修や

ら、天井改修等を含めて必要に応じて改修を

してまいりました。現状、ボイラーとか、雨

漏りとか、確かにございます。これをどう将

来に渡って対応していくのかという部分では、

私、総務課長時代にこの総合センターはなか

なか新築ということにはならんだろうという

ことで、改修に向けてですね、当時耐震化診

断も受けまして、改修をしようということで、

即座に地震が起きて潰れることはないんだけ

ど、大きな７以上がきたら一部壊れる可能性

もありますという診断を受けています。 

そういったことから、総合センターの建設

のための、修繕のための公共施設の基金を当

時、創設をさせていただきましたので、それ

をもって一定の準備金を整えた中で、そうい

った作業をしていくということでございます。

時の理事者が、それぞれの政策に基づいてさ

まざまな事業をするわけでございますが、私

はその重要度、必要性の順番は首長によって

は違うと思うんですね。その中で議員から保

育所の問題も指摘されましたけれども、私と

しては重要度を保育所において、今年度、保

育所を建設するということを決断したという

ことです。その順番、あるいは重要性、必要

性を含めた中で検討をしていくというのが、

時の理事者の立場かなと考えております。 

議員の言われるように、早くやらなければ

というお気持ちも分からないわけではないん

ですが、そういったことから、総合センター

につきましては、ぜひ基金積み立てをして準

備期間を置いて、進めたいと思っております。

それまでの、さまざまな改修については英断

を持って改修をしていくということは言える

と思いますけれども、そういったことでご理

解をお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） ご理解をしてった

ってなかなか理解できないんですよ。もう大

体村内のハコモノですか、保育所も３億7100

万を取って新しく建てると。あとずらっと眺

めると、だいたい古いものを壊して、建替え

るってやつは、村ではないと思うんですよ。

せめて行政の心臓部の役場、基金を積み立て

て、いつまでごろに建てるのかという話はね、

どこかに少しでも書いてあればいいんだけれ

ど、全然その役場庁舎を建てる話は一つもな

いんですよ。どこかの計画の端の方にでも書

けないものかと。これは大きな問題なんです

よね。まだ素案だからいいですけど、入って

いるんだったら私は納得する。ただ基金を立

てて、いつになるか分からない。だから将来

の計画をいつごろから、基金を積み立てして、

それが満度になって、そこから着工する。い

つごろになるかというような大きな目標がや

はり田中村政時代に、はっきり持っておいた

ほうがよろしいと思うんですよ。金がなけれ

ば見つけてくればいいんですよ。そういうこ

とが、政策の中に入ってないものですから私

が今、申し上げているんです。 

村長、これをぜひ入れて下さい。どういう

方法でもいいから、いつごろから今度、役場

庁舎でなくて、総合センター的なものをやる

かっていうことをね、ぜひこの中に組み入れ

ていただきたい。そう思うんですけれどもい

かがですか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 今、お示しの総合計

画に、そういった文言をというようですけれ
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ども、庁舎についてのあり方を含めて、まだ

議論は十分ではないと思います。基本的には、

必要な修繕、あるいは維持機能をどう守って

いくのかということに対応することについて

は、修繕を含めてやりますけれども、いつい

つまでに、こういったものを新築しましょう

ということは、確かに私の時に書けばいいの

かもしれませんが、今、約束することはちょ

っとできません。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 同じこと何回も繰

り返すと仕方ないけども、やはり心臓部であ

る役場庁舎を次は第一番に考えてやらなきゃ

ならんとそう思うんですよ。そうすればね、

どっかこの片隅にでも、長い話かも知れなけ

れどもね、あと10年後くらいから役場庁舎を

もう建替えなきゃならんとかって、一筆でも

入ってれば、まだ理解できるんだけれど、肝

心なものはね、それさえ出来上がれば、３階

までの目から星が出るくらい辛い階段もなく

なるはずなんですよ。 

そのへんでね、文章だけでもいいから、誰

かがやらなきゃ、田中村長ができなければ、

違う村長がやらなきゃならないんですよ。今

年50年で、この計画で60年、そしたらこの庁

舎60年あるんだよ。60年も経ったらどれだけ

ひどくなるか、それは分かりません。今、雨

漏りがあれだけあるから、更に雨漏りになっ

て事務所が使えなくなる。70年はまだひどく

なる。段階的に予想がつくんですよ、庁舎に

限っては。だから片隅にでもそういうことが

入ってなきゃならん。私はそう思うんですけ

れども、それでも村長だめですか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 総合計画の策定にあ

たっては委員さん等の意見もいただいて、そ

の議論は尽くしていないと思っています。仮

に総合計画に総合センターのあり方について

検討しようという文言を入れても、なかなか

それが実行されるとは思いません。やはり、

現行の計画は進めさせていただいて、その機

が熟した時には、そういった議論もさせても

らうということしか申し上げられないのかな

と思っています。もちろん当然、そういった

中核施設の必要性は十分認識をしております

ので、そういったご心配がある施設であるこ

とも承知しておりますから、修繕、あるいは

改装等を含めて、ご意見を伺いながら進めさ

せていただくということで、一つ議員のご理

解をお願いしたいというふうに思います。以

上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） これは年寄りの言

うことだから聞いておいたほうがためになる

と思うんですね。どういう資金計画をして、

どうする。いつごろから着工できるようにや

るとかって、やっぱりそういう計画を僕は持

つべきでないかと。これは老婆心だからね、

村長に訴えておきます。 

質問の主旨は、新築が難しければ、新築す

ることは今言ったようにいつになるかわから

ない。せめて３階までの階段、３階にはエレ

ベーターが一つあるはずなんですよ。ああい

うやつを改良して、もうとっても３階まで上

がって議会傍聴しろと言っても、病人でなく

ても健常者でさえも本当に大変なんです。だ

からこれは近いうちに直していただきたい。

今年の村の総予算を眺めるに、先ほども言っ

た保育所３億７100万、これがどうも予算の目

玉のような気がするんですよ。来年は役場の

３階の階段を直すというのを目玉にして、村

長やってはいかがですか。検討するじゃだめ

なんだ、僕は。今すぐ答えていただきたい。 

○議長（相川繁治君） 村長。 
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○村長（田中正治君） 今、議員から、私は

励ましの言葉をいただいたと思っていますけ

れども、来年度に向けて、そういった決意を

言いたいところですけれども、村の施策の優

先順位等を考えますと、私の頭の中では、今、

議論をいただいているごみの最終処分場の整

備がございまして、それにも相当のお金がか

かるということを想定しています。 

今年も予算計上させていただいております

けれども、調査を始めてごみ最終処分場の着

工が33年というふうになっておりますので、

そういった意味では、議員のご期待に添えな

いと思いますけれども、先ほど来申し上げま

していますとおり、維持・補修・改修につい

ては必要に応じて実施していきたいというこ

とだけ申し上げさせていただいて、ご理解を

お願いしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） これで一般質問を終

わります。 

 

◎日程第４ 承認第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第４、承認第１

号、専決処分につき承認を求めることについ

ての件を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。総務課長、多

田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） それでは議案書

１ページをお願いいたします。承認第１号、

専決処分につき承認を求めることについてご

説明を申し上げます。 

 緊急執行を要したので地方自治法第179条第

１項の規定により別紙専決処分書のとおり処

分したので、同条第３項の規定により報告し、

議会の議決を求めるものでございます。 

内容を申し上げます。２ページをお願いい

たします。本件は、北海道市町村総合事務組

合において、石狩東部広域水道企業団、石狩

西部広域水道企業団、及び北海道市町村職員

退職手当組合を構成団体とすることができな

いため、当該団体の非常勤職員に対する公務

災害補償等の事務を処理できるように定める

計画を新たに制定しまして、これにより、現

行規約を廃止するものでございます。 

議案書２ページから本文を記載しておりま

して、４ページの第14条におきまして事務受

託のための条項を規定しているものでござい

ます。組合を組織する地方公共団体及び共同

処理する団体につきましては、別表について

10ページまで記載してございます。この規約

は知事の許可のあった日から施行し、現行の

北海道市町村総合事務組合規約を廃止するも

のです。なお、本議案にて、施行日が空欄に

なってございますが、３月１日付け通知、平

成31年２月22日付け市町村第1877号指令にお

きまして、北海道知事より許可がございまし

たので併せてご報告いたします。以上で説明

を終わります。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説

明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君）  質疑なしと認めま

す。これで質疑を終わります。 

 討論を省略します。 

これから承認第１号、専決処分につき承認

を求めることについての件を採決します。 

お諮りします。 

本案は原案のとおり承認することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって承認第１号は原案のとおり承認

することに決定しました。 
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◎日程第５ 議案第７号から日程第10 議案第

12号 

○議長（相川繁治君） 日程第５、議案第７

号、平成30年度占冠村一般会計補正予算、第

４号の件から日程第10、議案第12号、平成30

年度占冠村歯科診療所事業特別会計補正予算、

第２号までの件、６件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。議案第７号に

ついては、総務課長、多田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） 議案書23ページ

をお願いいたします。議案第７号、平成30年

度占冠村一般会計補正予算、第４号について

ご説明申し上げます。平成30年度占冠村一般

会計補正予算、第４号は、歳入歳出それぞれ

５千万円を減額し、歳入歳出の予算をそれぞ

れ25億1310万円とするものと、債務負担行為

の追加及び地方債の変更でございます。 

以下、事項別明細書にて歳入からご説明申

し上げます。30ページをお願いいたします。

13款、１項、使用料におきましいて、１目、

総務使用料は地域情報通信基盤施設使用料112

万円の増額。３目、衛生使用料は火葬場使用

料３万円の減額。５目、農林業使用料は放牧

地使用料１千円、交流促進施設使用料13万４

千円の減額。８目、教育使用料はコミュニテ

ィプラザ使用料３万円の増額でございます。 

 13款、２項、手数料におきまして、２目、

衛生手数料は一般廃棄物処理業許可申請手数

料３千円の減額、犬の登録手数料１万８千円、

狂犬病予防注射済票交付手数料８千円の増額。

３目、農林業手数料は現況証明手数料７千円

の増額でございます。 

 31ページです。14款、１項、国庫負担金に

おきまして１目、民生費国庫負担金は未熟児

養育医療費国庫負担金25万円の増額です。 

 14款、２項、国庫補助金におきまして、１

目、総務費国庫補助金は社会保障・税番号制

度システム整備費補助金７千円の増額。４目、

土木費国庫補助金は社会資本整備総合交付金

161万８千円の減額でございます。 

 32ページをお願いいたします。15款、１項、

道負担金におきまして１目、民生費道負担金

は未熟児養育医療費道負担金12万５千円の増

額。 

 15款、２項、道補助金におきまして１目、

総務費道補助金は、土地利用対策道補助金で

３千円の減額、地域づくり総合交付金27万円、

市町村生活バス路線運行費道補助金17万８千

円の増額でございます。３目、衛生費道補助

金は北海道地域自殺対策緊急強化推進事業道

補助金332万２千円の減額。４目、農林業費道

補助金は農業委員会活動促進事業道補助金10

万８千円の増額、環境保全型農業直接支援対

策事業道補助金６万１千円、未来へつなぐ森

づくり推進事業道補助金77万円、村有林保育

事業道補助金524万７千円の減額でございます。 

 15款、３項、委託金におきまして１目、総

務費委託金は北海道権限移譲事務交付金で11

万６千円の増額。 

 33ページをお願いいたします。16款、１項、

財産運用収入において１目、財産貸付収入は

民間賃貸共同住宅等貸付料等34万円、村営住

宅等給湯器貸付料16万６千円の減額です。 

 16款、２項、財産売払収入におきまして２

目、物品売払収入は指定ごみ袋売払収入23万

４千円の増額でございます。 

 34ページをお願いいたします。17款、１項、

寄附金におきまして３目、ふるさと寄附金は

467万円の減額です。 

 35ページになります。18款、１項、繰入金

におきまして１目、財政調整基金繰入金は472

万２千円、３目、奨学資金繰入金15万円、８

目、減債基金繰入金3000万円の減額でござい
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ます。 

 36ページをお願いいたします。20款、５項、

雑入において１目、雑入は雇用保険被保険者

負担金９万３千円の減額、重度心身障害者等

医療給付費戻入15万円の増額、後期高齢者歯

科検診事業補助金５万１千円の減額、赤岩環

境整備協力募金２万１千円、道の駅EV電気料

金補てん金３万９千円の増額でございます。 

 37ページ、21款、１項、村債におきまして

６目、土木債は過疎対策事業債、村道トマム

南１線改良舗装工事で110万円、村道北６線改

良舗装工事で20万円の減額でございます。 

 次に歳出についてご説明をいたします。38

ページをお願いいたします。２款、１項、総

務管理費におきまして、１目、一般管理費及

び２目、財産管理費は財源振替でございます。

７目、企画費は共済費33万２千円、臨時雇上

賃金100万円、講師謝礼13万円、トマム地区子

育て世帯移住促進事業11万６千円、寄附者贈

呈品160万円、定住促進条例15万円、普通旅費

55万７千円、特別旅費18万６千円、消耗品費

27万４千円、通信運搬費20万円、鵡川水質管

理調査委託料13万１千円、地域情報通信基盤

使用料20万円、地域おこし協力隊住宅料10万

５千円、お試し住宅使用料30万円、都市圏連

携事業負担金21万６千円、住民活動推進事業

30万円、廃屋除去事業補助金30万円の減額、

環境保全と観光振興基金積立金22万２千円の

増額でございます。10目、旅客自動車運送事

業費は財源振替。11目、諸費はJ-ALERT受信機

更新委託料56万９千円の減額でございます。 

 39ページをお願いいたします。２款、３項、

戸籍住民基本台帳費におきまして１目、戸籍

住民基本台帳費は通知カード・個人番号カー

ド関連事務の委任等に係る交付金７千円の増

額でございます。 

 40ページをお願いいたします。３款、１項、

社会福祉費におきまして１目、社会福祉総務

費は修繕料52万５千円の増額、地域福祉計画

策定支援業務委託料173万７千円、障害者通所

交通費補助金12万６千円、福祉基金積立金140

万円の減額。２目、老人福祉費は臨時雇上賃

金８万６千円、参加者・欠席者記念品４万６

千円、80歳記念写真１万３千円、金婚者記念

品７万８千円、食糧費９万７千円、移送サー

ビス委託料30万円、緊急通報受信業務委託料

18万円、敬老祝い金６万円の減額でございま

す。 

 ３款、２項、児童福祉費におきまして１目、

児童福祉総務費は臨時雇上賃金100万円、児童

手当97万円の減額です。２目、保育所費は臨

時雇上賃金210万円の減額です。 

 41ページをお願いいたします。４款、１項、

保健衛生費におきまして１目、保健衛生総務

費は妊婦健診委託料30万円、水道会計繰出金

180万円の減額です。２目、予防費はがん検

診・エキノコックス症検査委託料20万円の減

額。３目、環境衛生費は財源振替でございま

す。４目、医療費は未熟児養育医療費50万円、

重度心身障害者医療費120万円、子育て支援医

療費30万円、平成29年度未熟児養育医療費等

国庫負担金返還９万８千円の増額でございま

す。 

 ４款、２項、清掃費におきまして２目、じ

ん芥処理費は財源振替です。 

 42ページをお願いいたします。６款、１項、

農業費におきまして１目、農業委員会費は財

源振替。２目、農業振興費は修繕料50万円、

北海道農林統計協会負担金２万２千円、環境

保全型農業直接支援対策事業補助金６万２千

円、農業振興・新規就農等支援対策補助金310

万円、農業振興基金積立金150万円の減額でご

ざいます。３目、畜産業費は財源振替。４目、

農業構造改善事業費は給水車借上料58万４千
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円の減額。６目、交流促進施設運営費は管理

人賃金80万円の減額でございます。 

 ６款、２項、林業費におきまして１目、林

業振興費は供用林野看守人雇上賃金27万５千

年の減額。光熱水費20万５千円の増額、修繕

料128万５千円の減額、村有林発生材運材車賃

借料54万円の減額。43ページになります。人

工造林新植工事費98万３千円、季節労働者対

策保育工事400万円、林業専用道等開設伐開工

事108万円、保育下刈工事費48万２千円、保育

間伐工事費717万２千円、未来へつなぐ森づく

り推進事業補助金105万１千円、民有林振興造

林事業補助金31万９千円の減額でございます。 

 44ページをお願いいたします。７款、１項、

商工費におきまして１目、商工振興費は消耗

品費４万３千円の増額。２目、観光費は消耗

品費18万７千円の増額。観光施設等環境整備

委託料33万４千円の減額でございます。 

 45ページです。８款、１項、道路橋梁費に

おきまして１目、道路維持費は村道測量委託

料108万７千円、村道北６線舗装補修工事23万

３千円の減額でございます。 

 ８款、３項、住宅費におきまして１目、住

宅管理費は耐力度調査業務委託15万６千円、

社会資本整備総合交付金工事349万６千円の減

額、占冠団地水洗化工事に伴う既設管撤去工

事105万１千円の減額でございます。 

 ８款、４項、都市計画費におきまして２目、

生活排水処理費は下水道会計繰出金で110万円

の減額です。 

 46ページをお願いいたします。10款、１項、

教育総務費におきまして３目、義務教育振興

費は教育支援委員会委員報酬９万３千円、通

学路安全推進会議報酬１万２千円、占冠村い

じめ問題審議会委員報酬５万１千円、臨時雇

上賃金60万円、講師謝礼54万１千円、教職員

健康診断委託料18万円、人間ドック負担金７

万６千円、中体連大会参加補助金20万円の減

額でございます。４目、育英事業費は高校生

クラブ活動下校バス運転委託料25万円、高校

生通学バス運転業務委託料25万円、高等学校

通学者補助金12万８千円、奨学資金貸付金15

万円の減額でございます。 

 10款、２項、小学校費におきまして１目、

学校管理費は消耗品費19万１千円の増額。燃

料費73万５千円、修繕料20万円の減額でござ

います。 

 47ページをお願いいたします。10款、３項、

中学校費におきまして１目、学校管理費は消

耗品費７万８千円の増額、修繕料15万円、通

信運搬費３万４千円の減額です。２目、教育

振興費はスクールバス委託料60万円の減額で

す。 

 10款、４項、社会教育費におきまして３目、

コミュニティプラザ管理費は財源振替。 

 10款、５項、保健体育費におきまして１目、

保健体育総務費は通信運搬費２万円、保健体

育地域活動輸送業務委託料20万円、その他使

用料及び借上料３万円の減額。２目、給食推

進費は準要保護児童生徒給食費23万５千円の

減額でございます。 

49ページです。12款、１項、公債費におき

まして１目、元金は財源振替でございます。 

50ページ、14款、１項、職員費におきまし

て１目、職員費は一般職共済組合分で160万円

の減額。派遣職員に係る負担金で160万円の増

額でございます。 

戻りまして24ページ及び25ページをお願い

いたします。補正後の歳入歳出予算の金額は

第１表、歳入歳出予算補正のとおりでござい

ます。26ページをお願いいたします。債務負

担行為の補正につきましては表のとおり、旅

客自動車運行業務委託料について期間を平成

31年度から平成33年度まで、限度額を記載の
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とおりとして追加しようとするものでござい

ます。27ページをお願いいたします。地方債

の補正につきましては表のとおり、過疎対策

事業債で村道トマム南１線改良舗装工事及び

村道北６線改良舗装工事の２件について変更

するものでございます。以上、ご審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 次に議案第８号、議

案第12号については、住民課長、小尾雅彦君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 議案書51ページ

をお願いいたします。議案第８号、平成30年

度占冠村国民健康保険事業特別会計補正予算、

第４号の提案理由のご説明をいたします。歳

入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１千

万円を減額し、歳入歳出の総額をそれぞれ１

億6350万円にしようとするものです。歳入歳

出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごと

の金額並びに補正後の歳入歳出予算の総額は

第１表、歳入歳出予算補正によります。 

 以下、事項別明細にてご説明いたします。

55ページをお願いいたします。まず、歳入で

ございます。４款、１項、道補助金、１目、

保険給付費等交付金におきまして保険給付費

等交付金、普通交付金で1005万円の減額でご

ざいます。保険給付費等交付金で特別交付金

５万円の増額でございます。 

 56ページをお願いいたします。歳出ですが

１款、１項、総務管理費におきまして２目、

連合会負担金、レセプト併用化に伴うシステ

ム改修負担金５万円の増額です。 

 57ページ、２款、１項、療養諸費、１目、

一般被保険者療養給付費におきまして1005万

円の減額でございます。 

 続きまして97ページをお願いいたします。

議案第12号、平成30年度占冠村歯科診療所事

業特別会計補正予算、第２号の提案理由の説

明でございます。今回、歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ30万円を追加し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ2130万円にしようと

するものでございます。歳入歳出予算補正の

款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は第１表、歳入歳

出予算補正によります。 

 101ページをお願いいたします。歳入ですが、

１款、１項、診療収入、２目、社会保険診療

報酬収入におきまして現年度分で30万円の増

額でございます。 

 102ページ、歳出ですが、２款、１項、医業

費におきまして１目、医業費、手数料で30万

円の増額でございます。以上、ご審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 議案第９号、議案第

10号については、建設課長、小林昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 議案書59ページ

をお願いいたします。議案第９号、平成30年

度占冠村簡易水道事業特別会計補正予算、第

３号についてご説明申し上げます。歳入歳出

予算の総額から歳入歳出それぞれ250万円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１億420万円とするものでございます。 

議案書64ページをお願いいたします。歳入

よりご説明いたします。１款、１項、１目、

給水使用料110万２千円の増額。 

１款、２項、２目、登録手数料、指定業者

登録手数料で１千円の減額でございます。 

議案書65ページになります。３款、１項、

１目、一般会計繰入金180万円の減額でござい

ます。 

議案書66ページです。５款、１項、１目、

雑入、督促手数料で１千円の減額でございま

す。 

67ページにいきまして、６款、１項、１目、

簡易水道事業債、簡易水道施設整備事業債は

180万円の減額でございます。 
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議案書68ページになります。歳出について

ご説明申し上げます。１款、１項、１目、一

般管理費、25節、積立金、占冠村簡易水道施

設整備基金積立110万２千円の増額でございま

す。 

69ページです。２款、１項、１目、施設維

持費、13節、委託料、漏水調査委託70万円、

水質検査業務委託料110万２千円の減額でござ

います。 

 70ページになります。４款、１項、１目、

新営改良費、９節、旅費２万円の減額、需用

費１万円の減額、14節、使用料及び賃借料９

千円の減額、15節、工事請負費176万１千円の

減額でございます。 

 戻りまして議案書60ページ、61ページにな

ります。補正後の歳入歳出予算の金額は第１

表、歳入歳出予算補正のとおりでございます。 

 議案書62ページをお願いいたします。第２

表、地方債の変更で歳入予算に計上した村債

と同額の限度額補正を行うものでございます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして議案書71ページをお願いいたし

ます。議案第10号、平成30年度占冠村公共下

水道事業特別会計補正予算、第３号について

ご説明申し上げます。歳入歳出予算の総額か

ら歳入歳出それぞれ280万円を減額し、歳入歳

出の総額を歳入歳出それぞれ１億760万円とす

るものでございます。 

 議案書76ページをお願いいたします。歳入

よりご説明申し上げます。１款、１項、１目、

浄化槽事業、個別排水処理施設分担金で４万

円の減額でございます。 

 議案書77ページです。２款、１項、１目、

下水道事業、１節、現年度分、下水道使用料

で113万６千円の減額。２目、浄化槽事業、１

節、現年度分、一般用で５万５千円の減額で

ございます。 

 議案書78ページです。３款、１項、１目、

下水道事業国庫補助金、１節、資本整備総合

交付金は40万円の減額でございます。 

 議案書79ページです。４款、１項、１目、

下水道事業、一般会計繰入金75万円の減額。

２目、浄化槽事業、一般会計繰入金35万円の

減額。 

 議案書80ページです。５款、１項、１目、

下水道事業、前年度繰越金112万６千円の増額。

２目、浄化槽事業、前年度繰越金40万６千円

の増額でございます。 

 81ページです。６款、１項、２目、浄化槽

事業、雑入は１千円の減額です。 

 議案書82ページです。７款、１項、２目、

浄化槽事業、２節、下水道事業債160万円の減

額でございます。 

 議案書83ページです。歳出のご説明を申し

上げます。２款、１項、１目、下水道費、11

節、需用費、光熱水費で39万円の増額、13節、

委託料、処理場維持管理委託料39万円の減額

でございます。２目、浄化槽費は財源振替で

す。 

 84ページです。３款、１項、１目、下水道

費、13節、委託料、下水道計画認可変更委託

業務116万円の減額。２目、浄化槽費、13節、

委託料、個別排水処理施設実施設計委託業務

10万円の減額、15節、工事請負費、個別排水

処理施設設置工事150万円の減額、16節、原材

料費４万円の減額でございます。 

 議案書72ページ、73ページに戻りまして、

補正後の歳入歳出予算の金額は第１表、歳入

歳出予算補正のとおりでございます。議案書

74ページは第２表、地方債の変更で、歳入予

算に計上した村債と同額の限度額補正を行う

ものでございます。ご審議のほどよろしくお

願いします。 

○議長（相川繁治君） 議案第11号について
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は、福祉子育て支援課長、木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 議案

書85ページをお願いいたします。議案第11号、

平成30年度占冠村介護保険特別会計補正予算、

第３号についてご説明申し上げます。平成30

年度占冠村介護保険特別会計補正予算、第３

号は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ560万円を減額し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ１億390万円とするものでございます。 

 以下、事項別明細書においてご説明いたし

ます。89ページをお願いいたします。歳入に

ついてご説明いたします。１款、１項、介護

保険料において１目、第１号被保険者介護保

険料、現年度分で８万６千円の減額。 

 90ページをお願いいたします。３款、１項、

国庫負担金において２目、保険者機能強化推

進交付金で11万６千円の増額。 

 ３款、２項、国庫補助金において３目、事

業費補助金で27万１千円の増額。 

 91ページです。４款、１項、支払基金交付

金において１目、介護給付費交付金で435万９

千円の減額。 

 92ページをお願いいたします。７款、２項、

基金繰入金において１目、占冠村介護保険給

付費準備基金繰入金で250万円の減額。 

 93ページをお願いいたします。８款、１項、

繰越金において１目、繰越金で95万８千円の

増額。 

 続きまして歳出にまいります。94ページを

お願いいたします。１款、１項、総務管理費

において１目、一般管理費、委託料で制度改

正に伴う改修委託料27万１千円の増額。 

 95ページです。２款、１項、介護サービス

等諸費において１目、居宅介護サービス等給

付費で50万円の減額。３目、施設介護サービ

ス等給付費で495万円の減額。 

 ２款、２項、高額介護サービス等費におい

て１目、高額介護サービス等費で20万円の減

額。 

 96ページをお願いいたします。３款、１項、

地域支援事業費において２目、一般介護予防

事業費、委託料で作業療法士委託料10万円の

減額。３目、包括的支援事業費、共済費で一

般職分12万１千円の減額でございます。 

 86ページにお戻りください。補正後の額に

つきましては第１表、歳入歳出予算補正のと

おりでございます。以上、提案理由の説明を

終わります。よろしくご審議のほどお願いい

たします。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説

明を終わります。 

ここで午後２時30分まで休憩いたします。 

休憩 午後２時18分 

再開 午後２時30分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

これから質疑を行います。質問者は、ペー

ジ数を明らかにし、質疑、答弁は要点を明確

に簡潔に発言してください。 

議案第７号、平成30年度占冠村一般会計補

正予算、第４号についての質疑を行います。

質疑はありませんか。 

５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 何点かお伺いしたい

と思います。まず、32ページ、歳入、15款、

道支出金、２項、道補助金の４目、農林業費

道補助金、２節の林業費道補助金の中の村有

林保育事業道補助金の524万７千円の減額につ

いてお伺いしたいと思います。 

 続きまして、42ページです。６款、１項、

農業費、６目、交流促進施設運営費、７節、

賃金の管理人賃金の減額80万、これは双民館

の管理人の賃金だと思うんですけれども、そ

もそも双民館は、今のトマムでいうミナ・ト
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マムのような存在、地域の拠点として、そこ

で地域づくりをしていこうということで当初

始まっていると理解しているんですね。 

現状として、管理人を置くまでもないとい

うこともよく分かるんですけれども、あそこ

には郷土資料館等があって、いつでも管理人

がいれば行って見ることができると。今はそ

の宣伝もしていないので人も来ないと思うん

ですけれども、常に開いているわけではない

となりますと、全く拠点化しないということ

ですよね。村政の執行方針に、今後議論にな

ると思いますが、その中には、集落対策には

占冠・中央・双珠別もやりますよと、新たに

人を置いてやっていくということが書かれて

いたんですが、双珠別地区の集落対策との兼

ね合いをどういうふうに考えているのか、再

度お伺いしたいと思います。 

 続きまして43ページ、６款、２項、林業費

の15節、工事請負費の中の金額が大きいとこ

ろ、季節労働者対策保育工事費の400万円の減

額と、保育間伐工事費の717万２千円の減額に

ついてもお伺いしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 山本議員の

ご質問にお答えいたします。議案書32ページ、

農林業費道補助金の524万の減額でございます

が、これは間伐工事でございます。うちの村

の間伐工事の種類が大きく分けて３つござい

ます。公共造林による間伐、これは年度当初

概算払のような形で、後で清算するような間

伐工事です。それから非公共間伐といって、

これは使っても良いよという指令が来なけれ

ばできない事業であります。３つ目が立木販

売ということで、木の代金から事業費を差し

引いて、差額を村の収入とするものです。 

 当初予定していました公共造林間伐という

のが、道の補助金が非常に厳しくてつかなく

て、非公共の間伐がついたということで、こ

の非公共の間伐については、必ず、切って丸

太にしたものは決められた製材工場に出しな

さいよというような決まりがございます。先

ほども申し上げましたが、年度に入ってすぐ

にできる工事ではございませんので、その間、

うちの村の造材業者は指令が出るまでの間空

く形になりますので、立木販売に振り替えま

した。当然、その分で道の補助金が減額にな

り、524万７千円でございます。 

 支出で700万ほど減額になっているのもその

関係で、支出も立木販売にしましたので当然

減るということで減額になってございます。 

 それから43ページ、季節労働者の対策保育

工事でございますが、毎年占冠村の勤労者企

業組合が受け皿となって事業を行っておりま

したが、解散して、事業の受け皿となる事業

体がなくなったため、未実施ということで400

万円の減額でございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） 農林課長、平岡卓君。 

○農林課長（平岡 卓君） 山本議員のご質

問にお答えいたします。議案書42ページをお

願いいたします。６款、１項、６目、交流促

進施設運営費の管理人賃金の80万円減額の件

でございますけれども、議員のご指摘のとお

り、双民館の管理人の雇上賃金でございます。

双民館の管理人については、常駐的な管理人

を探していたところでございますけれども、

適任者が見つからなかったことから担当者に

よる対応と、その都度の雇上をしたために不

用額が生じたものでございます。 

山本議員のご指摘のとおり、双民館には資

料展示室もありまして、常駐的な管理人の配

置が望ましいというのは私も思っているとこ

ろでございますけれども、利用頻度等を総合

的に勘案しまして、今年度は農業担当による
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対応と、単発的な雇用による対応とすること

になったというのが現状でございます。地域

の拠点化としての機能、それから双珠別地区

との兼ね合いもあるんですけれども、現状、

総合的に判断した中ではその視点には至って

いなくて、現状の中での判断がこういった対

応となってしまったということであります。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 今の件は執行方針質

疑か予算で議論していきたいと思いますので、

分かりました。１点、室長にお聞きしたいん

ですけれども、非公共伐採と立木販売の伐採、

切り替えて立木販売の伐採にしたということ

ですが、これは非公共伐採のほうが率という

か、望ましいんですか。期間が開いてしまう

のでそっちに切り替えたということですけれ

ども、１番良いのは公共造林で、最初にお金

がついていいんだと思うんですけど、この公

共造林、非公共造林、立木販売の順番で行く

と公共造林が一番効率がいいというか、利益

が出るのか、もう一度説明してください。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 山本議員の

ご質問にお答えします。まず、公共造林です

けれども、これについては当初、間伐しても

売れない山ということで切り捨てのようなも

のが多分主体だったんだろうと思います。そ

れで、TPPについては先ほども申しましたけれ

ども、できた丸太は使いなさいということで

す。私の考えでは、基本的に大きくなった木、

使える木は木代金から事業費を差し引いて村

に収入が入る方が山づくりのためには基本か

なと思っております。どうしても木代金より

も事業費がかかるので補助金をかけて切ると。

立木販売になれば木代金のほうが上だから余

計な支出をしなくても村に収入が入ってくる

ということなので、私としてはできれば立木

販売であれば補助金をもらわず、木代金だけ

で整備ができると。単費も支出しなくていい

ということで、これができれば一番いいのか

なと思っております。 

 平成30年度は公共造林が非常に厳しかった

ので、特に地方自治体にはよく付かなかった

んですが、TPPについては出てきた丸太を使い

なさいということで、その次としては山に投

げない分だけで、それは村のお金にもなりま

すのでいいんだろうと。支出と収入を兼ね備

えると立木販売でやるのが一番なのかなと私

は思っております。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 43ページの山本議

員の質問と関連して、季節労働者の雇用対策

保育工事費、残念ながら400万減額したという

ことであります。400万については政策予算で、

当時失業保険が改悪されて、雇用保険に変わ

った時に大幅に失業給付金が削減されました。

それをかばうために何とか当時、林業や建設

関係で働く人たちがほとんど夏場だけの仕事

で、冬期になれば雇用保険をもらうと、失業

保険をもらうということで生活をしていたわ

けですけれども、それが大幅に削減されて生

活ができないと。こういうことが続けば出稼

ぎに出ざるを得ない、この村を出なければ生

活できない、こういうことがあって勤労者企

業組合、中小企業組合法に基づく勤労者企業

組合を設立して、そこに出資金を出せば村で

政策予算として、そういった人たちに仕事を

失業保険が雇用保険に変わった時に、その差

額を、仕事を与えて支給するということでや

られた事業なんです。 

残念ながら、今はスキー場すら働く人がい
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なくなってきて、うちの村では冬期に遊んで

いる労働者がほとんどいなくなっているとい

う産業構造の変化に伴って、そういったこと

がうちの村では圧倒的に少なくなってきたと

いう経緯があるわけです。このへんについて

は、基本的には勤労者企業組合をなくしては

だめだと思っていたんですけれども、それぞ

れ関わっている人たちの中で議論して、企業

組合をなくしていくと。ある場合は税金も納

めなければならないものですからなくしたと

いう経緯であります。 

ただ、日本の景気がこういう状況で続くと

は思えません。政策予算というのは常に一定

程度用意しておいて、働く人たちの雇用や生

活を安定させていくためには必要な事業です。

このへんについては、うちの村は長年の歴史

がありますから、当然、企業組合がなくなっ

たから全く知りませんよということではなく

て、景気が大幅に変わって今のような状況に

ならなくなった時には、いずれこういったも

のが復活していくという考え方をもう一方で

きちんと持たなければ、こういったことをや

りませんと、400万円を削ったということでは

ないと理解します。そのへんの考え方につい

て、室長に聞くのも申し訳ないんですけれど

も、村長の考え方があれば、伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 季節労働者対策にか

かわる保育工事は議員のご指摘のとおり、政

策予算ということで既に30余年の歴史を持つ

政策予算でございます。残念ながら、労働環

境、季節雇用の方々の冬期就労、それから当

時は農業者の冬期就労も含めてさまざまな

方々の就労の収入補てんと言いますか、働く

ことによる収入の確保の役割を果たしてきた

ということは私も承知しております。そうい

った意味では、占冠村におけるそういった環

境が出た時においては、村としてきちんと対

応する政策だと位置づけておりますので、そ

ういった状況を把握しながら今後も対処して

まいりたいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 32ページ、15款、道

支出金の２項、道補助金、４目、農林業費道

補助金の２節、林業補助金の未来へつなぐ森

づくり推進事業補助金77万円の減額、それに

関連して43ページ、６款、２項、林業費の19

節、負担金、補助及び交付金の未来へつなぐ

森づくり推進事業補助金の105万１千円の減額。

これらの関連性を説明願います。 

 それから、38ページ、歳出で２款、１項、

７目、企画費の14節、使用料及び賃借料の中

のお試し住宅使用料30万円の減額ですね。こ

れは使用料が少なかったということだと思い

ますけれども、何件を目標にして、何件使わ

なかったかという内容説明をお願いします。 

 40ページ、３款、１項、社会福祉費、１目、

社会福祉総務費の13節、委託料、地域福祉計

画策定支援業務委託料170万くらいの減額です

けれども、これはまだ策定中だと思うんです

けれども、この委託料が減額になるというこ

とはどういうことなのか、説明をお願いいた

します。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 大谷議員の

ご質問にお答えいたします。32ページ、農林

業補助金の未来へつなぐ森づくり推進事業で

すけれども、これは伐採した後に木を植えな

い未立木地、木を生やさない山が全道的に多

くなって、これを解消するために、木を植え
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てもらうために作った道の事業なんですね。

これについては森林組合が事業主体としてや

っています。最初に77万円の道補助金の減額

ですけれども、これについては当初の予定よ

りも77万円減額だということで、森林組合か

ら来たのでこれを道に申請して減額してきま

した。なおかつ、43ページの支出については

事業を進めた結果、結局これだけ植え付け面

積が減ったので減額するということで、事業

の実施結果であります。以上です。 

○議長（相川繁治君） 企画商工課長、三浦

康幸。 

○企画商工課長（三浦康幸君） 大谷議員の

ご質問にお答えいたします。議案書38ページ、

２款、１項、７目、企画費の14節、使用料、

この中のお試し住宅の使用料減額の理由とい

うことでございます。旧雇用促進住宅、そら

リズムの１室を活用できないかということで

予算付けさせていただきました。そらリズム

の所有企業と協議させていただきまして、村

の地域貢献のために家賃については無料で提

供していただき、30万円は使わなかったとい

う状況でございます。以上でございます。 

○議長（相川繁治君） 住民課長、小尾雅彦

君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 40ページの３款、

１項、１目、社会福祉総務費の13節、委託料、

地域福祉計画策定支援業務委託料173万７千円

の減額内容ですが、地域福祉計画自体は福祉

で発注しておりまして、計画書ができており

ます。173万７千円分につきましては、その下

位の計画になる、先般議員の皆様にもご説明

させていただきました自殺対策の計画を自前

で作成したことによりまして、経費について

はこの科目で一緒に見ていましたので減額と

なりました。 

併せて歳入の32ページになりますが、15款、

２項、３目の衛生費道補助金、北海道地域自

殺対策緊急強化推進事業補助金、これが当初

計画で332万２千円を計上していたわけですが、

福祉計画と自殺計画を同時に計画策定して委

託発注した場合に採択になるということで、

収入を見込んでいたわけですけれども、自前

で作成したことによりまして、福祉計画策定

分だけでは採択にならず、歳入で見ていた経

費が減額されるという関連性がございます。

以上でございます。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 38ページのお試し住

宅使用料、そらリズムは分かりましたが、ち

ょっと暮らしも行っていますね。これは駅前

の楓でやっていると聞いておりますけれども、

これに関しては何名くらいの利用があったか

だけ、関連として説明願います。 

○議長（相川繁治君） 企画商工課長、三浦

康幸君。 

○企画商工課長（三浦康幸君） 正確な数字

につきましては少々お時間をいただいて、回

答させていただきたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ありません

か。 

７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 33ページの16款、財

産収入の関係で、財産貸付収入で50万６千円

の中で民間賃貸共同住宅等の貸付料が34万の

減と、村営住宅給湯器の貸付料が16万６千円

の減ということで、中身について、何件でい

くら、給湯器だったらいくらという具体的な

ことを教えていただきたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 建設課長、小林昌弘

君。 

○建設課長（小林昌弘君） 佐野議員のご質

問にお答えいたします。33ページ、16款、１

項、１目、財産貸付収入の中の民間賃貸共同
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住宅貸付料の34万円の減額からご説明申し上

げます。上トマムにありますノースセラトマ

ムの住宅でございまして、７月27日に１戸入

居していたんですけれども、退去されたこと

によりまして８月から３月分の貸付料につい

て減額しているものでございます。１か月に

つきまして４万2500円の８か月ということで

34万円の減額となってございます。 

 その下の村営住宅等給湯器貸付料でござい

ます。当初予算で30万円を見込んでおりまし

たけれども、実際、現在貸付けを行っている

件数が４件ということでございます。１か月

あたりの貸付料につきましては、５千円とい

うことでございます。ただし、月の途中でな

ればその分は日割りの計算ということになっ

ております。今回、４件ということで減額の

予算計上となっております。以上です。 

○議長（相川繁治君） 企画商工課長、三浦

康幸君。 

○企画商工課長（三浦康幸君） ちょっと暮

らしの平成30年度の実績でございますが、９

組13名、述べ235日がちょっと暮らしの実績で

す。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終わります。 

 これから議案第７号、平成30年度占冠村一

般会計補正予算、第４号の件を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号は原案のとおり可

決しました。 

議案第８号、平成30年度占冠村国民健康保

険事業特別会計補正予算、第４号についての

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終わります。 

 これから議案第８号、平成30年度占冠村国

民健康保険事業特別会計補正予算、第４号の

件を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号は原案のとおり可

決しました。 

議案第９号、平成30年度占冠村簡易水道事

業特別会計補正予算、第３号についての質疑

を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終わります。 

 これから議案第９号、平成30年度占冠村簡

易水道事業特別会計補正予算、第３号の件を
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採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号は原案のとおり可

決しました。 

議案第10号、平成30年度占冠村公共下水道

事業特別会計補正予算、第３号についての質

疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終わります。 

 これから議案第10号、平成30年度占冠村公

共下水道事業特別会計補正予算、第３号の件

を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第10号は原案のとおり可

決しました。 

議案第11号、平成30年度占冠村介護保険特

別会計補正予算、第３号についての質疑を行

います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終わります。 

 これから議案第11号、平成30年度占冠村介

護保険特別会計補正予算、第３号の件を採決

します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第11号は原案のとおり可

決しました。 

議案第12号、平成30年度占冠村歯科診療所

事業特別会計補正予算、第２号についての質

疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終わります。 

 これから議案第12号、平成30年度占冠村歯

科診療所事業特別会計補正予算、第２号の件

を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第12号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎散会宣言 

○議長（相川繁治君） 以上で本日の日程は

全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。本日はこれ

で散会します。 

散会 午後３時05分 
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平成31年第１回占冠村議会定例会会議録（第２号） 

平成31年３月８日（金曜日） 

 

○議事日程 

  議長開議宣言（午前10時） 

日程第 １   平成 31 年度村政執行方針及び教育行政執行方針 

日程第 ２ 議案第 １号 財産の無償貸付について 

日程第 ３ 議案第 ２号 
占冠村職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する

条例を制定することについて 

日程第 ４ 議案第 ３号 
占冠村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ５ 議案第 ４号 
占冠村保健事業検診受診料徴収条例の一部を改正する条例を

制定することについて 

日程第 ６ 議案第 ５号 
占冠村一般廃棄物処理施設の技術管理者の資格に関する条例

の一部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ７ 議案第 ６号 

占冠村簡易水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理

者に関する条例の一部を改正する条例を制定することについ

て 

日程第 ８ 議案第 13 号 平成 31 年度占冠村一般会計予算 

日程第 ９ 議案第 14 号 平成 31 年度占冠村国民健康保険事業特別会計予算 

日程第 10 議案第 15 号 平成 31 年度村立診療所特別会計予算 

日程第 11 議案第 16 号 平成 31 年度占冠村簡易水道事業特別会計予算 

日程第 12 議案第 17 号 平成 31 年度占冠村公共下水道事業特別会計予算 

日程第 13 議案第 18 号 平成 31 年度占冠村介護保険特別会計予算 

日程第 14 議案第 19 号 平成 31 年度占冠村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 15 議案第 20 号 平成 31 年度占冠村歯科診療所事業特別会計予算 
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開会 午前10時 

 

◎開議宣言 

○議長（相川繁治君） 皆さん、おはようご

ざいます。ただいまの出席議員は７人です。

定足数に達しておりますので、これから本日

の会議を開きます。 

 

◎議事日程 

○議長（相川繁治君） 本日の議事日程は、

あらかじめ、お手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 村政執行方針 

○議長（相川繁治君） 村長から平成31年度

村政執行方針についての説明を求めます。 

 村長。 

○村長（田中正治君） 平成 31 年度執行方針

について申し上げます。お手元の資料１ペー

ジからになります。 

Ⅰ、はじめに。平成 31 年第１回占冠村議会

定例会の開会にあたり、村政執行に対する基

本的な考えを申し上げます。最初に、昨年は

全国的に地震や台風、大雨など自然災害が多

く発生し、中でも９月６日に発生した北海道

胆振東部地震は、震度７を観測する全道的な

災害となり、被災された皆様には心よりお見

舞い申し上げます。 

本村においては、災害に対する危機意識の

高まりの中、本通・千歳・宮下行政区、トマ

ム町内会において、住民自らの企画による防

災訓練が行われました。住民が主体となって

地域の安全を守るという村づくりに対する熱

い思いが強く感じられる取組に深く感謝申し

上げます。 

占冠村長に就任し２年目を迎え、村民の皆

様のご期待に十分応えきれていないのではと

の不安を常に感じておりますが、さまざまな

機会を通じて皆様からのご意見やご助言をお

伺いし、現状が少しでも良い方向へ向かうよ

う意識しながら、着実に各種の施策を前進さ

せていくことが、自分に課せられた職責であ

ると考えております。 

 国においては、一億総活躍社会の実現に向

けて、「希望を生み出す強い経済」、「夢をつむ

ぐ子育て支援」、「安心につながる社会保障」

からなる「新・三本の矢」を一体的に推進し、

成長と分配の好循環を図るものとしておりま

す。しかし、本村のような中山間地域におい

ては、これらの経済財政政策の成果が実感で

きない状況にあると感じています。 

こうした中、本年 10 月に予定されている消

費税率の引き上げや、経済に対する影響緩和

のための施策が行われようとしており、村政

運営にも大きな影響があるものと予想されま

すので、今後も動向を注視していかなければ

ならないと考えております。 

本村においては、「占冠村まち・ひと・しご

と創生総合戦略」を策定し、基本目標を定め、

地方創生推進交付金を活用した人口減少対策

等を図る事業展開を行ってきました。 

今年度は、これらの成果等を含めた総括を

行う中から、本村にとってより良い方向性を

示し、今後の事業推進を図ってまいります。 

また、村有リゾート施設の売却については、

合意した内容で順調に処理しております。ク

ラブメッド北海道トマムがリゾート施設の運

営に参加し、星野リゾート トマムとの相乗

効果により更なる活気を与えたことは、本村

にとっても内外にアピールできる良い材料の

一つであり、今後における地域経済との融合

に結びつけたいと考えております。 

集客力が大きくなった一方で、水資源やゴ

ミ処理、救急医療問題などさまざまな課題も

抱えており、事業者とは定期的な協議を行い
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ながら、解決に向け努力してまいります。 

こうした中、国の予算配分においては、景

気対策や高齢化に伴う社会保障費の増加のほ

か、幼児教育の無償化などにより、一般会計

は７年連続で過去最大を更新しました。地方

交付税は地方税の増収を見込み、７年ぶりの

増額となっておりますが、本村への影響が判

断しづらい状況にあります。厳しい現状の中、

必要なところへは予算配分し、効率化を図り

つつ財政の健全化を保ってまいります。 

Ⅱ、村政執行の基本方針。村政執行の基本

政策として、大きく３本の公約を掲げさせて

いただき、実現のため鋭意努力を継続してい

るところであります。行政推進には、課題解

決のための継続性と現状把握による見直し、

情報発信が必要であり、これらのことを念頭

に今後も職務に励んでまいる所存であります。 

占冠村が大きな可能性を秘めた地域として

発展していくために、将来を見据えた中で政

策の前進を図ることが、結果的にめざす姿に

近づくことにつながるものと考えています。 

村政執行の基本姿勢として、次の事項を柱

として進めてまいりますので、ご理解とご協

力をお願いいたします。 

１、持続可能な地域づくり。本村の特性を

活かした地域づくりを進める上で、農業、林

業、観光の基幹産業を中心として、経済循環

が図られる取組が必要であるとの思いに変わ

りはありません。 

基本となる農林業においては、農業に新た

な芽が育ってきていると考えており、従来か

らの高齢化や後継者問題、新規就農といった

課題について、新たな可能性が生まれつつあ

る中、この動きを止めないように必要な支援

を行ってまいります。 

林業では、これまで進めてきた六次産業化

の取組の継続と、課題としてきた事業体の育

成支援について、状況を精査し、より前進で

きる体制となるよう取り進めます。また、森

林資源の多くを保有する国有林との連携は必

要不可欠であり、森林整備推進協定の締結を

検討してまいります。 

観光では、トマムリゾートが順調に推移し

ていることで、インバウンド（訪日外国人旅

行者）をはじめとした観光客の増加が見込め

る状況が生まれており、それに伴う経済活動

を地域経済とうまく融合させる取組が求めら

れます。あわせて、従業員等の移住、定住の

推進と地域コミュニティ環境の整備など集落

対策も進めてまいります。 

持続可能な地域づくりを達成するため、経

済循環を高めていくことは簡単ではないと思

いますが、地域資源を活用した地域の雇用創

出と消費拡大など、可能な取組や支援を継続

してまいります。 

２、安全で安心な暮らしを守る基盤づくり。

地域医療の充実や福祉施策の拡充、高齢社会

が進む中での介護支援、急病に対応できる救

急医療、地域交通体系の確保と拡充など、村

民が安心して暮らすための基盤は、いつでも

誰もが享受できる体制が理想であると考えて

おります。今後もこの理想に向けて住民ニー

ズに即した行政サービスができるよう努めて

まいります。 

北海道胆振東部地震にみられるように、い

つ、どこで、どのような災害が発生するかわ

からない現状において、あらゆる災害を想定

した防災対策を進めてまいります。 

また、日常生活の中で地域づくりを進める

活動として、地域協働ボランティア活動が定

着し、地域力を高め、人々が地域で支え合う

社会づくりが進んでいます。これらの活動に

対し、今後も必要な支援をしてまいります。 

 ３、未来を託す子どもの環境づくり。次代
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を担う子どもたちが、元気で健全に育つ環境

をつくることは、地域としての責任であると

考えております。 

子どもたちがいるところには、人が集まり

活気が溢れます。少子化が社会問題となって

いる中、医療費助成や周産期医療、母子保健

など、総合的に乳幼児から中等教育までの子

育てを支援する環境整備が必要と考えており、

将来に向けて子育てのイメージが描けるよう

進めてまいります。 

 今年度は、占冠保育所の建設を予定してお

り、子育て環境のより良い進展を図ってまい

ります。また、女性が社会活動に参加しやす

くするための子育て応援事業（１歳児預か

り）を継続し、将来は０歳児保育をめざした

いと考えています。 

学校教育においては、ICT 教育の充実や公

設塾の継続など、占冠村の特色ある教育を継

続し、村で教育を受けたいと思える教育環境

づくりをめざします。子どもたちが成長する

過程で、国際感覚を養う教育や平和の尊さを

学べる教育も引き続き進めてまいります。 

Ⅲ、主な施策。第１、持続可能な地域づく

り。１、未来を拓く村政。(1)総合計画。今年

度は、新たに策定された第５次総合計画の初

年度にあたります。本村の最上位の計画であ

る本計画に基づき、村民が住み続けたいと思

える村づくりをめざし、各種の施策を推進し

てまいります。 

(2)保育所建設。占冠保育所新築工事につい

ては、構造材や仕上げ材に村有林材を活用し、

温もりのある施設を建設します。暖房には村

の間伐材を活用する薪ボイラーを導入し、木

質エネルギーの地産地消を図ってまいります。 

また、子育て世代への支援や保育ニーズの

多様化に応えるため、子育て世代包括支援セ

ンター機能をもつ交流スペースを併設できる

新しい保育所を整備してまいります。 

(3)集落対策。新たに集落支援員を配置し、

村民の皆様と中央・占冠・双珠別、そしてト

マム地区の地域特性を活かした集落対策方針

及び計画の再点検に取り組みます。 

また、トマム地域カフェやトマム給油所へ

の支援を継続し、村民の皆様とともに考え、

行動する協働の村づくりを進めます。 

(4)地方創生。「占冠村まち・ひと・しごと

創生総合戦略」で設定した数値目標や、重要

業績評価指標（KPI）の達成に向け、各種施策

を推進しながら地方創生推進交付金を活用し、

地域の特徴を活かした地域づくりを継続して

まいります。また、地域課題の解決に向け、

次期戦略の策定についても随時準備を進めて

まいります。 

２、経済循環が図られる基幹産業の振興。

(1)農業。環太平洋パートナーシップ協定

（TPP11 協定）、日ＥＵ経済連携協定（日 EU・

EPA 協定）の発効など、農業を取り巻く環境

は変革期を迎えています。 

本村では、農家戸数の減少や農業従事者の

高齢化などの課題を抱える中、新規就農者や

Ｕターン者の就農により多様な農畜産物の生

産にも期待が寄せられています。国内政策を

十分検討するとともに、地域の実情にあった

農業政策により農業経営の安定化を進めてま

いります。 

①酪農・畜産。畜産経営安定化事業の延長

など、酪農・畜産経営者の経営安定化を図る

ための支援施策を継続してまいります。 

今年度、北海道が事業主体となる道営草地

畜産基盤整備事業の調査設計が開始されます。

哺育・育成センター整備のほか、串内牧場及

び村内でも草地整備が計画されており、良質

な粗飼料生産、作業効率の向上、労働負担の

軽減が期待されることから、本事業を推進し
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てまいります。 

②畑作振興。農業振興事業により、施設整

備等を希望する農業者への支援を継続してま

いります。エゾシカ、ヒグマ、そして近年で

はアライグマによる農作物被害が深刻な状況

となっていることから、鳥獣被害防止総合対

策事業等を継続するとともに、アライグマ捕

獲専用の箱ワナを試験的に導入し、その効果

と今後の対応について検討してまいります。 

また、農業経営研究会が取り組む農産物の

消費拡大イベント（収穫祭・夕市・村外での

野菜販売）や直売所の取組を支援してまいり

ます。 

③担い手対策。昨年度、２戸３名の新規就

農者を受け入れることができました。 

近年は、Ｕターン者が親元で就農するなど、

地域を支える人材が増えつつあります。農業

振興事業や新規就農者等支援対策事業のほか、

農業次世代人材投資事業などを活用し、経営

安定化に向けた支援を継続してまいります。 

(2)林業。森林が持つ多面的機能を発揮する

ため、主伐・植栽・除間伐といった森林資源

の循環サイクルの構築による持続可能な森林

整備を進めてまいります。さらに、森林から

生産される木材など森の恵みの有効活用や、

付加価値を高め雇用の創出をめざす林業に取

り組みます。 

 ①村有林の管理・経営。今年度は、新しい

森林整備計画（５年ごとに作成する 10 年計

画）の初年度にあたります。森林整備計画で

は、森林の持つ公益的機能の維持のほか、主

に木材生産に取り組む区域を設定し、高齢級

人工林の若返りのための主伐・再造林を進め

ます。また、若齢人工林の下刈や除間伐など

計画的に森林整備を実施いたします。 

天然林においても、老齢過熟木や更新障害

木の多い林分の伐採などによる林内環境の適

正な管理と搬出される木材の活用方法につい

て検討してまいります。森林整備に必要な路

網整備についても引き続き実施してまいりま

す。 

昨年、恵庭市において狩猟による死亡事故

が発生しました。引き続き猟区の管理に万全

を期すとともに、捕獲技術安全講習会を開催

し、狩猟・有害駆除における安全・安心の確

保に努めます。 

 ②私有林の育成支援。私有林の山づくりに

ついては、富良野地区森林組合と連携した支

援を継続するとともに、森林所有者の負担軽

減を図るため「民有林振興造林事業」や「森

づくり推進事業」を引き続き実施してまいり

ます。 

また、今年度に創設される森林環境譲与税

を活用し、植栽後に森林整備が行われていな

い人工林を対象とした現況の把握と所有者の

意向調査を実施し、私有林の山づくりにつな

げていきたいと考えております。今後におい

ても、森林環境譲与税を有効に活用できるよ

う関係機関などと協議を進めてまいります。 

 ③林業事業体への支援。全道的に林業事業

体の人材不足と高齢化が問題となっており、

占冠村も同様に森林整備の担い手を確保する

ことが大きな課題となっています。課題解決

に向け、林業事業体への補助及び融資制度の

活用や事業量の確保について、富良野地区森

林組合と連携しながら進めてまいります。 

また、林業従事者の人材育成事業や就労条

件整備を図るため、各種福利厚生事業を引き

続き実施してまいります。 

④国有林との連携。本村の森林の 90％を占

める国有林との連携は、林業・林産業の発展

にとって重要です。今年度は上川南部森林管

理署と森林整備推進協定を締結し、施業団地

の形成や共同土場の設置など、民国連携によ
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る山づくりの検討を進めます。 

⑤林業の六次産業化。木材のみならずエゾ

シカ・薪・メープルシロップなど森の恵みを

生産から加工、販売まで一体的に扱うことに

より付加価値を高め、森林へ還元するシステ

ムの構築と林業六次産業化の取組を支援して

まいります。また、ニニウ地区村有林におい

て、イタヤカエデの植林によるメープルの森

を造成し、将来の原料確保の取組を進めます。 

(3)商工・観光・労働。①商工振興。村商工

会と連携しながら、地域企業振興条例及び活

力あるむらづくり対策条例の各種支援事業、

融資に対する利子補給制度などを積極的に活

用し、商工振興を進めてまいります。 

 ②トマムリゾート。トマムリゾートは、夏

季の雲海テラスや冬季のアイスヴィレッジな

どの好調な集客、そして、平成 29 年度のクラ

ブメッド北海道トマムの開業により、インバ

ウンドを含め観光入込が増加しています。今

後もリゾートとの定期協議などを通して各社

や関係機関との連携を進め、リゾートの振興

を推進してまいります。 

 ③道の駅。インバウンドをはじめ好調な入

込数を確保しております。今後も富良野・美

瑛など道内有名観光地への要衝としての役割

を担えるよう、ＮＰＯ法人占冠・村づくり観

光協会等と連携し、情報提供の充実、イメー

ジキャラクターを活用した商品開発など、各

種の満足度向上に資する施策を進めてまいり

ます。 

④湯の沢温泉。指定管理者の努力もあり、

年ごとに宿泊客数も増加してきております。

湯の沢温泉の優れた泉質は、村民の憩いと健

康維持にも資する貴重な財産です。今後も、

指定管理者と協議しながら、必要な設備の更

新及び改修を行うとともに、利用促進に資す

る各種の施策を推進してまいります。 

⑤体験型観光の推進。豊かな森林、赤岩青

巌峡や鵡川、そして多様な動植物など、占冠

村の森の恵みや自然環境を活用し、ＮＰＯ法

人占冠・村づくり観光協会等と協力しながら、

年間を通じた体験型観光を推進してまいりま

す。 

⑥ニニウキャンプ場。ニニウキャンプ場の

利用者数は、指定管理者が主催するイベント

の実施などにより増加傾向にあります。今年

度も施設内の整備を行い、利用者の確保に努

めます。また、ニニウ地区の水源については、

昨年度、量水器を設置して使用量調査を実施

いたしました。今年度においても引き続き調

査を行い、給水施設等の方向性を決定してま

いります。 

 ⑦労働。地域企業振興条例に定める人材育

成事業等を活用し、村内企業の人材育成を進

めるとともに、雇用支援事業等を活用し、村

内の労働者の正規雇用化を推進してまいりま

す。また、労働相談員を配置し、関係機関と

連携を図りながら労働相談体制を確保してま

いります。 

(4)新エネルギーの推進。地域材利用推進方

針や公共施設等総合管理計画の基本方針に基

づき、今年度建設する占冠保育所に薪ボイラ

ーを導入いたします。また、林業六次産業化

の取組により地域資源を活用するなど、新エ

ネルギーの推進に向け先進事例の情報収集や

各種補助事業制度の把握に努めてまいります。 

 ３、地域特性を活かした集落対策、移住・

定住・関係人口の拡大。(1)移住・定住。具体

的な移住希望の相談が増加しており、継続し

て実施している成果が実を結んできておりま

す。引き続き地域の特性を活かしながら、村

外からの移住、関係人口拡大への取組、定住

政策を継続し、人口減少社会への対応を図っ

てまいります。トマム地区においては、クラ
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イミング体験や住民ワークショップなどによ

り移住者等を地域へ受入れるための体制づく

りを進めてまいります。 

(2)しむかっぷ・村づくり寄附金。昨年度と

比較すると寄附金額は減少いたしましたが、

新たに返礼品を追加し、好評をいただいてお

ります。今年度も新たな返礼品の検討を進め、

引き続き占冠村のＰＲと農林業、観光振興を

図ってまいります。 

第２、安全で安心な暮らしを守る基盤づく

り。１、暮らしの基盤づくり。(1)道路改築。

村道の改良・整備は、村道トマム南１線の改

良舗装工事を実施いたします。また、村道双

珠別線の側溝整備を行い、村道の改良・整備

を進め、安全で円滑な交通の確保に努めてま

いります。 

(2)村営住宅。例年、社会資本整備総合交付

金を活用した住宅整備を進めておりますが、

今年度は川添団地（１棟４戸）解体工事、第

２美園団地（２棟４戸）の玄関ポーチ柱改修

工事を実施してまいります。 

村営住宅の修繕は、状況を確認し実施して

おりますが、引き続き入居者からの要望に適

宜対応してまいります。  

(3)上下水道。簡易水道事業は、水道施設整

備国庫補助事業を継続し、今年度は、占冠浄

水場機械電気更新工事を実施いたします。 

適切な維持管理を行い、安全で安心、安定

した水道水の供給に努めてまいります。個別

排水処理施設整備事業は、下水道処理区域外

における快適な生活環境保持のため、合併浄

化槽３基を設置いたします。 

(4)環境衛生。今年度は、最終処分場整備に

向け、生活環境影響調査、最終処分場基本計

画、基本設計等を実施いたします。 

一般ごみの中に食べ残しや未開封と思われ

る食品、資源ごみの混入が多く見られること

から、ごみの分別マニュアルの作成、村広報

やホームページなどで周知を行いごみの抑

制・減量化を推進してまいります。 

(5)地域交通。村営バストマム線の車両は、

老朽化により維持修繕費が年々増加している

ことから更新をいたします。予約型乗合タク

シーは、今年度より受付・運行時間を８時か

ら 17 時 30 分までに延長し、運用してまいり

ます。 

また、上トマムから村営バス富良野線への

接続車両を週１回運行し、上トマムから富良

野方向への通院等の交通手段の確保に努める

とともに、地域の交通機関についての情報提

供を行ってまいります。 

(6)地域協働への取組。ボランティア団体等

による住民の自主的な地域活動が求められて

います。住民活動推進事業の活用などを通し

てそれらの活動を支援しながら、安心して健

やかに暮らせる村づくりをめざしてまいりま

す。 

 また、有償ボランティア団体「ファミリー

サポートセンター・しむかっぷ」は、地域で

の困りごとを解決するとともに社会参加でき

る場として、更には自らの健康維持にもつな

がることから、引き続き事業の補助を行って

まいります。 

(7)防災対策。平成 30 年９月に発生した北

海道胆振東部地震では、隣接するむかわ町、

厚真町、安平町において甚大な被害が生じ、

あわせて北海道全域で長時間の停電となりま

した。 

この災害を教訓に、これまでの備えだけで

はなく、新たな対応も求められることから、

防災力、減災力の強化を図るため、引き続き

自主防災組織の設置支援と備蓄物資の計画的

な整備、各避難所への分散備蓄を実施してま

いります。 
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 また、今年度において「占冠村ハザードマ

ップ」及び「占冠村防災ハンドブック」を更

新いたします。村民の安全と減災に向けた防

災意識の啓発を行うとともに、災害時行動の

再確認を行い、「自助・共助・公助」による取

組を村民の皆様とともに進めてまいります。 

２、地域医療の充実と住民ニーズに即した

福祉施策。(1)高齢者福祉。高齢者の方が、

住み慣れたこの村で可能な限り自立した日常

生活を営むことができるよう「地域包括ケア

システム」を推進してまいります。 

また、地域支援事業として昨年度から中央

地区・占冠地区・トマム地区・双珠別地区の

４か所で「手しごとカフェ」を実施しており

ます。引き続き地域住民が集う場の充実に努

めてまいります。 

小規模多機能型居宅介護施設は、村唯一の

介護施設であることから、占冠村社会福祉協

議会と連携を密にして、持続可能な施設運営

に努め、地域に密着した在宅介護サービスの

提供を行ってまいります。 

(2)障がい者福祉。「第２期障がい者計画」

に基づき、「一人ひとりが尊重され、安心して

暮らすことのできるむら」を基本理念として、

誰もが暮らしやすい村づくりを推進してまい

ります。 

支援等につきましては、サービスの利用促

進を図るため、人工透析患者の通院支援や障

がい者（児）通所等に係る交通費助成、福祉

ハイヤー乗車券給付等の村独自サービスを継

続してまいります。 

(3)地域福祉。支援を必要とするあらゆる村

民の皆様に対して、助け合い、支え合いがで

きている地域として、福祉意識の高揚を図る

ことが重要であります。このため、福祉分野

の上位計画として位置づけられた「占冠村第

１期地域福祉計画」に基づき、包括的な支援

を推進することで、より適切な支援やサービ

スを提供する仕組みの構築と、村民・団体・

事業者、社会福祉協議会等が連携し、心通い

合う地域福祉の実現に向けて取り組んでまい

ります。 

(4)保健・医療。地域住民が自らの健康と健

全な生活を維持していくために、保健師や栄

養士が健康維持と生活改善に向け、個人・家

族・地域に直接かつ適切な保健指導を積極的

に行ってまいります。 

国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業

並びに医療機関と連携し、各種検診や保健指

導等を継続して実施いたします。 

母子保健に関しては、妊産婦一般健康診査

に加え、昨年度より事業開始した妊産婦安心

出産支援事業の助成継続、助産師と保健師の

個別訪問などを行い、妊産婦から乳幼児に対

する切れ目のない母子保健対策を推進してま

いります。 

子育て支援策では、医療費の無償化を継続

し、保護者の負担軽減を図ってまいります。

国民健康保険事業については、昨年度より運

営主体が市町村から都道府県に移行しており

ます。今年度も医療費の適正化に向けた健康

づくりの取組や健康診査及び健全な事業運営、

並びに保険税の負担を軽減する対策を検討し

てまいります。 

村立診療所・歯科診療所については、村民

の皆様の健康維持のため、福祉及び介護との

連携を深めながら、引き続き運営の充実に努

めてまいります。 

第３、未来を託す子どもの環境づくり。１、

子育て支援環境の整備。現在実施している子

育て相談を更に充実するため、2020 年度の設

置をめざし、子育て世代包括支援センター開

設の準備を進めてまいります。 

国が行う保育料の無償化に合わせ、保育料
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の見直しを行うとともに、保育士の研修会等

への参加や、療育支援活動を継続してまいり

ます。 

女性の社会進出を子育て面からサポートす

るため、一時預かりや延長保育、放課後学童

クラブなど各種施策についてサービス水準を

維持し実施してまいります。 

２、多様化する教育環境に対応した体制整

備。多様な社会環境に対応できる力を育み、

学ぶ意欲を引き出すための体制整備として、

社会教育活動への支援、村内全校への電子黒

板の配置などＩＣＴ環境の整備充実及び「公

設塾ステップアップサポートゼミ」の継続な

ど、教育委員会と連携し、魅力ある教育環境

整備に取り組んでまいります。 

３、特色ある教育。本村では、1989 年から

国際化に対応する人材教育の一環として、ア

スペン市との中学生短期交換留学を実施して

います。 

また、平和の村宣言を具現化する取組とし

て平和体験学習が実施されています。あわせ

て、すべての学校がコミュニティ・スクール

として活動していることから、地域資源を活

用し、村の魅力を発見していく教育を展開す

るため、今後も支援を継続してまいります。 

また、2021 年にアスペン市との姉妹都市提

携 30 周年を迎えることから、記念事業に向け

た検討も進めてまいります。 

Ⅳ、行財政の概要。１、行財政の運営。持

続可能な地域づくりを進めるため、事務事業

の効率化の推進、職員の意識改革や政策形成

能力の向上など、高度化、多様化する住民ニ

ーズに対応できる能力を備えていかなければ

なりません。 

 昨年度、役場組織機構を見直しましたが、

常に住民にとってわかりやすく、住民サービ

スの向上が図られる効率的な組織機構をめざ

し、適正な人員を確保してまいります。専門

的知識や技術、資格、経験を要する業務等に

ついては、会計年度任用職員制度の活用を検

討するとともに、臨時的任用職員、嘱託職員

等の任用方法の見直しを図ります。 

 財政面においても、現下の厳しい財政状況

を踏まえ、計画的かつ効率的に事業を推進し、

村税の収納率向上、村有財産の適切な運用な

ど、多様な手法により自主財源の確保を積極

的に図るとともに、経常経費の節減に努めて

まいります。 

 また、占冠村総合計画を基本とした「財政

推計」が平成 31 年度で終期を迎えることか

ら、新たな「財政推計」を策定し、引き続き

「歳入に見合った歳出」を基本として、必要

な事業については、確実に実施しながら、持

続可能な財政運営を進めてまいります。 

２、平成 31 年度の一般会計、特別会計の

概要。平成 31 年度占冠村一般会計及び各特別

会計予算案の概要を申し上げます。提案いた

します予算規模は、一般会計 29 億 5900 万円、

国民健康保険事業特別会計１億 5200 万円、村

立診療所特別会 8700 万円、簡易水道事業特別

会計１億 1150 万円、公共下水道事業特別会計

１億 410 万円、介護保険特別会計１億 1090 万

円、後期高齢者医療特別会計 1780 万円、歯科

診療所事業特別会計 2100 万円、８会計合わせ

て 35億 6330 万円であります。 

 前年度と比較しますと、一般会計４億 3100

万円、17.05％、特別会計マイナス 1380 万円、

マイナス 2.23％、全会計では４億 1720 万円、

13.26％の増であり、全体で前年比 13.26％の

増額となっております。 

 本年度の予算編成の考え方としましては、

国の地方財政計画において、地方交付税の増

額が見込まれるものの、村税の増収に伴う、

基準財政収入額の増加による減額を見込み、
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地方交付税の総額は前年比マイナス 2.36％で

計上しております。 

歳出においては、歳入に見合った事業を選

択し、保育所建設事業を中心に特定財源を確

保しながら、新規普通建設事業等を抑制して

います。また、補助金等の財源不足を補うた

め、財政調整基金及び特定目的基金の繰入金

により、財源不足の補完を行っております。 

歳入の村税は、リゾート関連施設の新設、

売却による増加等により前年比 7.04％の増額

を予定しております。地方交付税は、普通交

付税が 2.80％の減額、特別交付税は前年比

1.69％増額で計上しております。 

繰入金は、財政調整基金で２億 1133 万３千

円、特定目的基金は 11 基金で２億 6554 万９

千円の繰入で 12.81％の増額計上としており

ます。 

村債は、村道、保育所建設事業などの過疎

対策事業債、防災関連事業などの緊急防災・

減災事業債等を計上し、前年比 220.65％の増

額となっています。 

歳出を性質別にみますと、人件費は 3.69％

の増額、物件費は 1.35％の減額、維持補修費

3.08％の増額、扶助費 0.33％の減額、補助費

等は 2.16％の減額となっております。 

公債費は、臨時財政対策債の償還が開始さ

れていることにより、4.22％増額、繰出金は、

介護保険、簡易水道事業、下水道事業特別会

計への繰出金が増加し、全体で 3.81％の増額

となっております。 

平成 30 年度末見込みの基金残高は、財政調

整基金７億 6775 万円、特定目的基金は６億

1323 万６千円を見込み、引き続き基金への積

立を図り、自主財源の確保に努めてまいりま

す。 

次に特別会計について、説明いたします。

今年度は、簡易水道事業、介護保険、歯科診

療所事業の３特別会計で増額となっています

が、その他特別会計は、減額となっています。 

特別会計においても、所要の経費の削減を

図りながら、基金への積立を行い、健全な事

業運営を進めてまいります。 

 Ⅴ、むすびに。以上、平成 31 年度の村政執

行にあたりまして、基本方針及び主な施策に

ついて申し上げました。日本が元気になるた

めには、地方創生が起爆剤になるとされ、さ

まざまな規制改革や権限移譲、行財政改革な

どが行われましたが、地方に暮らすものとし

て実感できる環境にはなっていないと感じて

います。 

しかし、自ら考え、提案することで地域を

発展させようとする取組みが全国で進められ

ています。本村においても将来目標を定め、

各種の取組を進めているところです。村民の

皆様と思いを共有しながら、今後も村づくり

を進めてまいりたいと考えております。 

新たな総合計画のもと、占冠村の向かう方

向を議会、村民の皆様とともに共有し、行政

運営を進めてまいります。 

 行政を進めるうえで役場の果たすべき役割

は重要であり、村民の皆様に信頼されるもの

でなければならないと考えます。村民に軸足

をおき、職員とともに頑張ってまいりますの

でよろしくお願いいたします。 

占冠村がこれまで培ってきた資源や財産を

受け継ぎ、守り育てていくことで、すべての

村民が報われる社会をめざし、「生まれて良か

った」、「育ってよかった」、「暮らしてよかっ

た」そして「住み続けたい」と思える村づく

りのため、これからも努力してまいります。 

 村議会議員の皆様並びに村民の皆様の、一

層のご理解とご協力を賜りますようお願い申

し上げ村政執行方針といたします。平成 31 年

３月７日、占冠村長、田中正治。 
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◎日程第１ 教育行政執行方針 

○議長（相川繁治君） 引き続き、教育長か

ら平成31年度教育行政執行方針についての説

明を求めます。 

教育長。 

○教育長（藤本 武君） ただいま議長のお

許しをいただきましたので平成31年度の教育

行政執行方針について申し上げます。１ペー

ジをお開きください。 

１、はじめに。平成31年第１回占冠村議会

定例会の開会にあたり、教育委員会所管行政

の執行に関する主要な方針について申し上げ

ます。 

人生100年時代の到来と言われる今、生涯に

わたって質の高い学びを重ね、新たな価値を

生み出し、輝き続ける力をどのように身に付

けていくか、教育のあるべき姿が大きく変わ

ろうとしています。 

 現在、我が国では、生産年齢人口の減少、

グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等

により、社会構造や雇用環境が急速に変化す

る時代を迎えています。また、あらゆるもの

がインターネットにつながる社会が一層進展

し、ビッグデータや人工知能(AI)の進化によ

り、現在人間が行っているさまざまな仕事が

機械により代替されるなど、世界を取り巻く

環境の変化も一層加速していくものと予想さ

れています。 

 こうした中で、全ての子どもたちが、自ら

の個性を発揮し、自信を持って自らの未来を

切り拓くためには、志や創造性を育み、主体

的な学びや多様な人々との協働を通じて、一

人ひとりの可能性やチャンスを最大化する事

を教育施策の中心に据えて取り組んでまいり

たいと考えております。 

 学校教育においては、「社会に開かれた教育

課程」の実現をめざした学習指導要領の改訂

等、戦後最大の改革期を迎え、学校教育を通

じてよりよい社会を創るという目標を学校・

地域が共有し、子どもたちが未来を切り拓く

ための資質や能力を身に付けることが求めら

れています。また、学校における働き方改革

等の今日取り組むべき課題についても適切に

対応するとともに、防犯や交通安全等の安全

教育を推進し、子どもたちの学習・生活の場

である学校施設の安全確保に努めてまいりま

す。 

 生涯学習の推進につきましては、村民一人

ひとりが生きがいと潤いのある人生を過ごす

ため、いかに時代が変化しようとも、生涯を

通じて自由に学習機会を選択して学び、その

成果を地域の発展や社会参加活動に生かすこ

とができる環境づくりを進めてまいります。

また、子どもたちの成長を支えていくため

に、学校・家庭・地域・行政が連携・協働す

る組織的・継続的な仕組みを、より一層充実

させてまいります。以下、今年度の主要な施

策について申し上げます。 

２、学校教育の充実。学校教育の充実につ

きましては、平成32年度から実施される新学

習指導要領を見据え、確かな学力と豊かな感

性に基づいた情操と道徳、たくましく生きる

ための健康や体力を備え、夢や希望をもち、

社会の変化に適切かつ主体的に対応できる児

童生徒の育成に努めてまいります。 

そのために、創意にあふれ特色ある教育課

程を創造し、小・中学校の緊密な連携のもと

に、各学校において総合力を結集した教育実

践を積み上げるとともに、より信頼され、よ

り開かれた学校づくりを推進してまいりま

す。 

また、次世代を担う子どもたちにとって必

要な「生きる力」を支える確かな学力・豊か
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な心・健やかな体の調和を図りながら、子ど

もたちの個性や可能性が発揮され、一人ひと

りを大切にした信頼される学校教育を推進す

るとともに、保育所・小学校・中学校と家

庭・地域が連携し、地域社会が一体となって

０歳から15歳までの子どもの育ちを支える教

育の連携を推進してまいります。 

学校施設の整備につきましては、児童生徒

が学ぶ意欲を高め、安全で心豊かな学校生活

を送ることができるように、引き続き教育環

境の整備を進めてまいります。 

(1)確かな学力の育成。「確かな学力」を育

む教育の推進につきましては、教職員の授業

力を向上させ、児童生徒に対する「わかる授

業」を実践するほか、小・中学校が連携して

取り組む授業の充実を図るとともに、新学習

指導要領を踏まえた小・中学校における「主

体的・対話的で深い学び」や「言語能力の確

実な育成」の実現のため、授業研究や校内研

究体制の充実・強化を推進します。 

小・中学校において、子どもが身に付ける

べき資質や能力を確実に育むため、児童生徒

の学力や学習状況の把握・分析を行いなが

ら、主体的学びを重視する義務教育９年間を

見通した一貫性のある授業改善を実現させる

とともに、小学校高学年教科担任制や中学校

教員による小学校への乗り入れ授業などを効

果的に実施し、小・中学校間の円滑な接続を

図ることにより学習環境の充実に努めてまい

ります。 

また、各学校に配置したICT機器を各教科等

の学習活動に活用し、児童生徒の情報活用能

力の育成に努めてまいります。 

英語教育については、各学校への英語指導

助手の派遣による生きた英語学習の環境づく

りを推進するとともに、教員の小・中学校へ

の乗り入れ授業の実施や授業モデルづくりの

実践を進め、小・中学校の一貫した学びを重

視した英語教育の一層の充実に努めます。 

(2)豊かな心の育成。豊かな心とは、美しい

ものに感動し、常に生きることの喜びと感謝

の気持ちに満ち、明るく、前向きに、たくま

しく生きようとする心であり、自分を大事に

すると同時に他者を思いやる心でもありま

す。 

 「豊かな心の育成」については、生命を尊

ぶとともに、してはならないことはしないと

いった倫理意識などの確立のため、学校生活

においても地域社会や家庭との緊密な連携を

取りながら総合学習や道徳の授業などで地域

教材を積極的に活用し、「ふるさと占冠」に自

信と誇りをもつことができる児童生徒を育成

してまいります。 

 また、学校不適応や不登校児童生徒、問題

行動などへの対応のためスクールカウンセラ

ー等、専門家による教育相談機能を充実させ

るほか、小中連携の取組などにより、学校に

おける諸課題の解決に取り組んでまいりま

す。 

(3)健やかな体の育成 。「健やかな体」を育

む教育の推進につきましては、児童生徒の体

力向上や運動習慣の定着に向けた取組を進め

るとともに、学校保健活動や健康教育の推進

「自分の健康は自分で責任をもつ」という意

識の醸成につなげてまいります。また、教員

の体育の授業力向上に努めるとともに、地域

のスポーツ指導者等の活用により、体育活動

の充実に努めるほか、心身の健康保持増進の

ため、各種健診を行い事後 指導の充実に努

めます。 

(4)地域とともに歩む学校づくりの推進。家

庭・地域と協働した学校経営の推進について

は、保護者や地域とともに子どもを育み、各

学校において自己評価、学校関係者による学
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校評価を行い、その結果を公表するととも

に、その結果を活用し継続的に学校運営の改

善を進めてまいります。また、地域と学校の

連携強化のため、教育振興とコミュニティ・

スクールを融合させながら取組を強化してま

いります。 

地域の住民が、授業や学校行事を通じて、

子どもたちと交流できる場となるよう努める

とともに、生活科や総合的な学習の時間など

を活用して地域の方にゲストティチャーとし

て子どもと関わっていただき、ともに活動

し、ともに学ぶ機会を取り入れてまいりま

す。また、子どもが地域行事に参加したり、

参画することを通して、地域の方とのふれ合

いを密にし、占冠村の文化を継承、開発、発

展させることができるように、各学校へ働き

かけていくことで、地 域全体で子どもたち

を育む「地域とともにある学校」をめざして

まいります。 

(5)就学機会への支援。児童生徒の保護者に

対する経済的支援については、教育の機会均

等にのっとり、就学援助費の支給とともに通

学バス利用者補助、上級学校に進学する生徒

に対する無利子の奨学資金貸付事業を引き続

き行い、家庭の教育費負担を軽減する施策を

推進してまいります。 

３、社会教育の充実。一人ひとりが生き生

きと自己実現を図りながら、その学習成果を

活用して、社会参画するといった個人の自立

や地域社会の共助に向けた取組を推進し、家

庭と地域の豊かなつながりの中で、親子の育

ちを支援するとともに、学びを通じた地域コ

ミュニティの活性化を図り、地域の教育力を

高めてまいります。 

 さらに、「第７次社会教育中長期計画」を踏

まえ、「だれもが、一緒に学び、考え、つなが

る」生涯学習の構築を基本に、地域の人材や

学習環境等を有効活用しながら、村民の皆様

に多様な学習機会を提供してまいります。 

 社会教育の充実については、少子高齢化や

年齢別の人口構成の変化は本村においても例

外ではなく、加えて就業場所や労働時間など

の雇用環境の変化は、地域や家庭における生

活習慣にも大きな影響を及ぼしております。 

 住みよいまちづくりのためには、村民一人

ひとりが地域社会の一員として、意欲をもっ

て、前向きにさまざまな課題や困難に向き合

い、解決し、より良い社会づくりに取り組む

ことのできる心と力を養うことが重要と考え

ます。そのために、生涯学習の理念を基本と

し、進んで教養を身に付け、自らを律し、価

値観の変化や時代の流れを適切に読み解き対

応できる力を高め、「住みたくなるまち」

「人」づくりをめざしてまいります。 

(1)家庭教育の推進。家庭は子どもたちの健

やかな成長の基盤であり、家庭教育は全ての

教育の出発点でもあります。一方、近年、都

市化や情報化の進展、労働状況の変化、地域

とのつながりの希薄化など家庭を取り巻く状

況が変化し、核家族化といった家族の形態も

変化しています。 

また、個人の価値観やライフスタイルの変

化も一層進行しています。そのような状況の

中で、子育てに関わる悩みも多様化し、保護

者が子育ての悩みを気軽に相談する機会や日

常的にそばで見守ってくれる人が減るなど環

境が変化しております。今後も更に現状に対

応した、社会全体で家庭教育を支援する方策

を考える必要が高まってきております。 

こうした現状を踏まえ、小・中学校と連携

しながら地域における交流や家庭教育等に関

する学習づくりの機会などを進め、地域社会

全体で子どもたちの学びや育ちを支える環境

づくりを推進するとともに、小学校において
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は就学時健康相談、中学校においては入学説

明会等で、保護者を対象とした普及啓発紙の

配付などを通して、家庭教育の重要性を認識

していただくよう推進、啓発を行ってまいり

ます。 

(2)生き生きと学ぶ生涯学習の推進。全ての

人が生涯を通じて自ら人生を設計し、学び続

け、学んだことを活かして活躍できる社会の

構築を基本理念とし、村内公民館施設等の有

効活用や学習機会の充実に努め、「だれもが、

一緒に学び、考え、つながる」生涯学習社会

の形成に向けて取り組んでまいります。さら

に、指導者の発掘による生涯学習の推進を図

るとともに、従来の個人単位とした学習活動

の支援から、協働社会の構築が必要とされる

今、個人の学習成果を地域社会に還元する可

能性を見いだし、より豊かで充実した生涯学

習のあり方を追求・推進してまいります。 

公民館図書室は、教養・文化・生涯学習の

資料や情報を提供する知の拠点として、地域

住民の読書活動を推進し、誰もが利用しやす

い施設をめざしてまいります。 

(3)芸術・文化の振興。芸術・文化は、心に

潤いを与え、人間らしく暮らしていくうえで

なくてはならないものです。村民一人ひとり

が郷土の歴史や文化を知ることにより、自分

が暮らし、自分を育んでくれたまちへの愛着

や誇りを持ち、郷土の歴史や文化を大切にす

る心が醸成されます。 

先人から引き継いだ文化を大切に保存し、

次世代に伝えていくと同時に、歴史と文化を

まちづくりの貴重な財産として活用し、村民

の皆様が身近な場所で、喜びや感動を味わう

ことができるように、村内の貴重な文化を鑑

賞できる機会の充実に努めるとともに、古く

から受け継がれてきた伝統文化を次世代に引

き継いでいく取組を支援してまいります。 

(4)スポーツの振興。人々は知的・精神的営

みによろこびを見いだす一方、身体的な豊か

さ、充実といった側面で、スポーツ活動は

日々の生活に潤いと生きがいを求めていま

す。 

村民の皆様が、スポーツ活動を通して健康

な身体と豊かな心を育み、人間関係づくり、

地域づくりに役立てることは、明るく生きが

いに満ちた生活を送るうえでも欠くことがで

きません。こうした視点から、誰もが、それ

ぞれの体力や年齢・技術・目的等に応じて、

いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに

親しむことができる生涯スポーツ社会の実現

に努めます。 

スポーツは、健康づくりや競技力の向上に

とどまらず、生きがいの創出や青少年の健全

育成、更には仲間づくりやコミュニティの活

性化などの効果が期待されます。村民の皆様

がさまざまなかたちでスポーツに親しむこと

ができるよう、ニーズにあったスポーツ教室

の実施や指導者の養成、学校体育施設の開放

など村民スポーツ活動を推進します。 

(5)社会教育施設の充実。村民一人ひとりが

地域社会の一員として豊かな人生を送ること

ができるよう、学習活動を支援する具体的施

策と社会教育施設の充実、効果的な活用の方

策を検討することが必要です。 

公民館をはじめとする社会教育施設では、

プログラムの提供と、その活用が進んでいま

すが、村民の学習ニーズは多様化しており、

適切に対応していくためには、施設機能等の

一層の充実を図る必要があります。 

これまで、一定の整備を図ってまいりまし

たが、村民が安心・安全に利用できるよう

に、既存施設の維持・管理・利用しやすい制

度づくりなど、効率的な運営に努めるととも

に社会教育施設の設備備品・建物等を適切に
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保全し、利便性の維持向上に努めてまいりま

す。 

４、むすびに。以上、平成31年度の教育行

政執行に関する主要な方針について申し上げ

ました。村民の皆様が自主的な活動を通し

て、生涯にわたり健康で生きがいに満ちた生

活を送ることができるよう、また、新しい時

代を担う子どもたちが「生きる力」を身につ

け、将来にわたり夢を持ち、健康で健やかに

生活できるよう、関係機関と連携し、職員と

ともに全力で教育行政の推進に取り組んでま

いります。 

 今後とも、村民の皆様並びに議員各位のご

理解とご協力を賜りますよう心からお願い申

し上げ、教育行政執行方針といたします。平

成31年３月７日、占冠村教育委員会。 

○議長（相川繁治君） 以上で執行方針の説

明を終わります。ここで11時25分まで休憩い

たします。 

休憩 午前11時13分 

再開 午前11時25分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 

◎日程第２ 議案第１号から日程第７ 議案

第６号 

○議長（相川繁治君） 日程第２、議案第１

号、財産の無償の貸付けについての件から、

日程第７、議案第６号、占冠村簡易水道事業

に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に

関する条例の一部を改正する条例を制定する

ことについてまでの件、６件を一括議題とし

ます。 

提案理由の説明を求めます。議案第１号、

議案第２号については総務課長、多田淳史。 

○総務課長（多田淳史君） 議案書の11ペー

ジをお願いいたします。議案第１号、財産の

無償貸付についてご説明を申し上げます。本

件は、平成25年度及び平成26年度から占冠村

木質バイオマス生産組合に無償で貸し付けて

いた下記の土地、建物及び物品について継続

して無償で貸し付けるため、地方自治法第96

条第１項第６号の規定により議会の議決を求

めようとするものでございます。 

 内容について申し上げます。無償で貸し付

ける財産の所在等について。土地は、勇払郡

占冠村字シムカプ原野48番６の内、面積、

5031.25平方メートル。建物は、勇払郡占冠村

字シムカプ原野48番６、木造造り平屋建て４

棟、床面積304.7平方メートル。物品について

は、油圧ショベルグラップルソー仕様１台、

ミニホイールローダーパレットホーク仕様１

台、薪割機１台、簡易製材機１台、コンプレ

ッサー１台でございます。 

 無償貸付の目的は、本財産の貸付けにより

木質バイオマス燃料の製造・製材・供給を安

定的に行うことにより、木質バイオマスエネ

ルギー及び地域材の利用促進を図り、地域資

源の地産地消を図ることを目的とするもので

ございます。無償貸付の相手方は、勇払郡占

冠村字シムカプ原野48番６、一般社団法人占

冠村木質バイオマス生産組合。無償貸付の期

間は、貸付契約締結の日から平成36年３月31

日まででございます。以上で議案第１号の説

明を終わります。 

 続きまして13ページをお願いいたします。

議案第２号、占冠村職員の自己啓発等休業に

関する条例の一部を改正する条例を制定する

ことについてご説明を申し上げます。本件は、

学校教育法の改正による専門職大学制度の創

設に伴い、引用条文等の整理を行うものでご

ざいます。内容は、専門職大学及び専門職短

期大学に係る規定が加わることによりまして、

構成に変更が生じることから、引用箇所の改
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正をするものでございます。施行期日は平成

31年４月１日からとしてございます。以上、

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 議案第３号について

は福祉子育て支援課長、木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 議案

書15ページをお願いいたします。議案第３号、

占冠村放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例を制定することについて。提案の理由

の説明を申し上げます。学校教育法の改正に

伴い、平成31年４月施行の専門職大学の創設

に伴う放課後児童支援員の基礎資格の基準改

正により、本条例の一部を改正するものでご

ざいます。 

改正内容でございます。創設される専門職

大学の取扱いを踏まえ、支援員の基礎資格に

専門職大学の前期課程を修了した者を追加す

るものでございます。施行期日です。この条

例は平成31年４月１日から施行するものでご

ざいます。以上、ご提案申し上げますので、

ご審議くださいますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（相川繁治君） 次に議案第４号につ

いては住民課長、小尾雅彦君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 議案書17ページ

をお願いいたします。議案第４号、占冠村保

健事業検診受診料徴収条例の一部を改正する

条例を制定することについて、提案理由のご

説明をいたします。改正理由でございますが、

本条例の附則で定めていた事項を削りまして、

国が実施する事業の無料クーポン配布対象者

の受診料を免除する条項及び節目となる年齢

を定め、健診の受診料を免除する条項を新た

に追加いたします。併せて、別表に掲げる検

査に新たな項目を追加するため、本条例の一

部を改正するものでございます。 

 内容ですが、健診の受診を促進するために

国が実施する事業の無料クーポン配布対象者

の子宮頸がん検診、乳がん検診の受信料の免

除。節目となる年齢、節目年齢と言いますが、

40歳から100歳までの５歳ごとの年齢を節目年

齢と定めて検診を受診する年度におきまして、

満年齢が節目年齢に達した者の肝炎検査の受

診料を免除することができる条文を新たに追

加して、別表に掲げる検査の種類に後期高齢

者健康診査、肺がん検診、結核検診、エキノ

コックス症検査を追加し、受信料を定めるも

のでございます。施行期日につきましては平

成31年４月１日からの施行といたします。以

上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 次に議案第５号、議

案第６号については建設課長、小林昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 議案書19ページ

をお願いいたします。議案第５号、占冠村一

般廃棄物処理施設の技術管理者の資格に関す

る条例の一部を改正する条例を制定すること

についてご説明申し上げます。本件は学校教

育法の一部改正に伴い、占冠村一般廃棄物処

理施設の技術管理者の資格に関する条例の一

部を改正するものでございます。 

概要についてご説明申し上げます。学校教

育法の一部改正による専門職大学の制度化に

伴い、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施

行規則において、技術管理者等の資格要件に

専門職大学に関する規定が追加されるため、

所要の改正を行うものでございます。この条

例は平成31年４月１日から施行するものでご

ざいます。以上、よろしくご審議のほどお願

い申し上げます。 

続きまして21ページをお願いいたします。

議案第６号、占冠村簡易水道事業に係る布設

工事監督者及び水道技術管理者に関する条例

の一部を改正する条例を制定することについ
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てご説明申し上げます。本件は学校教育法の

一部改正に伴い、占冠村簡易水道事業に係る

布設工事監督者及び水道技術管理者に関する

条例の一部を改正するものでございます。 

概要についてご説明申し上げます。学校教

育法の一部改正による専門職大学の制度化に

伴い、水道法施行令及び水道法施行規則にお

いて敷設工事監督者及び水道技術管理者の資

格要件に、専門職大学に関する規定が追加さ

れるため改正を行うものでございます。併せ

て、技術士法の改正に伴う技術士試験の選択

科目の見直しにより、所要の改正を行うもの

でございます。この条例は平成31年４月１日

から施行するものでございます。以上、よろ

しくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説

明を終わります。若干時間が早いんですけれ

ども、ここで午後１時まで休憩いたします。 

休憩 午前11時37分 

再開 午後１時00分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 

◎日程第８ 議案第13号から日程第15 議案

第20号 

○議長（相川繁治君） 日程第８、議案書第

13号、平成31年度占冠村一般会計予算の件か

ら日程第15、議案第20号、平成31年度占冠村

歯科診療所事業特別会計予算までの件、８件

を一括議題にします。 

 提案理由の説明を求めます。議案第13号に

ついては、総務課長、多田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） それでは議案第

13号、平成31年度占冠村一般会計及び各特別

会計予算書でご説明申し上げます。予算書の

１ページをお開きください。議案第13号、平

成31年度占冠村一般会計予算についてご説明

を申し上げます。この度提案いたします占冠

村一般会計予算は、歳入歳出の総額をそれぞ

れ29億5900万円にしようとするものと、地方

自治法第214条の規定による債務負担行為２件、

地方自治法第230条第１項の規定による地方債

の設定９件でございます。また、地方自治法

第235条の３第２項の規定による一時借入金の

借入れの最高額を８億円と定めるものでござ

います。 

以下、事項別明細書で歳入からご説明を申

し上げます。予算書11ページをお願いいたし

ます。１款、１項、村民税は１目、個人村民

税におきまして均等割、所得割の若干の増加

を見込みまして前年対比210万８千円増の5338

万１千円の計上。２目、法人村民税において

は法人税割の増額によりまして前年より645万

９千円増額で4633万４千円の計上となりまし

て、村民税総額で856万７千円増の9971万５千

円の計上でございます。 

１款、２項、１目、固定資産税においては

前年度より1544万６千円増の２億3368万９千

円の計上でございます。12ページをお願いい

たします。２目、固有資産等所在市町村交付

金は1154万７千円の計上で、固定資産税総額

で1544万７千円増の２億4523万６千円でござ

います。 

１款、３項、１目、軽自動車税は前年比20

万７千円減の251万３千円で、13ページ、２目、

環境性能割は本年10月から創設されるもので

10万円を計上しまして、軽自動車税総額で10

万７千円減の合計216万３千円でございます。 

13ページ中段の１款、４項、村たばこ税に

おいて前年実績を勘案しまして65万２千円減

の616万２千円の計上でございます。 

２款、１項、地方揮発油譲与税は前年比較

10万円減の910万円の計上です。 

14ページをお願いいたします。２款、２項、
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自動車重量譲与税は前年同額の2200万円の計

上です。 

３款、１項、利子割交付金は20万円。 

４款、１項、配当割交付金は30万円の計上

でございます。 

15ページをお願いいたします。15款、１項、

株式等譲渡所得割交付金は前年比較５万円増

の20万円でございます。 

６款、１項、地方消費税交付金は前年比100

万円減の2300万円の計上。 

７款、１項、環境性能割交付金は本年10月

に廃止される自動車取得税に代わり創設され

るもので250万円の増額でございます。 

８款、１項、自動車取得税交付金は前年比

250万円減の250万円。 

16ページをお願いいたします。９款、１項、

地方特例交付金は30万円でございます。 

10款、１項、地方交付税については普通交

付税で10億４千万円の計上。特別交付税にお

いては１億２千万円を計上し、地方交付税総

額で11億６千万円の計上でございます。 

11款、１項、交通安全対策特別交付金は１

千円でございます。 

12款、１項、教育負担金は２万３千円です。 

17ページ、２項、分担金、農業分担金は260

万円と皆増でございます。 

13款、１項、使用料におきまして１目、総

務使用料から18ページ、８目、教育使用料ま

では記載のとおりとなりまして、前年比233万

６千円増で、合計で5043万８千円の計上でご

ざいます。 

13款、２項、手数料は１目、総務手数料か

ら３目、農林業手数料までで73万１千円の計

上でございます。 

19ページをお願いいたします。14款、１項、

国庫負担金は民生費国庫負担金で111万４千円

増の3082万６千円の計上です。 

14款、２項、国庫補助金におきまして１目、

総務費国庫補助金から６目、教育費国庫補助

金で2597万３千円の増額で6340万円の計上で

ございます。 

20ページをお願いいたします。14款、３項、

委託金におきましては１目、総務費委託金及

び２目、民生費委託金までで370万４千円増額

の515万円の計上でございます。 

15款、１項、道負担金は前年比252万２千円

増の2270万１千円。 

21ページをお願いいたします。15款、２項、

道補助金におきまして１目、総務費道補助金

から６目、教育費道補助金は985万８千円減の

3663万３千円の計上でございます。 

22ページをお願いいたします。15款、３項、

委託金におきまして１目、総務費委託金から

３目、土木費委託金で644万５千円の計上でご

ざいます。 

16款、１項、財産運用収入におきましては

23ページにかけまして224万４千円増の3208万

９千円の計上でございます。 

16款、２項、財産売払収入は594万２千円の

計上です。 

24ページをお願いいたします。17款、１項、

寄附金はふるさと寄附金が600万円の減額によ

りまして合計900万１千円でございます。 

18款、１項、繰入金は一般財源を要する物

件費、普通建設工事費等によりまして財政調

整基金は前年度6051万２千円増で２億1133万

３千円の繰入れを計上してございます。特定

目的基金では公債費充当で減債基金から１億

円、それぞれ目的に適合しました予算充当の

ため繰入れを行いまして、繰入金総額で5413

万４千円増の４億7688万２千円の計上でござ

います。 

25ページをお願いいたします。19款、１項、

繰越金は前年度繰越金で２千万円を見込んで
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おります。 

20款、１項、延滞金、加算金及び過料で１

万円でございます。 

20款、２項、村預金利子は１千円の計上で

す。 

20款、３項、貸付金元利収入において１目、

勤労者資金貸付金収入から26ページの８目、

農業振興資金貸付金収入までで7915万円を計

上してございます。 

28ページ中段までは20款、５項、雑入、前

年比434万６千円増の2709万１千円の計上でご

ざいます。 

21款、１項、村債におきまして保育所新設

工事事業等の増額で村債総額３億5480万円増

の５億1560万円の計上でございます。 

続きまして歳出についてご説明を申し上げ

ます。30ページになります。１款、１項、議

会費は議員報酬、議会運営費など所要の経費

の計上で2863万９千円。 

31ページから42ページまでの２款、１項、

総務管理費におきましては、１目、一般管理

費で社会保険料や各種システム保守、更新委

託料、広域連合負担金などを計上してござい

ます。２目、文書広報費、３目、会計管理費、

４目、財産管理費、５目、総合センター管理

費、６目、コミュニティセンター管理費は施

設管理委託料など所要の経費を計上してござ

います。７目、企画費は地域おこし協力隊の

経費のほか、地域情報通信基盤使用料などを

計上。８目、支所費、９目、交通安全対策費

は所要の経費を、10目、旅客自動車運送事業

費におきましては、トマム線車輌の購入経費

を計上しまして、11目、諸費においては避難

所情報通信設備整備など防災関連の経費を計

上しております。12目、地域交通運送事業費

におきましても所要の経費を計上してござい

ます。総務管理費総額は2191万３千円増の５

億804万１千円でございます。 

43ページから44ページの２款、２項、徴税

費におきましては新規システム委託料などに

よりまして299万１千円増の2035万６千円でご

ざいます。 

45ページをお願いいたします。２款、３項、

戸籍住民基本台帳費におきましてはシステム

保守、総合行政システム使用料などの計上で

1976万２千円でございます。 

46ページから48ページにかけまして、２款、

４項、選挙費において１目、選挙管理委員会

費、３目、参議院議員選挙費、７目、村議会

議員選挙費、８目、知事・道議選挙費の経費

を計上しまして1239万１千円となってござい

ます。 

２款、５項、統計調査費におきましては所

要の経費を計上して50万３千円でございます。 

49ページになります。２款、６項、監査委

員費におきましては報酬、旅費などを計上し、

105万８千円です。 

53ページまでの３款、１項、社会福祉費に

おきましては１目、社会福祉総務費で小規模

多機能型居宅介護施設指定管理料のほか、障

害者自立支援給付費、社会福祉協議会運営補

助金、福祉灯油、国保会計繰出金、介護会計

繰出金などを計上しまして、２目、老人福祉

費、３目、国民年金費など所要の施策にかか

る経費を計上し、社会福祉費合計で１億8893

万９千円でございます。 

53ページ下段から56ページ上段までの３款、

２項、児童福祉費におきましては１目、児童

福祉総務費で児童手当、障害児通所給付費な

どを計上し、２目、保育所費では保育所新築

工事費などを計上しております。児童福祉費

合計で４億6527万円でございます。 

56ページ中段から57ページ、４款、１項、

保健衛生費におきましては１目、保健衛生総
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務費で各種健康診査委託料、広域救急医療対

策事業負担金などのほか、診療所会計繰出金、

歯科診療所会計繰出金、水道会計繰出金など

が計上されてございます。58ページ、２目、

予防費におきましては総合健診をはじめとし

ます各種健診委託料、各種予防接種委託料な

どの費用が計上されてございます。３目、環

境衛生費、59ページの４目、医療費、５目、

後期高齢者医療費におきましては所要の予算

を計上。６目、診療所費はレセプトコンピュ

ーターの更新予算を計上しまして、保健衛生

費合計で１億6791万円でございます。 

60ページから61ページ上段までの４款、２

項、清掃費におきましては一般廃棄物最終処

分場延命化整備計画策定業務など所要の経費

を計上しまして5423万７千円でございます。 

５款、１項、労働諸費は914万８千円の計上。 

62ページ中段から66ページ中段までの６款、

１項、農業費におきまして１目、農業委員会

費から２目、農業振興費は所要の経費を計上

し、３目、畜産業費において道営草地畜産基

盤整備事業を計上し、４目、農業構造改善事

業費、５目、農村総合整備費、６目、交流促

進施設運営費は所要の経費を計上。農業費合

計で5742万１千円でございます。 

66ページ下段から69ページまでの６款、２

項、林業費におきましては小規模治山事業な

どのほか、所要の経費を計上しまして１億515

万５千円でございます。 

70ページから71ページ中段までの７款、１

項、商工費は１目、商工振興費におきまして

道の駅指定管理料、商工会運営補助金などを

計上してございます。２目、観光費におきま

しては湯の沢保養施設指定管理委託料、観光

協会運営補助金などのほか、所要の経費を計

上しまして商工費合計で１億4923万８千円で

ございます。 

73ページ中段から74ページまで、８款、１

項、道路橋梁費におきましては１目、道路維

持費で除雪委託料などを計上しております。

２目、道路新設改良費では村道トマム南１線

改良工事を新たに計上し、３目、橋梁維持費

は所要の経費を計上しまして道路橋梁費合計

で9751万３千円でございます。 

75ページです。８款、２項、河川費は138万

７千円の計上。 

75ページ下段から77ページ上段までの８款、

３項、住宅費におきましては社会資本総合交

付金工事などを計上しまして7467万４千円で

ございます。 

78ページ中段までの８款、４項、都市計画

費におきましては下水道会計繰出金、公園清

掃委託料などの計上で7472万４千円でござい

ます。 

78ページ下段から82ページ下段までの10款、

１項、教育総務費におきまして１目、教育委

員会費、２目、事務局費、３目、義務教育振

興費、４目、育英事業費で所要の額を計上し

まして教育総務費合計で6428万５千円でござ

います。 

82ページ下段から10款、２項、小学校費は

所要の経費計上で2105万円。 

84ページ中段から86ページ上段までの10款、

３項、中学校費は学校施設の管理委託料など

所要の計上で1952万７千円でございます。 

86ページ中段から89ページ下段まで10款、

４項、社会教育費においては１目、社会教育

総務費、２目、公民館費、３目、コミュニテ

ィプラザ管理費は所要の額を計上し、社会教

育費合計で2377万３千円の計上でございます。 

89ページ下段から91ページ中段までの10款、

５項、保健体育費は１目、保健体育総務費で

各種スポーツ施設の維持管理委託料などを計

上。２目、給食推進費で準要保護児童生徒給
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食費を計上し、1892万４千円でございます。 

91ページ下段の12款、１項、公債費におき

ましては元金、利子合わせて前年対比1333万

４千円増の３億2954万３千円でございます。

１目、元金におきましては臨時財政対策債の

償還が始まっていることから前年と比較して

増額となってございます。２目、利子につき

ましては償還利子の高い起債が終了してきて

いることから減額となってございます。交際

費においては過疎債、辺地債など有利な起債

に限定すると共に基金活用を図った財政運営

を進めておりますが、今後も増加傾向で推移

するものと見込んでございます。 

92ページになります。13款、１項、普通財

産取得費は今年度計上がございません。 

14款、１項、職員費におきましては新規採

用職員の増員等により本年度予算額４億4253

万２千円でございます。 

93ページ後段の15款、１項、予備費におき

ましては300万円の計上でございます。 

なお、94ページから102ページまでは給与費

の明細書。103ページは債務負担行為に関する

調書。104ページ、105ページに関しましては

地方債に関する調書。それぞれ掲載してござ

いますのでご一読をお願いいたします。 

予算書の前に戻りまして２ページから６ペ

ージになります。歳入歳出予算の金額は第１

表、歳入歳出予算のとおりでございます。７

ページをお願いいたします。債務負担行為に

つきましては２件で、期間、限度額をそれぞ

れ定めてございます。第２表、債務負担行為

に記載のとおりでございます。８ページをお

願いいたします。地方債につきましては９件、

総額で５億1560万円。起債の目的、限度額、

起債の方法、利率、及び償還方法につきまし

ては第３表、地方債に記載のとおりでござい

ます。以上、一般会計予算についてご説明を

申し上げました。よろしくご審議のほどお願

いいたします。 

○議長（相川繁治君） 次に、議案第14号、

議案第15号及び議案第20号については住民課

長、小尾雅彦君。 

○住民課長（小尾雅彦君） 議案書国保１ペ

ージをお願いいたします。議案第14号、平成

31年度占冠村国民健康保険事業特別会計予算

の提案理由のご説明をいたします。歳入歳出

予算の総額は歳入歳出それぞれ１億5200万円

にしようとするものです。第２条で地方自治

法の一時借入金の限度額ですが２千万円と定

めるものでございます。 

 以下、事項別明細にてご説明申し上げます。

国保７ページをお願いいたします。歳入です

が１款、１項、１目、一般被保険者国民健康

保険税、前年対比209万５千円減の3033万４千

円の計上です。 

２款、１項、１目、督促手数料については

１万円の計上です。 

 ４款、１項、道補助金、１目、保険給付費

等交付金では前年対比1524万５千円減の9660

万円です。 

 ５款、１項、１目、一般会計繰入金は前年

対比40万円増の2450万円の計上です。 

６款、１項、１目、繰越金につきましては

20万円の計上です。 

国保９ページです。７款、１項、１目、一

般被保険者延滞金、２目、退職被保険者等延

滞金、合わせまして３万円の計上です。 

７款、２項、１目、特定健康診査等受託料、

前年対比13万円増の27万円の計上です。 

７款、３項、１目、一般被保険者第三者納

付金から３目の雑入まで、前年対比１万円増

の５万６千円の計上です。 

国保10ページからが歳出となります。１款、

１項、総務管理費、１目、一般管理費から２
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目、連合会負担金まで前年対比98万８千円増

の1514万５千円でございます。 

国保11ページです。１款、２項、１目、賦

課徴収費につきましては１万２千円増の26万

円の計上です。 

１款、３項、１目、運営協議会費につきま

しては９万２千円の計上です。 

国保12ページです。１款、４項、１目、趣

旨普及費につきましては２万１千円減の７万

５千円の計上です。 

２款、１項、１目、一般被保険者療養給付

費から３目、審査支払手数料まで前年対比

1665万７千円減の7370万円の計上です。 

２款、２項、１目、一般被保険者高額療養

費、２目、一般被保険者高額介護合算療養費、

合わせまして前年対比226万円減の1107万５千

円の計上です。 

２款、３項、１目、一般被保険者移送費に

つきましては１千円の計上です。 

２款、４項、１目、出産育児一時金につき

ましては126万円の計上です。 

国保14ページです。２款、５項、１目、葬

祭費につきましても前年同額の３万円の計上

です。 

３款、１項、１目、一般被保険者医療給付

費分から３目、介護納付金分、合わせまして

前年対比22万８千円減の4723万２千円の計上

です。 

国保15ページです。４款、１項、１目、共

同事業拠出金につきましては前年同様１万円

の計上です。 

５款、１項、１目、特定健康診査等事業費

につきましては前年比４万９千円増の145万５

千円の計上です。 

国保16ページです。５款、２項、１目、保

健事業費につきましては前年比140万１千円増

の166万５千円の計上です。 

７款、１項、１目、一般被保険者保険税還

付金から４目のその他償還金まで計上ござい

ません。 

国保18ページからが給与費明細書の調書に

なります。 

続きまして診療所１ページをお願いいたし

ます。議案第15号、平成31年度村立診療所特

別会計予算の提案理由のご説明をいたします。

歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ8700

万円にしようとするものです。一時借入金の

最高額につきましては１千万円と定めるもの

でございます。 

事項別明細にてご説明いたします。診療所

７ページをお願いいたします。歳入です。１

款、１項、１目、占冠診療所診療報酬収入、

２目、トマム診療所診療報酬収入、合わせま

して前年対比51万６千円減の3327万３千円の

計上です。 

１款、２項、１目、占冠診療所諸検査収入、

２目のトマム診療所諸検査収入、合わせまし

て前年対比１万５千円増の276万３千円の計上

です。 

診療所８ページです。２款、１項、１目、

占冠診療所手数料、２目、トマム診療所手数

料、合わせまして前年対比１千円増の６万１

千円の計上です。 

３款、１項、１目、衛生費道補助金では前

年対比50万円増の450万円の計上です。 

４款、１項、１目、一般会計繰入金につき

ましては前年対比200万円減の4600万円の計上

です。 

５款、１項、１目、繰越金につきましては

前年同様40万円の計上です。 

診療所９ページです。６款、１項、１目、

雑入につきましては前年同様３千円の計上で

す。 

診療所10ページから歳出となります。１款、
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１項、１目、一般管理費、２目、占冠診療所

管理費、３目、トマム診療所管理費まで合計、

前年対比264万７千円減の5799万７千円の計上

です。 

12ページ下段の２款、１項、１目、占冠診

療所医療用機械器具費、診療所14ページまで

６目のトマム診療所医療用衛生材料費を合わ

せまして前年対比64万７千円増の2880万３千

円の計上です。 

３款、１項、１目、予備費では前年同様20

万円の計上です。 

診療所15ページからが給与費明細書の調書

となります。 

続きまして歯科１ページをお願いいたしま

す。議案第20号、平成31年度占冠村歯科診療

所事業特別会計予算の提案理由の説明です。

歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ2100

万円にしようとするものです。一時借入金の

借入れ最高額は100万円と定めるものでござい

ます。 

以下、事項別明細にてご説明いたします。

歯科７ページをお願いいたします。歳入です。

１款、１項、１目、国民健康保険診療報酬収

入から６目、その他診療報酬収入を合わせま

して前年対比92万円減の1011万１千円の計上

です。 

２款、１項、１目、事務手数料、２目、そ

の他手数料、合わせまして前年対比２万円増

の24万２千円の計上です。 

歯科８ページです。３款、１項、１目、繰

入金は前年対比110万円増の980万円の計上で

す。 

４款、１項、１目、繰越金は前年同様50万

円の計上です。 

５款、１項、１目、雑入は前年対比10万円

増の34万７千円の計上です。 

歯科９ページです。歳出です。１款、１項、

１目、一般管理費におきましては前年対比19

万７千円増の1672万６千円の計上です。 

歯科10ページです。２款、１項、１目、医

業費につきましては、前年対比30万３千円増

の397万４千円の計上です。 

３款、１項、１目、予備費につきましては

20万円減の30万円の計上です。以上、ご審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 議案第16号、議案第

17号については建設課長、小林昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 予算書簡水１ペ

ージをお願いいたします。議案第16号、平成

31年度占冠村簡易水道事業特別会計予算につ

いてご説明申し上げます。提案いたします占

冠村簡易水道事業特別会計予算は、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ前年比740万円

増の１億1150万円にしようとするものでござ

います。地方自治法第230条第１項の規定によ

る地方債の設定は１件でございます。 

 事項別明細書の歳入からご説明申し上げま

す。簡水の７ページをお願いいたします。１

款、１項、１目、給水使用料、前年比26万７

千円増の2133万１千円の計上です。 

 １款、２項、１目、審査手数料、２目、登

録手数料、合計で前年と同額の２千円の計上

です。 

 ２款、１項、１目、水道費国庫補助金、前

年比166万７千円減の156万６千円の計上でご

ざいます。 

 簡水８ページになります。３款、１項、１

目、一般会計繰入金、２目、占冠村簡易水道

施設整備基金繰入金合計で前年比1130万円増

の5560万円の計上でございます。 

 ４款、１項、１目、繰越金、前年と同額の

50万円の計上です。 

 ５款、１項、１目、雑入、前年比170万円減

の90万１千円の計上です。 
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 ９ページになります。６款、１項、１目、

簡易水道事業債、前年比80万円減の3160万円

の計上でございます。 

 簡水10ページになります。歳出のご説明を

いたします。１款、１項、１目、一般管理費、

前年比260万３千円増の985万５千円で、給料、

手当、共済費等を計上しております。 

 10ページ下段から、２款、１項、１目、施

設維持費、前年比49万３千円増の3897万３千

円で、水道施設の維持経費、工事請負費では

消火栓新設工事、ろ過地砂補充工事を計上し

ております。 

 12ページです。３款、１項、１目、元金、

２目、利子、合計で前年比668万９千円増の

2921万８千円の計上でございます。 

 簡水12ページの下段から簡水13ページの上

段にかけてです。４款、１項、１目、新営改

良費、前年比238万５千円減の3335万４千円の

計上で、占冠浄水場機械電気更新工事を計上

しております。 

 簡水13ページです。５款、１項、１目、予

備費、前年度と同額の10万円の計上でござい

ます。 

 14ページから21ページまでが給与費明細書

を掲載しております。22ページにつきまして

は地方債の現在高の見込みに関する調書。戻

りまして簡水２ページから簡水３ページです。

歳入歳出予算の金額は第１表、歳入歳出予算

のとおりでございます。簡水４ページにいき

まして第２表、地方債につきましては１件で、

3160万円。起債の目的、限度額、起債の方法、

利率、償還の方法について記載しております。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

 続きまして下水道１ページになります。議

案第17号、平成31年度占冠村公共下水道事業

特別会計予算についてご説明申し上げます。

提案いたします占冠村公共下水道事業特別会

計予算は歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ前年比560万円減の１億410万円にしよう

とするものでございます。地方自治法第230条

第１項の規定による地方債の設定は３件でご

ざいます。 

 以下、事項別明細書の歳入からご説明申し

上げます。下水道７ページをお願いいたしま

す。１款、１項、１目、浄化槽事業は個別排

水処理施設分担金９万円の計上です。 

 ２款、１項、１目、下水道事業、２目、浄

化槽事業は下水道、浄化槽使用料の合計で前

年比53万円減の1480万６千円の計上でござい

ます。 

 ７ページ下段から８ページ上段にかけてで

す。２款、２項、１目、下水道事業、２目、

浄化槽事業は検査手数料の合計で前年同額の

２千円の計上でございます。 

 ３款、１項、１目、下水道事業国庫補助金

は本年度予算の計上はございません。 

 ４款、１項、１目、下水道事業、２目、浄

化槽事業は一般会計繰入金の合計で前年比370

万円減の6870万円の計上でございます。 

 ５款、１項、１目、下水道事業、２目、浄

化槽事業は前年度繰越金の合計で前年同額の

20万円の計上でございます。 

 下水道９ページです。６款、１項、１目、

下水道事業、２目、浄化槽事業は雑入の合計

で前年同額の２千円の計上です。 

 ７款、１項、１目、下水道事業、２目、浄

化槽事業は資本費平準化債、下水道事業債の

合計で前年比160万円増の2030万円の計上でご

ざいます。 

 下水道10ページからは歳出になります。１

款、１項、１目、下水道費は給料、手当、共

済費等で前年比18万６千円増の834万８千円の

計上です。２目、浄化槽費は前年比８万５千
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円減の６万６千円の計上です。 

 下水道11ページ中段からです。２款、１項、

１目、下水道費は下水処理場の維持管理経費

で前年比120万３千円減の3136万３千円の計上

でございます。下水道12ページです。２目、

浄化槽費は浄化槽維持管理経費で前年比41万

７千円増の618万２千円の計上でございます。 

 ３款、１項、１目、本年度予算の計上はご

ざいません。２目、浄化槽費は平成31年で個

別排水処理施設の設置工事を３箇所予定して

おります。これに伴う必要な経費を前年比497

万８千円増の1030万７千円を計上しておりま

す。 

 ４款、１項、１目、元金、２目、利子は合

計で前年比356万２千円減の4311万４千円の計

上です。 

 ４款、２項、１目、元金、２目、利子は合

計で前年比32万６千円減の452万円の計上です。 

 ５款、１項、１目、予備費、前年と同額の

20万円の計上でございます。 

 15ページから22ページまでが給与費明細書

を記載しております。23ページは地方債の現

在高の見込みに関する調書を記載しておりま

す。戻りまして２ページから３ページ、歳入

歳出予算の金額は歳入歳出予算のとおりでご

ざいます。４ページにいきまして第２表、地

方債につきましては３件でございまして2030

万円で、起債の目的、限度額、起債の方法、

利率、償還の方法について記載しております。

以上でございます。ご審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（相川繁治君） 次に議案第18号、議

案第19号については福祉子育て支援課長、木

村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 介護

１ページをお願いいたします。議案第18号、

平成31年度占冠村介護保険特別会計予算につ

いてご説明申し上げます。平成31年度占冠村

介護保険特別会計は、歳入歳出予算の総額を

１億1090万円としようとするものと、地方自

治法第235条の３第２項の規定による一時借入

金の借入れ最高額を500万円に、また、地方自

治法第220条第２項ただし書の規定による歳出

予算の流用ができる場合について定めており

ます。歳入歳出予算の款項の区分及び当該区

分ごとの金額は第１表、歳入歳出予算により

ます。 

 次に、事項別明細書により議決対象項目、

款項の区分を申し上げます。介護７ページを

お願いいたします。歳入からご説明申し上げ

ます。１款、１項、介護保険料、１目、第１

号被保険者介護保険料は本年度予算額1763万

９千円の計上で、前年比14万７千円の増額で

ございます。 

 ２款、１項、手数料、１目、督促手数料は

本年度予算額１千円。 

 ３款、１項、国庫負担金、１目、介護給付

費負担金は本年度予算額1300万円。 

 ３款、２項、国庫補助金は１目、調整交付

金から４目、保険者機能強化推進交付金の計

で本年度予算額1334万円で、前年比130万５千

円の増です。増額要因は包括的支援事業の拡

大による地域支援事業交付金の増額計上でご

ざいます。 

 介護８ページをお願いいたします。４款、

１項、支払基金交付金は１目、介護給付費交

付金、２目、地域支援事業支援交付金の計で

本年度予算額2486万３千円の計上で、前年比

10万８千円の減額でございます。 

 ５款、１項、道負担金、１目、介護給付費

負担金は本年度予算額1141万７千円。 

 ５款、２項、道補助金、１目、地域支援事

業交付金は本年度予算額257万５千円の計上で、

前年比４万５千円の増額でございます。 
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 介護９ページです。６款、１項、財産運用

収入、１目、利子及び配当金は本年度予算額

１千円。 

 ７款、１項、一般会計繰入金は１目、介護

給付費繰入金から４目、その他一般会計繰入

金の計で本年度予算額2500万円の計上で、前

年比240万円の増額でございます。増額要因は

地域支援事業で職員１名と嘱託職員１名分を

計上し、一般会計からの繰入金を増額したも

のでございます。 

 ７款、２項、基金繰入金、１目、占冠村介

護保険給付費準備基金繰入金は本年度予算額

180万円の計上で、前年比90万円の増額でござ

います。 

 介護10ページをお願いいたします。８款、

１項、繰越金は89万７千円の計上で、前年比

３万１千円の増額でございます。 

 ９款、１項、延滞金及び過料は１目、第１

号被保険者延滞金、２目、第１号被保険者過

料の計で本年度予算額２千円。 

 ９款、２項、１目、預金利子は本年度予算

額１千円。 

 ９款、３項、サービス収入は１目、介護給

付費収入で本年度予算額36万円の計上で、前

年比18万円の増額でございます。 

 介護11ページでございます。９款、４項、

雑入は１目、滞納処分費から４目、雑入の計

で本年度予算額４千円の計上でございます。 

 次に歳出についてご説明申し上げます。介

護12ページをお願いいたします。１款、１項、

総務管理費、１目、一般管理費は本年度予算

額824万３千円の計上で、前年比401万６千円

の増額でございます。増額要因は職員費0.5人

分の計上でございます。 

 介護13ページでございます。１款、２項、

徴収費、１目、賦課徴収費は本年度予算額６

万５千円の計上で、前年比２万円の増額でご

ざいます。 

 １款、３項、介護認定審査会費は１目、介

護認定審査会費、２目、認定調査等費の計で

本年度予算額114万６千円の計上で、前年比１

千円の減額でございます。 

 介護14ページでございます。２款、１項、

介護サービス等諸費、１目、居宅介護サービ

ス等給付費は居宅介護サービスの実績見込み

を踏まえ、本年度予算額4300万円の計上で、

前年比200万円の増額でございます。２目、介

護支援等給付費は本年度予算額200万円の計上

で、前年比50万円の増額でございます。３目、

施設介護サービス等給付費は本年度予算額

3200万円の計上で、前年比400万円の減額でご

ざいます。減額要因は施設入所者の減少によ

る給付費の減でございます。４目、福祉用具

購入費は本年度予算額25万円。５目、住宅改

修費は本年度予算額60万円。２款、１項、サ

ービス等諸費の計は本年度予算額7785万円で、

前年比150万円の減でございます。 

 介護15ページでございます。２款、２項、

高額介護サービス等費、１目、高額介護サー

ビス等費は本年度予算額228万８千円の計上で

前年同額でございます。 

 ２款、３項、特定入所者介護サービス等費、

１目、特定入所者介護サービス等費は本年度

予算額580万円の計上で、前年比150万円の増

額でございます。増額要因は低所得者の方の

サービス利用等の増でございます。 

 ２款、４項、その他諸費、１目、審査支払

手数料は本年度予算額６万２千円でございま

す。 

 介護16ページをお願いいたします。３款、

１項、地域支援事業費、１目、介護予防・生

活支援サービス事業費から３目、包括的支援

事業費の計で本年度予算額1532万６千円の計

上で、前年比89万５千円の増額でございます。
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増額要因は職員0.5名分と嘱託職員１名分の計

上でございます。 

 介護17ページです。４款、１項、償還金及

び還付加算金、１目、第１号被保険者保険料

還付金は本年度予算額２万円。 

 ５款、１項、予備費は本年度予算額10万円

の計上で、前年比３万円の減額でございます。 

 なお、介護19ページから介護26ページまで

は給与費の明細書を掲載しております。よろ

しくご審議くださいますようお願いいたしま

す。 

 続きまして後期１ページをお願いいたしま

す。議案第19号、平成31年度占冠村後期高齢

者医療特別会計予算についてご説明申し上げ

ます。平成31年度占冠村後期高齢者医療特別

会計は歳入歳出の総額を1780万円としようと

するものと、地方自治法第220条第２項ただし

書の規定による歳出予算の流用ができる場合

について定めております。歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は第１表、

歳入歳出予算によります。 

 次に、事項別明細書により議決対象項目、

款項の説明を申し上げます。 

 後期７ページをお願いいたします。歳入か

らご説明いたします。１款、１項、後期高齢

者医療保険料は１目、特別徴収保険料、２目、

普通徴収保険料の計で本年度予算額1017万１

千円の計上で、前年比80万円の減額でござい

ます。 

 ２款、１項、手数料、１目、督促手数料は

本年度予算額１千円でございます。 

 ３款、１項、一般会計繰入金は１目、事務

費繰入金から３目、その他一般会計繰入金の

計で本年度予算額750万円の計上で、前年比

120万円の減額でございます。 

 後期８ページをお願いいたします。４款、

１項、繰越金は10万円。 

 ５款、１項、延滞金、加算金及び過料、１

目、延滞金は本年度予算額５千円。 

 ５款、２項、雑入は本年度予算額２万３千

円の計上でございます。 

 次に歳出についてご説明申し上げます。後

期９ページをお願いいたします。１款、１項、

総務管理費、１目、一般管理費は本年度予算

額189万３千円の計上で、前年比55万４千円の

減額でございます。 

 １款、２項、徴収費、１目、徴収費は本年

度予算額７万４千円の計上で、前年比５万４

千円の増額でございます。 

 後期10ページをお願いいたします。２款、

１項、後期高齢者医療広域連合納付金、１目、

後期高齢者医療広域連合納付金は本年度予算

額1571万３千円の計上で、前年比154万円の減

額でございます。減額要因は事務費負担金で

42万３千円の減額、保険料負担金で78万円の

減額、保険料基盤安定負担金で33万６千円の

減額で、実績によるものでございます。 

 ３款、１項、償還金及び還付加算金は１目、

保険料還付金、２目、還付加算金の計で本年

度予算額２万円。 

 ４款、１項、予備費は本年度予算額10万円

の計上で、前年比４万円の増額でございます。

以上が事項別の内容となります。よろしくご

審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説

明を終わります。 

 お諮りします。 

議案第13号、平成31年度占冠村一般会計予

算の件から、議案第20号、平成31年度占冠村

歯科診療所事業特別会計予算までの件につき

ましては、議長を除く６人の議員で構成する

予算特別委員会を設置し、これに付託のうえ

審査することにしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第13号から議案第20号ま

での件については、議長を除く６人の議員で

構成する予算特別委員会を設置し、これに付

託のうえ審査することに決定しました。 

 暫時、休憩をいたします。休憩中に予算特

別委員会の委員長、副委員長の互選をお願い

いたします。 

休憩 午後２時01分 

再開 午後２時13分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

諸般の報告をいたします。休憩中に開催さ

れた予算特別委員会において、委員長に大谷

元江君、副委員長に長谷川耿聰君が互選され

た旨の報告がありました。 

 

◎休会 

○議長（相川繁治君） お諮りします。議事

の都合により、３月９日から10日までの２日

間を休会したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。

したがって、３月９日から10日までの２日間

を休会することに決定しました。 

 

◎散会宣言 

○議長（相川繁治君） 以上で、本日の日程

は、全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

本日はこれで散会いたします。 

散会 午後２時14分 
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

                   平成 ３１ 年 ４ 月 ４ 日    

占冠村議会議長     相 川 繁 治 

    （署名議員） 

占冠村議会議員     佐 野 一 紀 

 

占冠村議会議員     工 藤 國 忠 
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平成31年第１回占冠村議会定例会会議録（第３号） 

平成31年３月11日（月曜日） 

 

○議事日程 

  議長開議宣言（午前10時） 

日程第 １   平成 31 年度村政執行方針及び教育行政執行方針 

日程第 ２ 議案第 １号 財産の無償貸付について 

日程第 ３ 議案第 ２号 
占冠村職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する

条例を制定することについて 

日程第 ４ 議案第 ３号 
占冠村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ５ 議案第 ４号 
占冠村保健事業検診受診料徴収条例の一部を改正する条例を

制定することについて 

日程第 ６ 議案第 ５号 
占冠村一般廃棄物処理施設の技術管理者の資格に関する条例

の一部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ７ 議案第 ６号 

占冠村簡易水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理

者に関する条例の一部を改正する条例を制定することについ

て 

 

○出席議員（７人） 

  議長  ８番 相 川 繁 治 君  副議長  １番 工 藤 國 忠 君 

      ３番 大 谷 元 江 君       ４番 長谷川 耿 聰 君 

５番 山 本 敬 介 君       ６番 五十嵐 正 雄 君 

７番 佐 野 一 紀 君 

 

○欠席議員（０人） 

 

 

○出席説明員 

（長部局）     

占 冠 村 長 田 中 正 治  副 村 長 松 永 英 敬 

会 計 管 理 者 伊 藤 俊 幸  総 務 課 長 多 田 淳 史 

企 画 商 工 課 長 三 浦 康 幸  地 域 振 興 対 策 室 長 藤 田 尚 樹 

農 林 課 長 平 岡   卓  林 業 振 興 室 長 今 野 良 彦 

建 設 課 長 小 林 昌 弘  住 民 課 長 小 尾 雅 彦 

福祉子育て支援課長 木 村 恭 美  ト マ ム 支 所 長 平 川 満 彦 

総 務 担 当 主 幹 阿 部 貴 裕  職 員 厚 生 担 当 主 幹 森 田 梅 代 
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財 務 担 当 主 幹 鈴 木 智 宏  企 画 担 当 係 長 佐々木 智 猛 

商 工 観 光 担 当 係 長 橘   佳 則  農 業 担 当 係 長 杉 岡 裕 二 

林 業 振 興 室 主 幹 髙 桑   浩  建 築 担 当 主 幹 嵯 峨 典 子 

環 境 衛 生 担 当 主 幹 後 藤 義 和  戸 籍 担 当 係 長 竹 内 清 孝 

国 保 医 療 担 当 主 幹 上 島 早 苗  保 健 予 防 担 当 主 幹 岡 本 叔 子 

村立占冠診療所主幹 小 瀬 敏 広  社 会 福 祉 担 当 係 長 野 原 大 樹 

介 護 担 当 主 幹 細 川 明 美  子 育 て 支 援 室 主 幹 石 坂 勝 美 

（教育委員会）     

教 育 長 藤 本   武  教 育 次 長 合 田   幸 

学校教育兼総務担当主幹 松 永 真 里  社 会 教 育 担 当 主 幹 蠣 崎 純 一 

（農業委員会）     

事 務 局 長 平 岡   卓    

（選挙管理委員会）     

書 記 長 多 田 淳 史    

（監査委員）     

監 査 委 員 木 村 英 記  監 査 委 員 山 本 敬 介 

事 務 局 長 岡 崎 至 可    

 

○出席事務局職員 

事 務 局 長 岡 崎 至 可  主 事 久 保 璃 華 
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開会 午前 10時 

 

◎開議宣告 

○議長（相川繁治君） おはようございます。

ただいまの出席議員は６人です。定足数に達

しておりますので、これから、本日の会議を

開きます。 

 

◎議事日程 

○議長（相川繁治君） 本日の議事日程は、

あらかじめお手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 村政執行方針 

○議長（相川繁治君） これから村長、教育

長の執行方針に対する質疑を行います。なお

質疑、答弁は要点を明確にし、簡潔に発言し

てください。はじめに村長の執行方針に対す

る質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） それでは、平成31

年度村政執行方針について、何点かお伺いい

たします。実は昨年の執行方針を持ってきて

今年と比べたんですけども、保育所が目玉と

して今年はあがっていると。あとはたいして

中身の大きな変わりはないと。そこで私の言

いたいことは、昨年は23ページ、今年は25ペ

ージ、村政執行方針の村長の説明を聞いてい

ると、最初は元気だったんですけれど、24ペ

ージくらいから、だんだん力がなくなってき

たと。中身を熟読すると、実に微に入り細に

書いてあるんですけれども、これほど細かく

村政執行方針を書く必要はないんではないか

と。だいたい半分くらいにまとめてはいかが

か、これが第１点目。 

次に、第２点目は６ページ、保育所でござ

います。いろいろと保育所の基本計画や設計、

概要をいただいているんですけれども、かな

り内容は充実した立派なものであります。こ

こで保育される子どもはさぞ楽しく元気な子

どもになって、小学校に行けるんでないかと

このように考えています。私が一番心配して

いるのが、子どもの数の推計ですね。空き家

にならないか。これだけの建物、給食室から

全部整っておりますので、これだけの建物を

有効に使うには、ある程度の人員が持続的に

いなきゃならないと、将来の園児の推計をど

のように考えてこのような建物にしたのか。 

もう１点、保育所について、豊かな森林と

地域社会が作る夢のある子どもの拠点という

ことで、絵を見ると緑がいっぱいあって、そ

の中でのびのびと子どもが生活するような状

況に見られます。これらの周辺の整備をどの

ようにやるか。あまり木を植えすぎると、ボ

ーボーになってしまうので、後の周辺の管理

体系をどういうふうにするか。管理といえば

いろいろありますけれども、それらを含めて

村長の考えをお聞きしたいと思います。 

次に、７ページの下段に、経済循環が図ら

れる産業基盤の振興とあります。この中で、

新規就農やＵターンということがある。新し

く農業をするのに、占冠村に本当に新しく入

る農地があるのか。あまりひどいところに入

れても、みんな逃げて帰ってしまいますから

ね。ある程度整った農地がなければ、新規就

農はこれから無理かなと思うんですけれども、

そのへんどのように考えているのか。それか

ら、最近は小規模でも農家ができる。例えば、

園芸、そ菜栽培だとかいろいろあります。こ

れから新規就農者にどういう作目を選択して

入れる計画があるのか。そのへん教えていた

だきたいと思います。 

それから11ページ、林業の第六次化の問題

で、エゾシカ・薪・メープルシロップなどと

書いてございます。８日の道新にネット通信
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アマゾンと連動と、メープルシロップがかな

り大きく宣伝されております。占冠のメープ

ルシロップがこれまでになったかと、歓迎し

ているところでございます。しかし、六次化

を進めるのであるならば、いまいち占冠の事

業主体が弱いと、もう少し強力な事業主体を

作って、六次化に向かわなければ、いずれ消

えてしまうような感じがします。 

それと、ここではエゾシカ・薪・メープル

シロップ、薪は昔から焚いているから六次化

云々ってことになるか、それは別問題として、

今後どこまで六次化を進めるか。しかもエゾ

シカ・メープルだけにこだわってやるのか。

新しく六次化を取り入れるのか。もしも取り

入れたとするならば、先ほど申し上げたよう

に事業主体をがっちり作ることと、それから

村の中で片手間ではだめだと思うんですよね。

やはり専門職を置く必要がないかと思うんで

すけれども、そのへん村長の考え方を教えて

いただきたいと思います。 

次に、18ページ、老人福祉の問題について

はいろいろとございますが、ここに書いてな

いんですけれども、老人福祉については住み

やすい環境、家庭においても住みやすい家づ

くりというようなことが必要になります。そ

こで、一般質問で申し上げた、役場の３階ま

での階段、これを一つ老人福祉のために直し

ていただきたい。バリアフリー化をしてはい

かがかと、このように考えております。 

最後に、24ページと25ページ跨りますが、

24ページの中段、財政の問題ですけれども、

繰入金は、財政調整基金で２億1133万円、特

定目的基金は11基金で２億6554万円の繰入で

12.81％の増額を計上しておりますと、こう

書いてあります。そこで25ページ、30年末の

見込み基金残高は、財政調整基金７億6775万

円。結局、今年、繰入金の財調を２億１千万

使うと残りが７億１千万ですから、５億そこ

そこになる。大分、財調が枯渇していくよう

な感じがあります。もう一つここで大きな事

業をやればこの財調は飛んで行ってしまうと

思うんですよ。そのへんの考え方を伺いいた

します。以上、質問を終わります。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 長谷川議員のご質問

にお答えをしたいと思います。まず、私がお

示しをいたしました村政執行方針が26ページ

にも及びまして、大変長い内容で大変でしょ

うというご指摘でございますけれども、私も

執行方針を調整する際に、それぞれ思いとし

ては、説明をきちんとしたいということから、

もっと長いものが原案でありました。 

その中で、頭出しをして、どうしても言っ

ておきたいことだけを拾い、選択したつもり

でございますけれども、なかなかここを全部、

ある程度省略してしまうと、議会あるいは村

民の皆さんに私の思いも伝わらないんじゃな

いのかなということで、ちょっと長くなって

時間もかかるということで、大変申し訳ない

とは思いますけれども、どうしても項目立て

をさせていただきまして、私の思いとして説

明をさせていただきたいということで、こう

いった内容になっています。元気がなくなっ

たと言われたんで、最後のほう元気出してや

りますんで一つよろしくお願いします。 

それから次に、保育所の問題でございます。

保育所の子どもの数の推計ということでござ

いますけれども、施設については議会にも何

回かご説明をさせていただいて、将来０歳児

から６歳児、学校入るまでの間の６年間の保

育、幼児教育を含めてしたいということで40

人に設定をさせていただいております。推計

でございますけれども、今、25年から産まれ

た方が、おおよそ30年を含めて入ってこられ
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ると。この先はちょっと推計ができませんけ

れども、今いらっしゃる方がそのまま保育所

に入られるとすれば、出生数で25年が11名、

26年も11名、27年が10名、28年が８名、29年

が８名ということで、概ね10名前後の方が現

状では出生数としてカウントされております

し、私の希望を申し上げますと、いろいろな

移住・定住含めて、少子化を含めてこの数が

増えるような政策を打ちながら、この出生数

を確保して将来40名の施設になるように考え

ておりました。 

40名としておりまして、なかなかこの10年

間を踏まえても多くなるということは、想定

し辛いわけでございますけれども、仮に出生

数が少なくなったとしてもこの規模の施設を

作って、少し規模的には大きくなっておりま

すけれども、子育て支援のセンター、あるい

は子育て相談も含めた施設としても活用し、

地域の中で子どもと大人が交流できる施設と

して活用もできるということでございますの

で、そういった活用を含めてこういった規模

にさせていただいたということでご理解をお

願いしたいと思います。 

それから、緑豊かな環境整備ということで、

確かに議員のご指摘のとおり、森林について

は管理如何で邪魔にもなりますし有効にも活

用できると、こういったことは想定されます

ので、そういった意味では、高木、低木、あ

るいは広葉樹の葉っぱの問題を含めて十分、

木の配置等を含めて考慮しながら。それから

管理をきちんとして、緑豊かな自然環境の中

で子育てができるような施設にしたいと思い

ます。併せて、管理のために薪ボイラーも含

めてですけども、保育所にそういった公務補

さん的な管理する職員も配置をして、環境整

備も行ってまいりたいと思っておりますので、

一つよろしくお願いをしたいと思います。 

次に、農業問題で新規に入る農地があるの

かということでございます。農地については

限られた現状の中で、大規模な農業者を迎い

入れるというのは、なかなか難しいだろうと

私も思います。考えられるとすれば、高齢、

あるいは離農をされた跡地を含めて土地を利

用して、そこに新たな入植者ができないかも

含めて検討する必要もあると思いますし、農

業関係者等ともいろいろお話をさせていただ

いているんですが、農地利用について、ぜひ、

村全体の中での総合利用を含めて検討いただ

けないもんかなということを一部お話もさせ

ていただいている現状でございます。 

そういった中で、まさに国策においてTPP

を含めて大規模経営を進めている現状にあり

ます。占冠のような農地の少ないところにお

いては、小規模農業者も生活できる、経営が

できる、営農ができる環境作りも必要になっ

てくると思います。たまたま昨年は、ユリ根

農家が入植したり、その前からは羊の農家さ

んが入植したり、そういった意味では酪農、

畜産の大規模経営でなくても、畑作を含めて

小規模経営でありながらでもなんとか生活の

できる農業者の育成も可能になるような政策、

あるいは協力、支援をしていくような方向性

でこれからも進めたいなと考えているところ

でございます。 

次に、林業六次化の問題でございますけれ

ども、議員のご指摘のように林業主体の育成

というのは私も執行方針に書かせていただき

ましたけれども、占冠村の場合はこれが大き

な課題だろうと思っています。事業主体はさ

まざまで、小規模な事業主体は点在しますが、

過去のような大きな会社が木工場をやったり、

そういったものがなくなってきた現状を踏ま

えれば、小規模事業体の育成、あるいはそれ

の共同化を含めて事業体の育成というのは大
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きな課題になるだろうと思っております。こ

れらをなんとか前に進めたいということで、

林業六次産業化の交付金の中で若干進めてお

りますけれども、十分な成果が得られていな

いというのもご指摘のとおりだと思いますの

で、31年度で見える形に作り上げたいと、こ

ういう意気込みを持ってございます。 

六次産業化はここに記載されたもの以外に、

林業振興においては木材加工、それから木材

販売を含めて、一つの主体として山づくりと

併せて取り組むということは当然の林業振興

につながると思っております。専門的な業種、

施業を含めて専門的な要素もありますので、

議員のご指摘のように、専門職の配置は村に

とっても大事だなとも思っております。 

これまで道の林業専門員、あるいは国有林

の林業を専門に施業されてきた方々にお手伝

いをいただきながら、少しずつそのノウハウ

を蓄積はしてきました。しかしながら、なか

なかその事業体が育たない中で難しい面もあ

りながらやっておりますし、今後、それをい

かに拡大して作っていくかということは、こ

れからの課題でもありますし、平成31年度に

おきましては、国有林の職員を林業専門の対

策室長ということでお迎えしながら、民国連

携を含めた林業振興について、取り進めたい

ということで現在考えております。 

次に、老人福祉の問題です。当然、ここで

住み続けるためには、さまざまな要素が必要

だろうと。現状できる範囲の施策は私として

はやっていきたいと思っています。その中で、

議員から一般質問でもあった役場のバリアフ

リー化でございますけれども、確かに、新築

すればバリアフリー化もできるだろうとは思

いますけれども、なかなか検討するには時間

がない。それから、総合センターを建て直す

議論がまだ十分熟してない中でなかなか難し

いだろうと思っております。高齢者が３階で

会議をやるとかは避けて、１階のコミュニテ

ィプラザの会場を使うとか、今の福祉施設と

ま～るとノンノ、こういった会場に振り分け

ながら、お年寄りあるいは障がい者が集まる

ような催しものについては配慮をしていくと

いうようなことで考えておりまして、なかな

かこの３階までのバリアフリー化は現状難し

いなと考えてございます。 

次に、財政問題。議員に兼ねてから財政問

題についてご心配をされているということも

何回かやり取りをさせていただいて承知して

おります。この繰入金につきましては、特に

財政調整基金については、その時の予算を組

む時に歳入不足が生じたときに基金を入れて、

言ってみれば、歳入、歳出を合わすというこ

とですので、歳入にあっては歳出に合ってな

いじゃないかというご指摘も過去受けてきま

したけれども、どうしてもさまざまな緊急案

件を含めて行政運営するうえで、こういった

貯金、つまり基金を繰入なければ予算が成り

立たないというのが現状としてあります。 

予算段階で繰入をかなりやっていますが、

決算時においては積立、あるいは繰入の戻し

を含めて、実績としては予算から比較すると

かなり減額をした中で決算をやるように、補

正とか新たな事業を年度内に行わないなどの

やりくりをして、この基金を減らさないよう

な努力をしているつもりでございます。 

議員のご指摘のように、今７億あるものが

２億入れちゃうと５億だということですが、

良いか悪いかはちょっと別ですが、合併協議

をやっていたころは、２億くらいしか基金が

ない時代もありました。ほとんど入れられな

いんじゃないか、自立推進計画を作ったとき

に基金はゼロになるんじゃないかと、あれだ

け締めても基金残高がなくなるような状況も
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あったわけでございますが、今は７億円、多

い時で９億くらいまでいったんですかね。そ

ういった中で基金も活用しながら、積立もす

る、あるいはさまざまなものを効率化、省略

して基金残高を減らさない努力もこれからも

続けてまいりたいと思っておりますので、ご

理解をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） かなり細かくお答

え願ったので質問することはあまりないんで

すけれども、単純に再質問しますから、短く

答えて下さい。 

１点目の村政執行方針長すぎ、あまりにも

これ微に入り細に入り書きすぎでないかと。

これは村長の自由ですから、この倍あったっ

てよろしいんですけれども、もうちょっと簡

略化したほうがよろしいんでないかと、そこ

をちょっと申し上げておきます。 

それから保育所の問題、これは占冠の総合

的な発展につながる子どもの問題ですので、

満足させるような施策、子どもが減らさない

ような施策をぜひ取っていただきたい、この

ように考えております。 

それから周辺の整備については、やはりこ

れだけ広いところで、いろいろな庭木やなん

かあるから、年に１度くらいはそれらしき樹

木の剪定屋さんを連れて来てきれいにやられ

たらいいんでないかと。それから下草の関係

があります。上の方は目立つんだけど、下草

がボーボーになる場合もありますんで、その

へん併せて一つこの環境整備にご配慮願いた

いと、このように考えております。 

それから新規就農はなかなか難しいんです

が、占冠の農業形態を見ると、大きく酪農と

肉牛ですか。それから中くらいで肉牛と、そ

菜園芸、ハウス栽培、いろいろありますけれ

ども、なにも大きいから農家できるわけでは

なく、小さくても農家はできる。作目の選択、

何がこの村に合うかということはよく検討し

なきゃならんと。本当にハウス栽培がいいか、

気候の条件もありますから。ニニウあたりは

なんでも採れますので、やはり新規就農をさ

せるのにはある程度、きちんとした条件が必

要なので、そこに入れるような格好で努力願

いたいと、このように考えております。 

それともう１点、現在農家をやっていても、

やがて高齢者になって農家を辞めなきゃなら

ない家庭がそろそろ出てくるような気がしま

す。そういう家庭対策、空き地対策、そのへ

んを十分配慮したほうがよろしいんじゃない

かと思います。 

それから３点目の林業の六次化です。これ

六次化と言えばかなりかっこよく聞こえるけ

ど、なかなか難しい仕事です。ここでは、エ

ゾシカ・薪・メープルと書いてあるんですけ

ど、占冠で六次化、何を本当にやって、これ

が自立してやっていけるのかと。補助金があ

るうちはいいんですけれども、最終的に自立

化しなければ六次産業やった、金ばっかり使

って値がないんですよね。前に僕が提案した、

朴の葉っぱだとか、牛のエサだとか、シコロ

の木ですか、皮ね。いろいろと六次化、まだ

他にあると思うんですよ。これについては、

がっちりした事業体とこれに関わる専門家こ

れを置かなければ、絶対達成できないんです。

村では最終的に六次化を何を目指してやるの

かという視点がはっきり分からないんですよ。

そのへんきちんと、協議したほうがよろしい

かと思います。 

それから、老人福祉ですけれども、これに

ついてはぜひ３階の階段を直していただきた

い。これだけ申し上げておきます。新庁舎を

建てるなんて言ったって、いつのことか。今

すぐにはならないので、階段を直すんだった
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ら、どのくらいかかるか。設計屋じゃないか

らよく分からないけれども、設計して施工す

れば２、３年もあれば、金があればできると

思うんですけれども、老人福祉のためにぜひ、

ここに書いてないんですけれども、僕には書

いてあるように見えるんですよね。これをや

っていただきたい。 

それから、財調の問題で、いずれにしても

残高は７億6775万円です。これしかないんで

すよ、今のところね。これを有効に活用する

ためには、やっぱり仕事の選択が必要と思い

ますけれども、これをなくさないように努力

していただきたい。以上です。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 再質問にお答えをい

たします。村政執行方針の記載につきまして

は、もうちょっと簡潔にする努力をしながら、

項目立てだけはしないと理解はいただけない

ものですから、説明を少し短めにということ

で、検討はしていきたいと思っております。 

それから、保育所につきましては満足でき

る政策ということで、しっかりやってくれと

いう励ましをいただいたと理解をしました。

樹木の整備、管理についてはご指摘のとおり、

きちんと管理しながら、支障のない対応をし

てまいりたいと思っております。 

それから、営農問題につきましては議員の

ご指摘のとおり、占冠の限られた農地の中で、

小規模営農ができる施策も必要なのかなと思

いますので、そのへんは農業者の皆さんとも

協議しながら、あるいは農協問題もいろいろ

あるんですけど、農協とも協議しながら進め

てまいりたいなと思っております。 

それから、農業者の高齢化・離農も含めて

農地の再利用等は、当然そういった問題、に

わかに感じられるところもありますので、ぜ

ひそういった対応も農業委員会等、農業者と

も協議しながら進めてまいりたいと思います。 

林業の六次化の問題ですけれども、村とし

てはさまざまなメニューも含めて提案をし、

それから実際にそういった取り組みもさせて

いただいております。村の立場としては、自

立化できるものに育ってもらうということが

一番肝要かなと思っておりますので、これか

らも長い目で見ていただいて、成果上げるよ

うに頑張りたいなと思っています。 

それから、専門家の導入につきましては、

狩猟的価値のビジネス検討委員会というのが

ありまして、その中で専門家による議論を行

っていただいておりますので、ご意見も拝聴

しながら、ぜひ参考にして自立化に向けて努

力してまいりたいと思っているところでござ

います。 

階段につきましては、先ほど申し上げたと

おりでございますけれども、思いはわかりま

した。そんなところですいません。 

財調と基金の運用につきましては、議員の

ご指摘のとおり、占冠村が持続可能な自治体

として生きていくためには、財政の基盤がき

ちんとしないとなかなか難しいだろうと思い

ますので、そういったところは意識しながら

財政運営は進めてまいりたいと思っておりま

すので、よろしくお願いします。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ありません

か。 

 １番、工藤國忠君。 

○議長（相川繁治君） １番、工藤國忠君。 

○１番（工藤國忠君） 議長のお許しをいた

だきましたので、何点か質問したいと思いま

す。まず、２ページの下段、はじめにですが、

トマムリゾートの関係ですが、今後における

地域経済の融合に結びつけたいということで

すが、具体的な取り組みについての考えをお

伺いします。 
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それから、５ページの下段、３番の未来を

託す子どもの環境づくり。将来に向けて子育

てのイメージが描けるように進めるというこ

とですが、イメージについての具体的な考え

をお伺いします。 

それから、３点目、14ページ下段、移住・

定住ですね。トマム地区においては、クライ

ミング体験や住民ワークショップなどにより、

移住者等を地域へ受入れるための体制づくり

を進めるということですが、どのような体制

とその内容についてお伺いいたします。以上

です。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 工藤議員のご質問に

お答えをしたいと思います。冒頭、ちょっと

聞きそびれちゃいまして、調整というか考え

整理をするのに時間を要しました。大変失礼

しました。 

はじめに、地域における地域経済の融合に

結び付けたいということで、持続可能な地域

づくりということになろうかと思います。占

冠村観光客数の増加と経済を融合させる取り

組みについては、さまざまなものがあると考

えております。 

一つは、地元産品とリゾートの消費とを結

び付ける取り組み、現在も村内で作られた木

工品だとか、山菜加工品などがリゾート内の

お土産品として販売されております。年によ

っては変わりますが、地元野菜がリゾート内

で提供される事例もございます。このような

地元生産とリゾートの消費を結び付ける取り

組みが必要であると考えております。 

また、道の駅や物産館の飲食店における、

インバウンドの需要も大きいものがあります

ので、アジア圏対応のクレジットカードや電

子マネーなどに対応できる環境整備の推進な

ども必要ではないかと考えております。こう

いったさまざまな取り組み、本村でできるこ

とを取り上げながら、今後におきましても、

リゾート、あるいは商工会などと連携を取り

ながら観光客の増加と地元経済との融合を進

める取り組みを進めてまいりたいと考えてい

るところでございます。 

次に、将来に向けた子育てのイメージが描

けるように進めるということでございます。

やはりお子さんを育てるというのは、お腹に

いるときから中等教育までの子育ての中で、

占冠で育てて大きくするイメージは、さまざ

まな行政的な手助けも必要ですし、環境整備

も必要だろうと思っております。 

そういった意味では、占冠村で本当に子ど

もを育てたい、と思える環境、つまり周産期

医療、現在は検診、あるいは交通費の助成も

行っております。それから産まれてからの検

診、予防接種、あるいはさまざまな相談、そ

れから保育所を今より充実させる。そして学

校教育においてもさまざまな体験、自然学習

を含めて環境づくりを進める。なかなか中等

教育が本村にはありませんので、奨学資金、

あるいは交通費助成を含めて環境を整備する

と。これらをつなげることで占冠で教育がで

きるという親の気持ちを調整する中で、本村

で子育てをしていただきたいなといったイメ

ージを、それぞれの保護者が抱けるような環

境をどう作っていくのかということが、私の

イメージするところでございます。 

それから、移住・定住に関しましては、実

績としても、人数的には限られておりますけ

れども、毎年２名、３名ということで、ここ

２年で５名ほどの移住者を迎え入れておりま

す。体制づくりはさまざまあると思いますけ

れども、その中にはちょっと暮らしとか、利

用者との交流や移住支援、移住ツアーの実施

等の交流支援があります。それから、リゾー
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ト関係者との交流ということで理解と地域へ

の定住による新たな担い手づくりということ

で、リゾート関係者との交流も一方で必要な

んだろうと。 

それから受入れのための具体化のために、

今トマムではワークショップ等を開催しなが

ら、地域の住民の皆さんの意向も踏まえて、

交流も含めて行ってきているということで、

あらゆる手法等を通じて占冠に対する理解を

深めることで住んでいただけるという環境が

少しずつ醸成されるのかなと思っていますの

で、こういった対策もやっていきたいと思っ

ております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ここで11時05分まで

休憩いたします。 

休憩 午前10時54分 

再開 午前11時05分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。村長の執行方針に対する質疑

を行います。質疑はありませんか。 

 ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 議長のお許しをいた

だきましたので、村政に関わる執行方針につ

いて若干の質問をさせていただきます。 

７ページの、経済循環に図る基幹産業の振

興の①酪農・畜産についてであります。畜産

経営安定化事業の延長と、酪農の経営安定化

を図る支援施策は継続してやるということで、

中段の今年度、北海道が事業主体となる道営

草地基盤整備事業の調査設計が始まるという

ことであります。串内については沿線５市町

村が関わるから省きましても、村内でも草地

整備が計画されており、良質な粗飼料の生産、

草地につても７年ごとに更新をされていると

いう状況でありまして、４名、笹が進行して、

浸食されて草地がだんだん小さくなっていく。

そういうことから、このような草地の整備が

されるということは、粗飼料の生産等につい

ても、いいことでないのかなと思います。本

事業の推進ということで今年度これがやられ

るのかどうかということを伺います。 

次に16ページの(5)地域交通についてであ

ります。村営バスのトマム線の車両が老朽化

しているということで、維持修理費もだんだ

ん増加していることから、更新をされるとい

うことですが、今、現在使用している中型バ

スなのか、それより小さなバスなのか、その

へんをお聞きしたいと思います。 

それから、今年度から予約型の運行時間は

８時から17時30分とこれはこれでいいのかな

と思うんですが、上トマムから村営バスを運

営して、富良野への接続車両、週１回やると

いうことは、以前にもやっていたのと同じよ

うなことをやるということなのかな。富良野

へ行く沿線については、早朝はトマムから要

するに、今は幾寅、東鹿越までしかきてない

んですか、そこで接続して富良野へ出て、帰

りは本村に来るバスで来て、占冠分岐点、ト

マムに行く分岐点で降りて乗り換えるという

ような方法なのか、お伺いをいたします。 

その次、17ページの地域協働の取り組みで

あります。各行政区長会議でも、地域の住民

団体として、要するにボランティア組織を要

請しているようでありますけれども、宮下に

は以前から住民組織として、また防災等、生

活支援等を含めてやっておりました。千歳・

本通でも取組みがなされていると思いますが、

宮下のことを言えば、特に有償ではありませ

んので、遊園地の草から空き家の草刈り、除

草剤を撒くことはできないということで、そ

ういうことをやっているということです。 

村道の引き込み線の路肩の草刈り等もやっ

ておりますが、草刈り等はブラシカッターを

使ってやっているので、石を飛ばしてガラス



 

 80 / 119 

を割るっていうこと多々あるんですよね。そ

ういう中でこれはどうなんだって言ったらボ

ランティアでやっているんだから自分で払っ

てくださいということで僕らは払いました。

前は日高にガラス屋さんがあったんですが、

今は富良野にしかないもんで、個人でガラス

屋さんに頼むと出張料まで取られるんですよ

ね。僕も一昨年川添の集会所の表玄関のガラ

スを割っちゃって、富良野に頼んだら、なか

なか来なくて１カ月くらいかかってやっと来

たんですが、余計な経費も掛かっちゃうとい

うことであります。 

今、公住の空き家が25戸あると。村で業者

に委託して屋根の雪下ろし等の管理をしてい

るわけでありますが、きちんと対応しなかっ

たらガラス割るぞって。フードも元々あった

のでなく後付けなもんだから、雪がのっそり

積もれば曲がっちゃうんだね、そして捻じれ

てガラスが割れちゃうと、そういうこともあ

りました。そのへんどうなるのかということ

も含めてお聞きしたいと思います。 

防災対策にも関わりがあるんですが、宮下

のボランティアについては、防災自主組織と

いうことで運動しております。冠婚葬祭の葬

祭部分についてもやっておりますが、ボラン

ティア保険みたいなのがあって、対応できる

ものであればそうしてほしいなと思うが、そ

のへんお聞きしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 佐野議員のご質問に

お答えをしたいと思います。まず、１点目の

道営草地畜産基盤整備事業についての基本的

な考えでございます。年度別事業におきまし

ては、本年度、平成31年に議員がおっしゃっ

たとおり、測量設計、用地造成等が始まりま

す。占冠におきましてもそういった事業が行

われるということで、併せて広域連合で管理

している串内牧場の草地整備についてもこの

事業の中に組み込まれて実施をするというこ

とで進んでおります。 

今年の計画でありますけれども、平成31年

におきましては予算計上させていただいてい

るのが、占冠村の負担分ということで、串内

分が168万１千円、後で返還される分ですけ

れども、954万あるうち占冠村串内分の負担

が168万１千円ということで今年計画させて

いただいております。哺育育成センターにつ

いては農協が設置する会社で経営をするとい

うことになっておりまして、将来的には村の

負担が発生するのが串内草地広域連合分とい

う状況であります。今年は測量設計、一部用

地造成があるということでお答えをさせてい

ただきたいと思います。 

地域交通のトマム線のバスですが、ワゴン

車で14人乗りの車を計画しております。現状

の利用人員からいくとそれで間に合うのかな

という判断をさせていただきました。 

それから、上トマムから占冠までの村営バ

スの接続ですね。議員が言われたとおり、幾

寅まで出てもＪＲ根室線の不通ということで、

バスで今度、東鹿越に乗り換えて、それから

また汽車に乗って富良野まで出るということ

で、お年寄りを含めて通院に支障をきたす、

時間も掛かる、ということもありますし、富

良野駅に到着してからも、結構な距離を歩か

なければならないということで、移動村長室

の際に何人かがお見えになって、週１回でも

いいのでバスを占冠村営バスに繋いでほしい

というご要望がありました。 

なかなか毎日というわけにはいきませんけ

れども、高校通学者を送る車があるもんです

から、トマム支所まで来ていただいて予約を

いただいて、原商店前まで来ていただいて、

村営バスにつなぐと。まっすぐ協会病院、あ
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るいは西病院に病院の前で降りていただくと

いうことで、そういった配慮を今年度したい

ということです。帰りについては、また村営

バスで駅前まで来てトマム線で帰ると、それ

でトマムに着く時間が１時間くらい早くなる

そうです。そういった配慮をさせていただく

ということでございます。 

次に、地域協働の取り組みということで、

住民活動推進事業ということで、それぞれ地

区ごとにボランティア活動をされております。

平成30年の実績で申しあげますと４件ござい

まして、議員がいらっしゃる宮下地域ボラン

ティア会、それから占冠ボランティア会、そ

れから美園ボランティア会という３団体と、

今年は本通・千歳・宮下行政区の防災訓練と

いうことで、この４件を対象として申請があ

りましてので交付させていただいております。 

この経費につきましては、申請時に例えば、

機械の損耗料だとか燃料代、そういったもの

を含めて申請いただければ、内容をお伺いし

ながら、村の住民活動推進事業の補助金の中

で対応したいと思っております。併せて、ボ

ランティア保険についてもその折に申請して

いただいて、この経費をその補助金で賄うこ

とも可能と考えておりますので、そういった

修繕については想定なかなか難しいでしょう

けれども、ある程度の予測をしながら、これ

は精算払いになっておりますので、仮に余れ

ば返していただくということになっています

から、そういった想定があったけど使わなか

ったよということであれば返していただけれ

ば結構かと思っております。 

空き家対策の雪下ろし等含めた被害ですけ

れども、村でも空き家については除雪、ある

いは雪下ろしで空き家の対応はさせていただ

いておりますけれども、被害対応についても

村の保険もありますし、そういった案件が発

生すれば村の担当ご相談いただければ、対応

可能なものもあろうかと思いますから、それ

はぜひ情報発信、情報提供も含めて村として

も対応してまいりたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

 ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） それでは６点ほど

質問をしたいと思います。まず、７ページの

集落対策の関係で、特に今トマムを中心にし

て集落対策が真剣に行われているわけですけ

れども、占冠地区の商店の問題を含めて、集

落対策を占冠については早急に取り組まなけ

ればならないと考えています。それぞれ集落

対策やるって書いてありますけれども、占冠

地区については緊急性を要するし、先々考え

た場合、今のうちから手を打っていかなけれ

ばならないと考えています。このへんについ

ての取り組み方についてまず１点伺います。 

次、２点目の問題ですけれども、木材の管

理の問題で質問をしたいと思います。９ペー

ジから10ページにかけての問題です。木材の

地域商社をこれから立ち上げて準備をしてい

くとなっておりますけれども、特に新しい施

業の関係で、10ページの上段に書いてありま

すように、天然林においても、老齢過熟木や

更新障害木の多い林分の改良を図っていくと。

これについては、森林をより強度の高いもの

にしていくためにそういった施業は必要だろ

うと思っています。 

地域商社との関係で、この間、林業技術者

の資源調査によって多くの保残木等の資源が

確保されて、今まで把握できなかったことが

把握できるようになったということでありま

す。特に、天然林の中にそういったものが点

在しているということで、今後、老齢過熟木

や更新障害木の伐採等をやっていく場合のこ
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れの調査のあり方です。 

調べることができなかったんですけれども、

極印は村でも持っているという話は聞いてい

ますけれども、調査木を伐採した後も明らか

に痕跡が残るような形で、調査木も根極印等

をやっていかなかったら、例えば隣に切らな

くていい木があって、地域商社で木が欲しい

ということで無駄に調査もしてない木を切ら

れても分からないようなことになっては困る

わけです。データがあるものについては、将

来的にも有効な木も含めてあるわけで、すぐ

金になるから切るということのないように、

事件、事故を防ぐためにも、極印等を打った

木、切る木を調査している時点で明らかにす

るとともに、伐採後もきちんと確認できると

いうものを作っていく必要があると思います。

後で事件、事故が起きた場合にとんでもない

ことになって、せっかく大事な事業をやって

いることがだめになってしまうということで、

心配しているわけです。管理についてきちん

と、どういう方針を持ってこういった施業を

していくのか、考え方を伺います。 

次に３点目です。中段に書いてあります、

森林環境譲与税の問題であります。これから

実施されるということですけれども、前にも

議論しているように、本村では民有林が大変

少なくて、それも不在地主と手入れがされて

いない民有林となるとそんなにあるわけでは

ありません。そういったことからすると、森

林環境譲与税、今の制度であればうちの村に

入ってくる金は大変少ないわけであります。

それを村は活用していくということでありま

すから、具体的にどのくらいの金額が使える

のか。そういったものが試算されているから

当然これを使っていきたいということだろう

と思うんです。 

不在地主が居なくて確認できなくても、自

治体がこのお金を使って施業できるというこ

とですから、荒れた山も、持ち主に関係なく

不在地主であっても、村はその施業をできる

という法律でありますから、この金を使って

やれるとうことで、そういった意味ではいい

んですけれども、村の持ち出しが大変多くな

っていくということになれば、この譲与税そ

のものが、大変問題のある中身だろうという

ことです。以前にも申しましたように、自治

体が本当に山を良くしていくために使えるよ

うな森林環境税ということにしていかなけれ

ばならないという問題もありますんで、その

へんの考え方について伺います。 

次に４点目、11ページの中段、国有林との

連携で大々的に書いてあります。今年度は上

川南部森林管理署と森林整備促進協定を締結

して、施業団地の形成や共同土場の設置など、

民国連携で山づくりをしていくと。言葉とし

ては大変良いわけですけれども、これらにつ

いては過去にも高密路網の整備等で国有林と

連携していくということでしたけれども、な

かなかそのへんについて、進んでこなかった

ということであります。 

今後、こういったものを利用してやってい

くわけですけれども、国有林のOBから言わせ

れば、いいだけ人と事業をなくしてしまって、

もう林野庁で伐採から造林まで責任を持って

できるような体制にないから、今、国有林の

中では10年とか、長いスパンで事業体を指定

して伐採から造林までやっていくと、経営放

棄をするような国有林の方向性が出されてい

ます。この制度に乗っかっていくということ

になって、整備だけして入ってくるのは他の

大きな事業体が入って、その中で10年なり長

いスパンの中で事業体が仕事をやっていくと。

そのために村が利用されるということではあ

ってはならないと考えています。 
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ぜひ、一体の事業をやっていくということ

であれば、そこで仕事や雇用が確保されて、

地元に帰するということが大前提でなければ

ならないと思ってますんで、そのへんの取り

組み方について、単に国有林と協定を結んで、

村が道路や土場を整備してやって、入ってく

るのは他町村から大きな事業体が入って、そ

の土場を５年なり10年、有効的に使っていく

と。こんなことが、国の構想ではあるんです

よね。そんなことがやられて地元に仕事もな

んもないということであれば問題になるんで、

そのへんについてきちんと、ただ単に手を上

げてすぐ取り組むんじゃなくて、確約をでき

るようなことで取り組んでいかなかったら、

大変なことになると思っています。そうなら

ないように、そういった取り組み方をしてい

ただきたいと思っています。 

次に５点目です。12ページ、道の駅の敷地

の問題、土地の問題です。これは長い間、前

村長も取り組みをしてきましたけれども、あ

そこにはＳ電気さんの土地があって、それが

なかなか道の駅全体の構想に大きく影響して

いるということであります。道の駅の近くで

地元の農産物が定期的に販売できるようにし

ていくためには、そういった土地の確保等を

含めてやっていかなければならないというふ

うに思っています。村長も変わりましたから、

新たな気持ちでこの土地所有者との交渉をや

って、１日も早くこの土地を買って、道の駅

全体の構想、農産物の販売等を含めた事業に

寄与するような土地購入の働きかけを、早急

にやっていただきたいということです。 

６点目、これは噂で話して大変申し訳ない

んですけれども、19ページの保険・医療の関

係で特に医師の確保の問題です。今回回覧で

長期間の休みが出されていると。それはいい

んですけれども、噂の中では今いる医師は辞

めるということが出ているよという話しです。

これは公にまだ出ておりませんし、村長の行

政報告の中でも一切触れられていませんから、

それが事実でなかったら発言は取り消したい

と思いますけれども、住民の中にはそういっ

た噂の中で医師が。 

○議長（相川繁治君） 五十嵐君に注意をい

たします。噂で議会の質問は避けるようにし

ていただきたい。根拠を持った中で発言をす

るようにしていただきたいと存じます。 

○６番（五十嵐正雄君） 公には言っていな

いわけですけれども、非公式にはそういった

形が出ているということでありまして、住民

の心配をなくして、医師体制を確保していく

ためにも、そういったことがあるのかどうか

を含めて、心配はないよということであれば

結構なんですけれども、そのへんの考え方に

ついて、以上６点伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 五十嵐議員のご質問

にお答えをしたいと思います。まず、集落対

策における占冠地区の集落支援の関係でござ

います。かねてより、さまざまな機会でこの

案件については議論をさせていただいてきて

いることも承知しているところでございます。

新年度におきまして、集落支援員を新たに配

置する予定でございます。というのは集落支

援の方針の見直しが必要だろうということで

ございます。各集落で協議を行う中で、各集

落の方向性について、再度検討をしたいなと

いうことを考えております。 

占冠地区の商店対策も含めて、占冠地区の

課題の洗い出しと、対応についてもその中で

検討してまいりたいと思います。いずれにし

ても、地域の皆さんともお話をしながら、こ

の件については対応を進めてまいりたいとい

うのが、今申し上げられる範囲なのかなと考
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えております。 

それから木材の管理でございますけれども、

議員がご心配の、ある事業者にいいところだ

け持っていかれて、村の貴重な財産が有効に

活用されないということは、私もそうなって

はならないと思っていますので、当面はこの

事業体とも含めて、村がこういった資源の管

理を行い、調査、伐採等を含めて整理をして

いきたいと考えていますし、ご指摘の根極印

を含めた極印の使用についても事故のないよ

うに配慮をしながら、ぜひ進めたいと思いま

すのでご理解をお願いしたいと思います。 

それから次の、森林環境譲与税の件でござ

います。私も当初考えていた内容とは大きく

隔たりがありまして、本村のような森林が

94％も占める地域においては、当然多くの譲

与税が配分されるのかなということで、少し

は期待をしておりました。ところが、実際に

は民有林、民有林の中でも私有林、私有林の

人工林率に応じて積算された金額を譲与する

ということです。併せてその面積、それから

林業就業者数、人口によって配分がされると

いうことに現行法上はなっております。 

そういったことを考えますと、今、村で試

算しております譲与税額は、31年から33年で

235万１千円、34年から36年で毎年352万９千

円、37年から40年に至っては499万９千円、

41年から44年、段階的に上がっていくんです

けれども、646万９千円。最終的に平成45年

以降、794万１千円っていうのが現在の譲与

税額の予定になっております。村としてこれ

をどう活用するかということで、単年度の財

源としてはなかなか難しいだろうという判断

もあります。使い方は基金積み立てをして、

一定の民有林振興に使うことが定められてお

りますので、積立は許されていて、使い道は

民有林振興ということになっていますから、

それらのことを勘案しながら林業振興に結び

付けていく財源として考えたいということに

しております。現状、そういったことでご理

解をお願いしたいと思います。 

次に、国有林との連携ということで、森林

整備推進協定を締結したいということでござ

います。相手方は今、上川南部森林管理署と

協議をさせていただいておりますけれども、

まず、将来の団地化の可能性、当面の取り組

み内容をそれぞれ協議するということで、候

補地の設定をまずすると。その後、関係者の

間の事前調整ということで、具体的な取り組

み内容の検討を行いますと。この運営につき

まして、運営会議の全体の方針等を決定する

わけですけれども、これには村長、それから

所長を含めて、運営会議の設置をして、森林

共同施業団地の設定等を含めて整理した中で、

森林整備推進協定というのを締結する予定で

ございます。 

事業実施にあたっては、先行するもの、そ

れから後発するもの、さまざま考えられるわ

けであります。当然、占冠村もメリットがな

ければこの協定も結ばないわけでございまし

て、議員にご心配をいただいておりますけれ

ども、そういったことのないように進めたい

と思います。 

占冠村で考えられる取り組みとして、対象

区域の設定を行いながら、路網の連携した整

備によりまして、将来的な施業団地化を検討

してまいりたいと。それから事業コストの低

減ということで、運搬コスト、販売ルートの

拡大、銘木市等の出品、それから考えられる

のが木質バイオマスの原料の薪の確保を含め

て事業のコスト低減について、国との連携に

よって図られるのかなと考えております。 

それから木材の共同出荷ということで、共

同土場の設置というのがあります。共同土場
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の設置につきましては、連携して維持管理を

行いますけれども、山土場で運搬コストがか

かったり、山を荒らすということがあって、

共同土場を設置するわけですけれども、これ

から議論したいとは思いますけれども、例え

ば村が用地を提供した場合に、土場の設置費

用は国が負担すると。そういった国もお金を

出す、村も一定の負担をするというような方

向で進められるんじゃないかということで、

現段階では考えてございます。 

一番問題になります地域振興の貢献という

ことで、国と民有林が連携することによりま

して、森林施業技術効率化、コストの削減、

それから国有林のフィールドを活用したさま

ざまな検討会、それからエゾシカ対策の支援

とか、各種イベントへの支援を含めて占冠村

にとってもメリットが考えることから、この

内容について協定を結ぶ方向で、検討をさせ

ていただきたいと思っております。いずれに

しましても、検討会議の中で十分、運営会議

の中で十分、議員のご心配の点については協

議をさせていただいた中で締結をさせていた

だきたいと考えております。 

次に、道の駅の用地問題でございます。私

としてもぜひこの問題については解決をした

い、それに向けて努力をしたいと思っており

ます。過去の複雑な事情もありますし、そう

いったことも含めて、占冠村の内容をご理解

いただく中で、慎重に協議を進めて、ぜひ実

現をする方向で私としても取り組みたいと申

し上げたいと思います。 

最後の医師の確保でございます。医師の確

保については方針でも明らかにしたように、

やはり医師をきちんと配置をするということ

が私の勤めであるとも思っています。現在、

今日から休診になっていると思いますけれど

も、いろいろなことを含めて会期中に議論も

させていただいておりますけれども、まだ協

議段階でございますので、ここで多くを申し

上げることはできませんけれども、基本は医

師を確保してまいりたいということでぜひご

理解をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） ここで午後１時まで

休憩いたします。 

休憩 午前11時47分 

再開 午後１時00分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。村長の執行方針に関する質疑

を行います。質疑はありませんか。 

 ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） それでは平成31年度

の村政の執行方針について何点か伺っていき

たいと思います。まず１ページ、上から４行

目ですが、北海道胆振東部地震のことが記載

してあります。我が村から、地震直後から、

多くの職員が厚真町に道の要請もあって、援

助に出たと聞きました。危険を顧みず行かれ

た職員の方には感謝と敬意を表するところで

ありますが、こういった災害への対応、今後

またどこで何が起こるかわからないという時

代になっておりますけれども、行政としてど

ういう対応をこれからされていくのか、１点

お伺いしたいと思います。 

続きまして３ページ目、行政の推進には情

報発信が必要であり、と記載があります。行

政にとって、情報発信で非常に重要な部分か

と思います。ますますこういったICTが進ん

でいく世間では、その重要性が増してきてい

るなと思うんですが、広報という分野があり

ますけれども、基本的に広報は占冠広報を作

るというのが仕事ではないと思うんですよね。

占冠広報というのは、広報するための一つの

ツールであって、占冠広報作るための部署が

広報ということではないと。村としての広報
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ということをもう一度考えていただきたいな

と思います。 

特に情報の分野では、やはり村のホームペ

ージを見たら欲しい情報がすぐに手に入るよ

うな体制を整えること。そして村の、広告、

宣伝も行政ですからあれですが、移住・定住

を含めて、広くそういったことをしていくの

も、広報の役割だろうと思います。 

それともう１点、近年大きなことですが、

災害時の情報発信。SNS、ツイッターについ

ては災害時も非常に有効であることがわかっ

てきております。昨年の停電時も観光協会の

ツイッターが随分こういった役割を果たした

なと思っていますが、防災担当との兼ね合い

もあるでしょうけども、ぜひSNS、ツイッタ

ーを含めた情報発信、広報についてどういっ

た考えがあるかお伺いしたいと思います。 

３ページのその下、経済循環が図られる取

組みということで、これは村長の政策の中で

非常に大きいところかなと思っておりますが、

現在好調であるトマムの星野とクラブメッド

のリゾートということで、そこにはたくさん

の経済のチャンスがあると思うんですね。ま

してや、うちの村は、道の駅があり、そして

パーキングエリアがあるということで、販売

をしていくような場所というのは非常に恵ま

れているところにあるなと思っておりますが、

いかんせん、やはり村の産物というのがなか

なかそこでたくさん売られている状況にはな

いということです。 

道の駅でも、夏場は野菜もあって賑やかな

んですが、冬場になりますと野菜がない分、

少しさみしくなっていくと。道の駅に並んで

いる商品、いろいろ工夫をされてだんだん商

品も増えてきてはおりますけれども、商品開

発、特に農業分野、夏は売れますが冬に売る

ものがなかなかないということも含めて、商

品開発をする、付加価値を付けることを積極

的にやっていくべきかなと。大分前になりま

すが、リゾートの中のフォレスタモールの中

に空き店舗があった時に、村のPRショップを

１シーズンやったことがありましたね。そん

なに効果はなかったんですけれども、ああい

ったチャレンジですよね。パーキングエリア

とか、トマムにそういった店を出す、もしく

はそういったコーナーをつくるということで、

経済循環ということを、具体的な取組みにし

ていく必要があると思っているんですが、そ

のへんの考えをお伺いしたいと思います。 

続きまして４ページ、一番下の方、地域医

療の充実や福祉の充実の拡充ということです

けれども、消防と先日情報交換をしましたら、

今年度は救命士を１名増やしますよというこ

とでありました。ここで広域連合のことなん

ですけれども、広域連合で扱っている消防、

給食、衛生ですか。広域連合で扱っているも

のは、基本的に行政が効率を良くするために

進めているというものでありまして、サービ

スを受ける住民側にとっては、それが広域連

合の範疇なのか、行政の範疇なのかは、関係

ないといえば関係ないんですよね。 

広域連合だから消防のことを行政側が情報

発信しなくていいのかということにはならな

いと思いますので、もちろん予算は別になり

ますけれども、しっかり消防についても、も

しくは給食とかそういった分野についても執

行方針の中には、広域連合という枠で入れて

いくのがいいんじゃないのかなと思います。

救急救命士が１人増えるというのは、住民に

とっては安心の要因が一つ増えるということ

ですから、そういった情報もしっかり入れて

いってほしいなと思っております。 

続きまして５ページ、上から何行かの防災

対策の件ですけれども、防災については、防
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災担当ができてから、いろいろな部分で前に

進んでいるなということで非常に評価させて

いただいております。先日も、冬期の避難訓

練を行うことによって非常に大きなノウハウ

が地域にできているなと思っております。 

ただ、昔からずっと懸案事項になっており

ます、防災無線の問題ですね。防災無線とい

うか、災害時の情報伝達。現在、地域ごとの

防災体制、防災意識が非常に整ってきている

ということであれば、小さい単位でそういっ

た連絡網をしっかり作って、確実にその情報

が災害時には伝わっていく。そういうシステ

ムを大きなお金をかけて防災無線とかを入れ

る、それを入れるのがずっと見つからないと。

お金も掛かりすぎるということであれば、う

ちの村はそんなに人数が多くないですから、

地域ごとでそういった体制を作る。それをホ

ームページ等で補完することで確実にその情

報を、どこに避難所ができました、どこが通

行止めになりましたとそういった情報がしっ

かりと伝わるようにしていただきたいなと思

います。災害の情報の伝達、この部分につい

てお伺いしたいと思います。 

あと５ページの、未来を託す子どもの環境

づくりのところですけれども、子ども向けの

施策が進んでいくというのは、今年の目玉で

もありますので、非常に歓迎することであり

ますし、今まで遅れてきた部分もぜひ取戻し

ていただきたいなと思っています。子どもた

ちがいるところには人が集まり活気が溢れま

す、という表記がありますが、これはそのと

おりと言えばそのとおりだとは思うんですよ

ね。ただ、７ページの集落対策のところで出

てきます、中央、トマム地区もいいと思うん

ですが、字占冠、双珠別地区は子どもがいる

ところに活気が溢れるというロジックは地域

づくりに当てはまっていかないわけですよね。

子どもがたくさん溢れているというのは、日

本の高度成長期の現象の一つでもあります。

エネルギーを使い放題使って、環境汚染もど

んどんして、その中で人が増えていたと。 

これから日本はどんどん少子化社会になっ

ていきます。子どもがいない地域でも、充実

した地域、幸せな地域、地域に寄り添った地

域づくりが大切じゃないかなと思うんですね。

子どもがいることは、非常にいいことではあ

りますけれども、それがいないからうちの地

域はだめだというようなところに落ち込まな

い、そこにはまり込まないように、集落対策

について進めていただきたいなと思います。 

盛り上がろうとか、発展していこうとか、

右上がり的な思想ですよね。どうしても集落

対策というとそういう思想になっちゃうんで

すが、やっぱり高齢化している地域にとって

はあまり無理をしてしまうと疲れてしてしま

って、長続きもしないですし、どういう形が

いいのか。日高の千栄地区では、地域活性化

協議会を作っていろいろやっていますが、年

に１度食べ物を持ち寄って食談会をしたり、

いろいろな活動をしています。他の地域のそ

ういったところも参考にして、集落対策を進

めてもらいたいなと思います。 

あと６ページの、上から３行目、国際感覚

を養う教育や平和の尊さを学べる教育という

ことがあります。今、アスペン市との交流が

盛んで、非常にいい状態だと思いますが、小

学校では北大の授業で中国の学生さんだった

りとか、リゾートから韓国人の方に来ていた

だいて、授業を担当していただいたりしてい

ます。アスペンだけではなく、中国、韓国、

台湾、もしくはイスラム圏。アジアの国々と

のつながりというか、そういった国際感覚と

いうのをこれからどんどん外国人が日本の中

でも増えてきますので、必要になってくると
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思います。アスペンだけに留まらず、そうい

ったことが必要になってくると思います。こ

れについてお伺いしたいと思います。 

続きまして、８ページ、畑作振興の中のア

ライグマですけれども、何回か議会の中でも

一般質問等でも出ておりますが、つい先日う

ちの庭にも出ましたけれども、本気で取組む

べきで、今を逃すと本当に増えてしまうとい

うことになると思います。栗山町で平成27年

480頭、28年432頭、29年445頭と400頭越えの

数字がずっと出ておりますが、捕獲の数です

ね。そのぐらいに爆発的に増える可能性があ

るものですので、占冠の畑作にとっては本当

に脅威ですから、今、ヒグマ、エゾシカと並

列に並べるのではなくて、アライグマについ

て対策が必要だなとに思っておりますが、こ

のへんの認識をお伺いしたいと思います。 

11ページ、森林整備推進協定の件は、五十

嵐さんに聞いていただきましたので、メープ

ルシロップについてなんですが、六次産業化

ということで、エゾシカ・薪・炭・メープル

シロップを進めてきたわけですが、メープル

シロップについては稀に見る成功例に今なっ

ていると思うんですよね。これだけ成功する

例はなかなかないと思います。他のものも同

じようにやれば、同じように成功するってい

うもんではないですよね。これは本当にぴっ

たりハマって、これから数を量産していく体

制をどうやって作っていくかということはあ

りますけれども、現状ではいろいろな賞も取

って、アマゾンでも取引が始まって、稀に見

る成功例だなと思っています。 

村としては、これも並列でやるんではなく

て、メープルシロップの成功例について、人

材に対してもっと育成をしていく、そして必

要であれば投資をしていく、これを生かすよ

うな組織づくりをしっかりしていく。こうい

ったことが非常に大事になってくると思いま

すが、このメープルシロップについて、お伺

いしたいと思います。 

あと14ページ、新エネルギーの推進とあり

ますが、再生可能エネルギーですね。今日は

３月11日ですので、本当に番組も少なくなっ

てしまって８年経って情けないなと思います

が、原発の愚かさを改めていろいろな情報を

得ることで、また再稼働をどんどん進めよう

としている現状が、非常に情けないなという

ふうに感じております。 

都市部では、原発のエネルギーに頼らなけ

ればならない状況にもあると思うんですが、

まず地方から、手近にあるバイオマス、小水

力、太陽、地熱、風力、そういうエネルギー

をしっかり使っていく必要があると。今、バ

イオマスということで村は進めておりますが、

他のエネルギーについてもしっかりと情報収

集をしながら、その可能性を探って実現して

いくことが必要になってくると思います。プ

ロジェクトチームということで動かれていた

と思うんですが、ここが機能しているのかど

うか。この方向性についてお伺いしたいと思

います。 

あと17ページ、これで最後になりますが、

地域協働への取組みということで、ファミリ

ーサポートセンター・しむかっぷについて。

非常にボランタリーな団体で、今、村の中で

大活躍していると思います。お年寄りの訪問、

見守りから、花壇の整備まで活躍をしていた

だいて、非常にありがたい仕組みだなと。た

だ、はじまってまだ時間が経っておりません。

あまり一部の方たちに負担が大きくなり過ぎ

ないように、占冠も動ける人は決まっている

ので、どうしてもそういう人たちに負担が偏

り過ぎる傾向にありますので、負担が増えす

ぎないように。その負担をみんなでシェアし
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てやっていけるような体制を、ぜひ行政も気

をつけながら、手助けをしていってくれたら

なと思っておりますが、このファミリーサポ

ートセンター・しむかっぷについてお伺いし

たいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） それでは、山本議員

のご質問にお答えをしたいと思います。地震

等の災害対策ということでご質問がありまし

た。議員のおっしゃったとおり、北海道の中

に災害協定がございまして、北海道全域市町

村に派遣要請を含めて、どこで起きても、支

援体制というのは北海道としてやっておりま

す。村としてもこういった道の協定に基づき

まして職員も派遣し、併せて被災地の対応等

を、まず感覚として見てくるということは本

村の災害対策にも十分役立つものと考えてお

りますので、そういったことはぜひ続けてま

いりたいと思っております。 

それから、防災情報等のメール発信につき

ましては、今年の訓練におきましても、LINE

を用いて情報発信等もしています。SNSを用

いた情報発信も今後、積極的にやっていきた

いなと考えております。今回の防災訓練もそ

うでしたが、議員の言われるように占冠広報

もお知らせ版ではありません。あらゆる情報

を発信するということは、住民の皆さんにと

っても有益な情報と考えておりますので、広

報を含めてさまざまな情報を発信したいと思

っております。執行方針に書かせていただい

たのは、情報がないところに新しい政策、あ

るいは新しい方向性はなかなか生まれてこな

いということで、ものが変わったり、いろい

ろな状況が変わればそれも見直しながら、情

報発信に基づいて見直し、そして新たに方向

性を示していくということは大事なことだと

思いますので、そういった意味で記載をさせ

ていただきました。 

それから、経済循環の話ですね。確かにま

だまだ、農業・林業・観光とこの３つをうま

く組み合わせて経済循環が十分図られている

とはと確かに感じております。いっぺんにや

ろうとしても、なかなか難しいということで、

地元産品をどういう形でリゾートの消費と結

び付けるのかという取組みは必要ですし、村

で作られたものがリゾート内、あるいは村内

の飲食店、道の駅、物産館等で消費をしてい

ただくということは大事なことだと私も思っ

ていますので、今後も関係者を含めて努力は

ぜひ続けてまいりたいと思っております。 

それから次の４ページの関係の広域連合の

事務事業の中のさまざまな広域連合の事業の

中でどういった内容が行われているのかとい

う部分では、村民の皆さんに十分発信してい

ない部分もあろうかと思います。広報の中で

は会議はありましたよというようなお知らせ

はして、こういうことが決まりましたという

程度のお話でございますので、なかなか今回

の予算の中で救急救命士の養成とかは例えば

議会の予算書を見ても、広域連合、消防関係

については記載がなかったもんですから、そ

ういった意味では十分、発信をしきれていな

かったという点では、今後、広域連合も含め

た一つの行政の枠組みの中で対応してまいり

たいなと思った次第であります。 

次が防災対策の情報伝達の問題です。現在

は防災情報の伝達自体はメール等での発信を、

登録者になりますけれども、行っているのが

現状です。情報を整理した上で、確実に届け

る努力をしていかなくてはなりませんけれど

も、自主防災組織、少しずつではありますけ

れども、地域の中でそういった取組みが行わ

れています。私はよく隣組と言うんですが、

５人、６人の枠組の中でお互いに地域内でそ
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ういった防災情報について、いざという時に

は、声掛けができる体制が必要じゃないのか

なということで、行政区単位にはなっていま

すけれども、自主防災組織の活用等を含めて

検討はしていく必要があると思っております。 

それから、子どもの環境づくりで、私の意

図する子どもの集まるところに人が集まる、

賑やかになるというのは、一つの大枠の自治

体の中での私のイメージです。占冠・双珠別、

あるいはそういった子どものいない地域を意

識して書いたわけではありませんので、議員

のおっしゃるとおり、集落対策、それぞれ地

域によって事情が異なります。当時、集落対

策を取りまとめした時に、地域の皆さんにも

ご意見をいただいて、それぞれ地域がやるこ

と、それから村がやること、それぞれの地域

事情で違ったと思うんですね。これらを着実

にやれるのか、やれないのかも含めて、今回

計画の内容を精査して見直し、再検討をし新

たな方向性をまた、地域のみなさんと協議を

したいということで考えておりまして、例で

提示のあったように、地域のお年寄りが集ま

って昼食会するとか、いろいろな楽しみ、あ

るいは過ごし方等、地域によってさまざまで

すので、そういったことも提起しながら共に、

その地域で楽しめる、あるいは暮らせる状況

はなんなのかということも含めて今後検討し

てまいりたいなと思います。 

次に国際感覚、国際交流の問題です。たま

たま議員の言われるとおり、アスペン市とは

姉妹提携をしていて、アスペン市との交流が

多くは前面に出ているというのも現実だと思

います。占冠村の住民登録を見ますと、41カ

国の方がトマムに限定ですけれどもいらっし

ゃいます。トマム地区では外国の方が地域に

溶け込んで、実際に暮らしていらっしゃるの

も見ていますし、地域の方々とうまく溶け合

って学校・保育所等を含めて交流をされてい

るということもあります。そういった意味で

は、他の行政区を含めてこれから膨らむとい

う可能性がありますので、そういうさまざま

な地域交流、人の交流というのは大事だと思

います。機会があればそういったことも検討

していこうと思っています。 

昨日のテレビを見ますと東日本大震災で労

働者がいなく、若者が亡くなって外国人を多

く受け入れているというのが実態の中で、や

はり言葉、それから生活習慣等を含めて違う

中で、地域によっては地域の中で家を建てて

もらっては困るとか、そういった社会問題も

あるようでございます。そういった意味では

そういった感覚を少しでも和らげるという意

味では小さい交流からでも、小さいうちから

慣れていくということは大事な取組みなのか

なと私も思っておりますんで、機会があれば

ぜひやってみたいと思っております。 

それから、畑作振興の中でアライグマの問

題です。村としても大変、脅威に感じている

ことから、今年度鳥獣対策専門員を中心にし

ながら、捕獲奨励金を予算措置させていただ

きまして、箱罠の貸付等も導入いたしました。

昨年、アライグマの罠をかけると猫が入った

り、他の動物が入るということで、いろいろ

な市街地なりの農家にもお願いしたんですが、

他の動物が入るということもありまして、ア

ライグマ専用の罠があるということをお伺い

しましたんで、それを今年度購入して設置を

させていただくと。罠は住民の皆さんのご協

力が必要なもんですから、見に行ったりさま

ざまな経費もかかろうかということで、今年

度、熊、鹿プラスアライグマの奨励金の予算

措置もさせていただきました。そういったこ

とで、今きちんと対応しなければ、また大変

な被害が発生するということも想定されます
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ので、このことに関してはしっかり取組んで

いきたいと思っております。 

それから、メープルシロップの取組み、議

員のおっしゃるとおり、大変占冠らしい独自

の味といいますか、製品ということで高く評

価されていまして、なんとかこれを単品で売

るというのは数が限定されてますんで、なか

なか難しいだろうと。このメープルシロップ

を使ってさまざまな事業展開ができないかと

いうことで、そこに携わる人も含めて、調

査・研究をもう少ししようやということで、

今年も予算措置をさせていただいて、ぜひ事

業化に向けて取組みたいということで、予算

計上もさせていただきながら進めているとこ

ろでございます。 

新エネルギーの問題ですけれども、占冠村

新エネルギー検討委員会におきましては、平

成26年からバイオマスをはじめ、小水力発電

等の新エネルギーについて村内の活用を検討

してきたところでございます。木質バイオマ

スについては、湯の沢温泉の薪ボイラーや道

の駅、スキー場ロッジ、ミナ・トマム等に薪

ストーブを導入するなど、行っているところ

でありますし、北海道大学の大学生の論文で

も薪生産及び利用が北海道占冠村にもたらす

経済効果というのを、発表会を行って村の木

質バイオマスの取組み波及について検証して

きているところでございます。 

また、小水力発電については、湯の沢地区

で民間企業が小水力発電可能調査を行いまし

て、その調査に基づき、地域での導入支援を

行う北海道企業局による現地調査も行われて

おります。今後の取組みにおきましては、地

域材利用推進方針、あるいは公共施設等総合

管理計画に基づきまして、今年度建設する保

育所に薪ボイラーを導入するわけですけれど

も、今後、新エネルギーの導入検討や情報共

有は引き続き行うほか、小水力発電等のエネ

ルギーの技術開発やコスト定義にかかる先進

地の事例収集等の把握に努めていきたいと思

っております。 

それから次に、ファミリーサポートでござ

いますけれども、大変多くの方が会員になっ

ておられまして、地域に根付いて喜ばれてい

ると私も伺っております。会員につきまして

は随時募集を行っているということで、高齢

者の日常生活支援等を含めてファミリーサポ

ートのボランティアの方の協力が必要な家庭

について、機能が十分活用される、あるいは

充実できるような強化を図ってまいりたいと

思いますし、これらの運営・支援につきまし

ても村としましても今後も続けてまいりたい

と思っております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ここで午後１時50分

まで休憩いたします。 

休憩 午後１時37分 

再開 午後１時50分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。村長の執行方針に対する質疑

を行います。質疑はありませんか。 

５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） ちょっと追加でお聞

きしたいところがありますので、お聞きした

いと思いますが、まず、５ページの未来を託

す子どもの環境づくりと６ページの保育所の

建設のところですけれども、保育所の中にコ

ミュニティスペース、交流スペースができる

と、子育て世代包括支援センター機能をもっ

たところができると聞いております。ぜひ、

うちの村で根付いてきているコミュニティ・

スクールの思想をしっかり入れて子育て世代

だけのコミュニティスペースにならないよう

に。いろいろな人がそこに出入りをして、そ

こでいろいろな交流が生まれていく子どもを
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中心にして生まれていくと。そういったとこ

ろになるようにしていくべきだというふうに

思うんですね。 

新しい保育所、保育所の子どもが通ってい

る親たちだけのものではなくて、地域みんな

のものというような意識を持ってもらって、

逆に先ほども植木の剪定とか、そういったこ

とにも住民に関わってもらって、行政が作っ

たというよりはみんなで作り上げていくよう

な保育所、そういったイメージをぜひ、そし

て村の材を使った保育所を多くの方に見てい

ただきたいですよね。触れていただきたい。

そういったことも含めて、やっていただきた

いなと。そこのことを一つお聞きしたいと思

います。 

あと１点、17ページの防災対策です。防災

について前にも１度、懸案ででましたが、今

の避難路。避難所へ上がる、歩く歩道、歩く

避難路ですが、やはり冬場、除雪が今はされ

ていない状態ですよね、今はもう除雪ぜんぜ

んしてないだけだといいんですけど、あそこ

は雪貯めるような感じになっていて、ちょう

どその避難路ですっていう看板のところがブ

ルで雪山がどわんとなっているという、ちょ

っとブラックジョーク的な状態に今なってし

まっていますので、昨年も３月に大雨があっ

て、本当、今何が起こるかわからない。この

時期に雨が降ると氷が解けて、それがまたい

ろいろな障壁になって、バックウォーター現

象とか、いろいろなことが起こる可能性もあ

ります。やはり解決していかないとだめだと

思うんですが、せめて今、あそこに雪を積む

のはやめるべきだというふうに思うんですが、

そのあたりの避難路の冬の状態についてもお

伺いしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ただいまのご質問に

お答えをしたいと思います。今年建設予定の

保育所の中に子育て世代包括支援センターを

設置したいということでご説明を申し上げて

います。また、保育所の交流スペースとして

も活用したいんだということで、どういった

交流ができるかお母さん、お父さん、子ども

だけの交流なのか、コミュニティ・スクール

的な要素を持っていろいろな方との交流スペ

ースにするのかということで、まだ私として

は現場の状況、０歳から６歳までの中で、ど

ういった交流スペースにするのが相応しいの

かっていうところは、十分整理できておりま

せんけれども、議員のおっしゃるとおり、地

域で育てるんだという意識を持つという意味

ではそういった交流も常時はできないにして

も、そういった考え方を持った交流スペース

にできるように検討、前に進めたいと思って

おります。 

それから、防災の歩いて逃げる避難路につ

きまして、以前にも冬期間も開けるべきとご

意見をいただいておりました。村としては、

冬期間、全日程、24時間開けるのは大変難し

いとお答えをしたところでございます。今ご

指摘の、この融雪時期、雨も想定される時期

にそういった環境になっているということは

大変申し訳ないなというふうに思っています

し、雨が予想される、あるいはこの融雪時期

には、避難路の雪をよけることをやりたいと

思いますので、ご理解のほどよろしくお願い

したいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ありません

か。 

 ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） ２ページの、下から

６行目くらいですね。集客力が大きくなった

一方、水資源、ごみ処理、救急医療云々と書

いてありまして、解決に向け努力してまいり
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ますということですけれども、この解決の最

終っていうんでしょうか、どの地点を解決と

みなすのか、そのへんのこともちょっとお聞

きしたいと思います。 

７ページ、先ほど来、五十嵐さん、山本さ

んからもお話がありますけれども、集落対策。

何度か集落対策について一般質問もさせてい

ただいておりますけれども、次年度、集落支

援員を配置ということですけれども、集落支

援員はどういう範囲を目的としているのか。

集落対策方針を作るための支援員なのか、こ

れから何年かに向けてその集落に対しての何

か方策を立ててくださって、支援に向けてそ

の地区に関係していただける支援員なのか。

そのへんの兼ね合いを教えていただきたいと

思います。 

それと(4)の地方創生。何年か前から行っ

ています地方創生推進交付金利用の地域課題

づくりですけれども、経過や成果がわかれば

教えていただきたいと思いますし、今後それ

をどのようにして解決の方向に向けていくの

かも教えて下さい。 

続きまして、11ページの、先ほど来、六次

産業のメープルシロップの件をお伺いしてお

りますけれども、先日、新聞に大々的に収穫

しているところが報道されておりましたけれ

ども、ネット販売などで人気を博していると

いうことですけれども、ネットで買い占めら

れて地場で売れないという意見も聞いており

ます。そのへんの割合の方法が村独自で仕分

けできるのかどうかも分かりませんけれども、

地場で売れないものはちょっと寂しいなと思

いますので、そのへんの方法も教えていただ

きたいと思います。 

続きまして、12ページから13ページですけ

れども、トマムリゾート、道の駅、湯の沢温

泉、ニニウいろいろと地域に分けて出ている

んですけれども、物産館の件が何も入ってお

りません。道の駅は道路としての駅。鉄道と

しての駅の中心地というか情報発信地であり、

建物である物産館の利用がここ数年何も課題

として載ってきておりませんので、そのへん

のことをお聞きしたいと思います。 

それと、４番の湯の沢温泉、必要な設備の

更新及び改修と謳っておりますけれども、ど

のへんを改修するのか。あと、利用促進に向

けての各種の施策。高齢者に回数券が配布さ

れているようですけれども、利用度が少ない

のではないかなと感じています。増加させる

方法をもう少し考慮すべきと思いますけれど

も、その方策もお聞きしたいと思います。 

次14ページ、移住・定住ですね。ちょっと

暮らし、お試し暮らしというんでしょうか、

そういう方法を取っておりますけれども、な

かなか少しずつは増えているとはいいますけ

れども、目に見えて増える要因ではないと思

います。暮らし方の方法、半年間いてくださ

いとか、そういう条件的なものがつけられる

のであれば、もう少し占冠を分かってもらえ

るのではないかと考えますけれども、住宅の

宣伝っていうんでしょうか、そのへんのこと

もちょっとお聞きしたいと思います。 

あと15ページ、道路改築ですね。村道に限

られているとは思うんですけれども、国道の

改築の要請っていうものもしていただければ

なと思います。防災とも関係するとは思いま

すけれども、国道、駅前から占冠に向けての

あそこは水溜りがよく増えますね。去年も水

害が起きておりますので、このへんの改築の

要請をしていただけたら、もっと安全になる

のかなというふうに思います。 

その次の(2)村営住宅。村営住宅といいま

すと、入ってもいいかなと思えるような団地

が解体されたりしております。これは長寿命
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化の方策でいたしかたないのかなと思います

けれども、本当にみすぼらしい村営住宅が何

件か目立っておりますので、このへんの解体

の予定がどのようになっているのかお聞きし

たいと思います。 

それと、16ページの環境衛生にも関係して

きます。周りが村営住宅の周りは本当によろ

しくない環境にありますので、そのへんは環

境衛生にも関係してくるかなと思います。そ

れに関わるごみの関係ですけれども、もう少

しきめ細かな周知方法を考えていただきたい

と思います。若い人はホームページだの広報

だので確認できますけれども、高齢者、目が

見えにくく、読みづらくなったとか、なかな

か理解が難しくなっている人たちが多くなっ

ている状況ですので、広報のかけかたをもう

ちょっと考慮していただけたらと思いますけ

れども、お答えをお願いいたします。 

それともう１点、19ページ保健と医療です

ね。一番下に助産師と保健師の個別訪問など

を行い、本当に妊産婦、産前・産後、きめ細

かな対策をしていただけていると思いますけ

れども、この助産師というのは常駐させての

母子保健対策なのか、そのへんもちょっとお

聞きしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 大谷議員のご質問に

お答えをしたいと思います。ちょっとたくさ

んあって申し訳ないんですけれども、まず、

トマムにおける水資源、ごみ処理の問題でご

ざいます。星野リゾート、それからクラブメ

ッドで両運営になりまして、約60万人くらい

の宿泊客がいらっしゃいます。現行上、水に

ついては足りているということでございます

けれども、今後施設の拡充・拡大を含めてい

きますと、水不足が懸念、予想されるという

ことから、地下水の利用について村と協議を

することとしております。現状まだ許可を得

るまでに１年程度かかりますんで、そういっ

た意味ではまだ、協議がきていないというこ

とは現状の水量で足りているということです

けれども、いずれにしても村との定期協議の

中ではそれだけの期間がかかるので、早急な

協議をしてくれということで進めております

ので、それらの方向性が決まれば解決になる

のかなということです。 

また、ごみ処理の問題ですけれども、生ご

み等は資源化で現在、リゾートで処理をして

いただくということで、星野さん分について

はそれで現在進めています。クラブメッドの

分についてはまだ、なかなか分別が行き届か

ないということです。村としても、最終処分

場の建設に向けて、ごみの減量化を含めてま

だまだリゾートとは協議をしなければならな

い事項はありますんで、それらが整うのが概

ね解決に近づいたということなのかなとは考

えております。 

それから、集落支援の支援員でございます

けれども、集落支援員の支援につきましては、

現在考えておりますのは、集落のあり方につ

いて話合いをしたいということで、住民と住

民、住民と市町村との間で集落の現状、それ

から課題、あるべき姿等について話し合いの

協議の促進をして、集落の点検の結果を活用

しながら今後の方針を決めてまいりたいとい

うことです。したがいまして、それらの協議

に関わる支援員の対応と新たな計画書の策定

に関わる支援員について業務としてお願いし

たいと思っていますけれども、議員のおっし

ゃるようなその地域に住んで云々っていうこ

とは考えておりません。 

次に、地方創生交付金の成果ですけれども、

数値目標KPI等については議会に一覧で既に

ご説明を申し上げております。効果、事業の
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効果・実績につきましては、トマム地区の子

育て世帯住宅促進事業につきまして、平成29

年から31年までを事業期間として、地方創生

交付金を活用し、学校を中心としたコミュニ

ティを維持するためにクライミング体験、そ

れからリゾート関係者との交流を促すととも

に、住民ワークショップ、トマムの特徴を生

かした地域の魅力づくりのための移住者の受

入れと体制を整えるということの取組みが一

つであります。 

今年度の事業実績でございますけれども、

クライミング体験についてはトマムコミュニ

ティセンター内に設置した施設を利用して体

験等を開催しております。ワークショップに

つきましては、リゾート関係者や地域住民な

どのヒアリングを行うなどですね、ワークシ

ョップを２回開催し、地域住民など延べ20名

の参加をいただきまして、自然を生かした保

育や、コミュニティ・スクールなどであるト

マム学校の取組みを紹介するとともに子育て

の環境について議論を深めております。そう

いったこと等、交付金事業を使って定住・移

住についての取組みを進めているところでご

ざいます。これについても、集落対策の新た

な計画づくりを次年度以降しながら、また一

つの方向性を決めてまいりたいとは思っては

いるところでございます。 

次に、メープルシロップの占冠還元でござ

いますけれども、大きい瓶は売り切れとかい

ろいろなことがあって今はなくなりましたけ

れども、イベントでは小さい小瓶で村民還元

用っていうことで、村民しか売らないメープ

ルシロップも販売して、確か１千円だったと

思いましたけど、そういった村民還元もしな

がらやっているという実情もありますし、取

組みをしているところです。いかんせん生産

量が限られるもんですから、住民還元もしな

がらご理解をいただくという取組みもしてい

るということです。 

それから、物産館の利用につきましては、

１階に協力隊の事務所、２階にレストランが

入店して利用がされているということで、１

階の空きスペースの活用について、なんらか

の活用ができないかということで、結論は出

ておりませんけれども、１階空きスペースの

活用について現在、検討していると。協力隊

の集落支援活動のスペースとして利用もでき

ないか、それからメープルシロップの事業に

あの施設が活用できないかとか、結論が出て

いないところでございますけれども、利用に

ついて検討を進めているというのが実態です。 

それから、湯の沢温泉の改修、利用につい

ては、湯の沢温泉との指定管理者との協定の

中で、30万以上の営繕・修繕が出た場合は村

が行うと。それ以内は事業者が行うというこ

とになっていまして、当然、施設としては壊

れたり、いろいろなことが想定されますので、

そういったものについては対応したいという

ことの記載でございます。湯の沢温泉の改修

についてはそういった意味の記載というふう

に考えていただければ、大きな改修をすると

いうことではないということで。湯の沢温泉

の利用等は、去年も温泉祭りだったりとか、

さまざまな催しを指定管理者で企画し、開催

をしているところでございます。私も何回か

行きましたけれども、休憩所がいっぱいにな

るくらいの村民の利用もありましたので、そ

ういった部分では指定管理者としても努力を

されているのかなと思っております。その他

の湯の沢温泉の高齢者利用の補助については、

温泉施設利用助成事業として、引き続き行っ

てまいりたいと思っております。 

それから、道路の改良、新設改良の部分で

すけれども、議員のおっしゃるとおり、国道



 

 96 / 119 

の危険箇所、あるいは修繕箇所については修

繕が予算の範囲でできるものについては、そ

の都度やっていただいていると思いますけれ

ども、大規模改修等を含めて当然村からは関

係機関に要望行動もしておりますし、要望書

も上げているところでございます。これが、

実現していただけるように今後も引き続き要

請をしてまいるということでございます。 

それから、村営住宅の老朽化施設の解体、

それから環境、営工あたりのこともおっしゃ

っているのかなと想定しますけれども、これ

らの解体については予算の範囲で随時やって

いきたいなと考えております。村営住宅の解

体予定につきましては、平成31年で今回予算

計上させていただきましたけれども、川添団

地の１棟４戸、一番前のやつですね。それか

ら平成33年に宮下Ｂ団地、昔の診療所の一番

上の住宅ですね。それから占冠団地、１戸入

居されていますけれども、それらの関係を踏

まえて、予定では平成33年。それから平成34

年には湯の沢団地ということで、これが解体

予定の長寿命化計画に載っている計画でござ

います。営工団地の木造の古いやつも、先ほ

ど申し上げたとおり、予算の範囲でできると

ころからやりたいとは考えているところでご

ざいます。 

それからごみの周知方法、全員協議会でも

ご指摘をいただいたように、広報だけでは分

かり辛いということで、再度チラシ、ペーパ

ーを通して周知させていただきました。私も

お年寄りから聞いたら、やっぱり前のほうが

わかりやすいと。長く使っているということ

で、そういったお話いただきまして再度元に

戻しました。これからごみの減量化に向けて

はいろいろと変わってきますんで、分かりや

すい周知方法等を含めて検討していきたいと

思いますのでお願いしたいと思います。 

それから、保健医療の母子保健に関しまし

て、妊産婦の安心出産支援事業というのは継

続になる予定でございます。併せてやってい

る助産師と保健師の個別事業については、常

駐はしないで、現在、富良野市からの招へい

で年３から４回ほどの派遣をいただいている

というのが現状でございます。 

追加ですいません。答弁漏れがあったよう

ですけれども、ちょっと暮らしの滞在期間の

延長の件ですね。これについては、こちらか

ら強制的に延長してくれということはできな

いので、相手の希望により行うという状況に

なっております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 湯の沢温泉の設備の

関係ですけれども、30万以上は村で対応する

ということですが、今、源泉から汲み上げて

いるところはかなり古いのかなと思いますし、

私もお風呂結構行かせていただいております

けれども、シャワーとかかなり水圧が弱いん

ですね。そのへんの関係の設備はやはり、村

側の設備の改修のものになるのかなと思いま

すけども、そのへんの更新を考えているのか

どうか。予算的に31年度は無理な状況だとは

思いますけれども、リピーターさんも多く、

かなり地方からもみえている温泉ですので、

そのへんのことをお聞きしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ただいまのご質問の

湯の沢温泉の源泉の施設の関係でございます。

私も指定管理者と協議をさせていただいてお

りますけれども、現状なんとか利用はできる

だろうということは言ってはおりますが、ど

うしても水量の確保に向けては施設の改修が

不可避だと。やらなければ水量の確保がだん

だん難しくなりますよねというお話をいただ

いております。いずれ源泉の改修は必要にな
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るのかなということも考えておりますけれど

も、見積もりを取っていただくようなことで

今、進めておりますけど、どういった方向が

一番いいのかも含めて、今は検討中というこ

とでご理解いただきたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） これで村長の執行方

針に対する質疑を終わります。 

 

◎日程第１ 教育行政執行方針 

○議長（相川繁治君） 続いて、教育長の教

育行政方針に対する質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

 ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 31年度教育行政執

行方針これについて何点かお伺いいたします。

村政執行方針の時にも言ったんですけれども、

教育執行方針は11ページと簡略にまとめても

おられる。ただ１点、はじめにはちょっと長

すぎて、ちょっと全部網羅されているみたい

です。最終的に何が書いてあるか混雑、文章

の問題ですけど、まとめたらよろしいんじゃ

ないかなとそんな気がします。 

次に、３ページ、確かな学力の育成という

のがあって、わかりやすい授業、確かな学力、

児童生徒に対するわかる授業とはどういう授

業か。今までわからん授業をやってきたのか。

このへんの解釈を一つ分かりやすく答えてい

ただきたい。 

次にずっと飛んで10ページ、上から５行目、

スポーツに親しむことができる生涯スポーツ

社会の実現に努めると。生涯スポーツの社会

というのはどういうものか、もうちょっと細

かく説明してください。 

それから次に同じページの５番目、社会教

育施設の充実であります。既存の施設がいろ

いろあると思うんですけれども、ここにも書

いてあります。既存の施設は施設でだめなの

か、既存の施設といっても、かなり古いもの

もあるけど、どれだけ取り変えなきゃならな

いか、新しいやつはどれだけ入れなきゃなら

ないのか、このへん具体的に説明願います。 

それから、総体的に社会スポーツだとか芸

術文化、これについては人口がだんだん減っ

ていく中で、これらの事業をやれば大変だと

思うんですけれども、人口減少に対する見方

というものを、教育長はどういうことを考え

ているか。 

最後に１点、去年のやつと比べてみたんだ

けれども、項目的にはあまり変わらない。藤

本教育長は、俺はこれをやるんだという何か

特殊なものがここにあるかと思ったんだけれ

ども、なんら去年と変わらない。教育長らし

い目玉をこの中に入れたらよろしいかと思う

んですけれども。以上です。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本 武君） 長谷川議員の質問

に答えさせていただきます。最初に、教育執

行方針、11ページあるんですけれども、はじ

めにを踏まえた中での、もうちょっと簡素化

して書けないかというお話だと思うんですけ

れども、これまでもずっと書いてきてはいる

んですけれども、学習指導要領改訂等がござ

いまして、前段を書いていかないといきなり

説明するのもちょっと難しいのかなというこ

ともありまして、一般的にこういうことでこ

ういう形でこういうっていう、まどろっこし

いかもしれませんけれどそういう書き方にな

っているということをご理解していただきた

いと思います。また、今後に向けて、内容の

短縮等も含めた中で、踏まえて整理できるも

のは整理して文章化するという方向は取組ん
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でまいりたいと思ってございます。 

続きまして、確かな学力の中で、わかる授

業と書いているのも、これは文科省の学習指

導要領もございまして、私の一存ということ

ではなくて、今までも各学校においてはわか

る授業、今回わかる授業って書いてあります

けれども、生徒たちが理解できる形で授業を

しているわけですけれども、今回の学習要領

の改訂の中で、わかる授業というふうな頭出

し等もございましたので、今までがわかる授

業をやっていないっていうことじゃなくて、

更に掘り下げて子どもたちに理解してもらえ

る授業の取組み、工夫をやっていきたいんだ

という意味で書かせていただきました。 

スポーツに親しむことができる生涯スポー

ツ社会の実現ということですけれども、一般

的に考えますと、スポーツは小学生、少年団

活動、ある程度青年期を迎えた野球、水泳と

か、いろいろあるんですけれども、私が言い

たかったのは、そういう若い世代だけではな

くて、当然、80、90になって走ったりはでき

ないんですけれども、それぞれの世代ででき

るスポーツ等があれば、公民館事業等も活用

しながら、外でやるスポーツもいいんですけ

れども、コミプラの中でやったり、福祉の施

設の中でできているような、そういったスポ

ーツが世代をとおして、いろいろな世代でで

きていくスポーツに親しめる、そして地域の

人たちが人と接していくっていうような社会

がつくれたら、ボケ防止とかいろいろ言われ

ていますけれども、一助もなるかなと考えて

書かせていただきました。 

それと、社会教育施設の関係ですけれども、

施設整備はこれまでもやってきておりますけ

れども、新たに建物を建ててということは考

えてございません。実際、コミュニティプラ

ザにしても、もう建ってから相当の年数が経

っていまして、改修等はやってきてはいるん

ですけれども、その中で何を優先するのかっ

ていうことを含めた中で、コミプラにおいて

は今年度においてトイレを洋式化。中の設備

の拡充は、和式があるんだけれど、なんで洋

式にしてくれないのとか、いろいろ言われる

要望もありますんで、利用しやすい施設とな

るようなことで、予算の範囲、村とも協議を

しながら、改修についてはしていきたいとい

う意味で、新たに施設を建ててとか、そうい

うことではございません。 

その前に、人口減少のお話をされたと思う

んですけれども、私もこの執行方針の中にも

書いてあるんですけれども、少子化人口とい

うことで、うちの村も３年前から文科省、人

口少子化に対応した活力ある学校生活をでき

ないかということで、いろいろなICTも含め

て、プログラミング教育も含めていろいろや

らせてもらってきました。それで、最終的に

教育委員会として、どういったことをすれば

人が増えるのかという話になってくるんです

けれども、村といたしましては、ふるさと創

生等を使って、移住・定住という形でやって

きていただいておりますので、うちの村はこ

ういうようなことをやっているんですよとい

うことを発信しながら、一時的に滞在型でも

いいですから、占冠に来て、住んで、学校に

来てもらうっていうことができないかという

ような話でやらせてもらいます。 

昨年度ですけれども、大阪の方ですけれど

も、占冠に来たいというお話でうちに１回見

に来て、そして今小学生のお子さんと一緒に

生活してございます。村は村として、教育委

員会は教育委員会として、そういったことが

できて、子どもたちを呼べるようなことがで

きればということで、藤田室長と話しながら、

移住・定住を含めた中央・トマムという地域
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にこだわるんじゃなくて、村として発信して

いけないかということで今、検討させていた

だいております。 

それともう一つ、長谷川議員の教育長は一

体何を言いたいんだ、何をやりたいんだとい

う話のご質問だったと思うんですけれども、

今までもそうだったんですけれども、当初予

算では大きく変わったこと、あるいは国の事

業とかでやっていることについては、書かせ

てもらっているんですけど、一応、今現時点

いいますと国の文科の事業も終わりまして、

昨年度村の当初予算でお願いして、電子黒板

を２台入れさせてもらいました。村長の執行

方針とも関連してくるんですけれども、30、

31、32年間で前回のICT等については、国の

補助があったんでできたんですけれども、今

やろうとしている電子黒板については村の単

費でやるんで、３年計画で全クラスに入れて

欲しいんですっていうお願いをしました。 

去年は中央小学校に２台、今年度について

はトマム学校に２台、占冠中学校に２台、最

終的には中央小学校は複式学級ですけれども、

複式学級に２台を入れようと思っています。

結局は６台ですけれども、複式学級に２台入

れるっていうのは全国的にも稀なケースなん

です。うちは複式学級だから６台で済むんで

すけど、それは何を意味するのかと言います

と、今複式学級になるということは、教職員

の先生方は一つの授業の中で前と後ろで行っ

たり来たりしながら学年を教えるっていう授

業をしております。最近、教員の異動の先生

の中で、複式学級っていう渡りの授業をやっ

たことのない先生が結構多いんです。 

それで、今言った電子黒板を各クラスに２

つ入れることによって、デジタル教科書とい

うものが今あるんですけれども、うちも今学

習指導要領で教科書が変わるんで、今、小学

校で算数のデジタル教科書をやっているんで

すけれども、デジタル教科書の中では、例え

ば社会とか英語とかもあるんですけれども、

先生が渡りずらしでいない間に、電子黒板の

中で発音だとか、漢字であれば書き方とか、

そういうことをやってくれるシステムがある

んで、それを今３年間で試験的にやってみて

どういったことができるか、研究しましょう

ということで、執行方針の中には書いてござ

いませんけれども、昨年と今年と32年度で、

デジタル教科書最終整備とその活用を、全道、

全国に占冠村こうやっていますという形で発

信していきたいというのが今私の持っている

願いです。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） ちょっと説明が長

すぎて、よく理解できないんです。私が聞き

たいのは、単純に俺は３年間でこういうこと

をやりたいって。例えば５年間でもいいから、

こういうことをやりたいっていう、現時点で、

今複式学校のなんだかいっぱい入れたとか、

入れないとか。これを充実して、やりたいと

か、学習は複式学級を５年間でなくしたいん

だとか、そういうことを望んでいたわけ。今、

いっぱい聞いているんだけれども、よくわか

らないんだよ。 

教育長の教育に対するポイント、俺は何を

やりたいかということをがちっと。はじめに

はいっぱい書いてあるけど、５回くらい読ん

だんだけれどよく分からない。教育長は何を

言っているのか、そのへんをもっとまとめて

話してもらって。いっぱいせっかく説明して

くれたんだけれど、早口だしよく分からない

んだよ。だから答えなくてもいいから、そう

いうことで一つ頑張ってください。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） 答えなくてもいいと
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も言われたんですけど、私の思いを一言で言

います。今まで約10年やってきて、その中で

いろいろ細かいことをごちゃごちゃ言ったか

もしれませんけれども、一番の目的は各それ

ぞれの地域の学校を私が教育長をやっている

間はなくさない。その一言でございます。 

○議長（相川繁治君） ここでしばらく休憩

いたします。 

休憩 午後２時44分 

○事務局長（岡崎至可君） 時間になりまし

たので、東北地方を中心に未曾有の被害をも

たらした東日本大震災から８年が経ちました。

震災で犠牲となられた方々に追悼の意を表し、

心からご冥福をお祈りするため、ここで黙と

うを捧げます。議場にいる皆さまご起立願い

ます。黙とう。 

（黙とう） 

○事務局長（岡崎至可君） お直り下さい。

皆さま、ご着席願います。 

再開 午後２時 48分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。教育長の教育行政執行方針に

対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） １つだけ聞いてお

きたいと思います。先生方の働き方改革の関

係で、秋の議会でも意見書等を文科省等に出

してきました。今回、この執行方針の中でも

２ページに学校における働き方改革と今日の

取組むべき課題についても適切に対応すると

なっております。具体的に、占冠村では平均

して教職員の一月あたりの超勤時間が52時間

という統計も出ています。それは賃金として

支払っているかは別にして、そういった実態

が教職員との交流の中で話されています。そ

ういったことも含めて、どういったことで改

革を進めていくのか、教育長の考え方につい

て伺います。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） 五十嵐議員のご質問

に答えさせていただきたいと思います。過去

にも教職員の働き方改革について質問があっ

たかと思いますけれども、一応今、うちの村

の取組んでいる話といたしましては、月60時

間でなくて月40時間という方向で、抑えられ

ないかということで教職員に対する実際の勤

務の一月間の状況の調査をするとともに、現

在も続けて、個人が一月なんぼやっているか

っていう話を報告しなさいっていう話しでや

っています。それで、基本的には40時間を原

則ということで、どういったことをやってい

るんですかという話ですけども、これは一つ

の方法っていうわけではないんですけれども、

国や道も部活動、中学校であれば部活動の時

間はこうしなさいというような指導がきてお

ります。うちの村としても、占冠村バージョ

ン、どこのまちも作っているとは思うんです

けれども、週１回は休みなさい。中身を詳し

く説明できませんけれども、国、道の要領に

沿った部活動に対する取組みを規則で作って

おります。 

それとは別に、小学校とかそういうところ

で、どういった形でやってきたんですかって

いう話になったら、英語の教科が70時間、

３・４年生にしては35時間というように増え

てますんで、そしたらその時間を確保するに

はどうしたらいいのという話で、例でいきま

すと、小学校で今まで文化祭で文化発表をや

っていました。従来は学芸会がそれぞれやっ

て、文化祭のために一緒になって練習してい

たんです。そういうのは学芸会でやっている

んで、そういったものも学芸会１本にして文

化祭ではその分の授業を確保することも、保

護者の方とも協議しながらやってきたってい
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うのが一つです。 

それと今トマム学校においては義務教育学

校になったんで、小学校、保育所、トマム学

校の前期行程、それがみんな一緒になって学

芸会、運動会ということもやっています。そ

れで中央でもそういったことができないかと

いうことで、各学校、コミュニティ・スクー

ルの委員さんとの中においても、どうでしょ

うかねということを話させてもらったら、ご

父兄さんの方ではあまり反対する方はいませ

んでした。もし一緒にできるんであれば、そ

れがもっと広がって年寄りの方と一緒にやる

とか、そんなことができたらいいねというよ

うな意見をもらいましたんで、今までは学校

の行事をやれば、土日にやれば月曜日を振替

ってやっていたんですけど、そういうことを

少なくすることによって、行事も一つで、先

生方の勤務時間の縮減も向けた取組みができ

ないかっていうことです。 

それと学校の先生方の職員会議の時間も大

幅に減らしました。そして後は共有できるペ

ーパーとメールを使ってやるという形で、そ

ういった働き方改革に向けて取組める方法で、

国も今こういうことをやっているんでという

ことを先生方にも、地域の方にも理解しても

らいながら、時数の確保と教職員の労働時間

の縮減の取組みを村独自として進めさせてい

ただいております。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

 ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 何点かちょっとお伺

いしたいと思いますが、まず、ちょっと前後

しますけれども、９ページ、芸術・文化の振

興の部分です。占冠は、都市部から距離があ

りますので、一流の文化・芸術に鑑賞できる

機会をぜひ作っていってほしいということを、

何回も申し上げているんですが、そういった

中で中学校での移動美術館があったり、昨年

はコミプラで大規模な移動美術館が開催され

まして、いつものコミプラの場所にいきなり

パスキーの絵がどんとあって、非常に感動い

たしましたけれども、こういった取組みを今

後もしっかり作っていっていただきたい。ま

た、学校だけではなく、例えば道内の美術館

を訪ねるツアーですとか、そういったことも

含めて、芸術文化の振興をこれからも続けて

ほしい。その点について一つお聞きしたいと

思います。 

あと、先ほどの教師の働き方改革につなが

る部分ですけれども、うちの村の学校は、コ

ミュニティ・スクールを含めて非常に教師の

皆さんにいろいろな対応していただいている

と思うんですよね。これだけ地域との交流、

地域との活動が盛んな地域というのは他の学

校に比べて非常にやることが多いんだろうと

思います。それを快く対応していただいて、

一緒に地域づくり、コミュニティづくりをし

ているというのは非常に素晴らしいことだな

というふうに思っております。 

一方、やはり先ほどの学芸会を変えていく

というのがありましたが、必要ないものやめ

ていくということも非常に大事なことかなと

思うんですよね。やめていくことでまた新し

いことにチャレンジしていけるというふうに

思います。今どんどん増える一方で、なかな

かできない。昨年は、議会もコミュニティ・

スクール議会ということで、新しいチャレン

ジをさせていただきました。教師の方の中に

はやはり、忙しい中でちょっと大変だったと

いう感想もあったのも事実です。 

私一つ気になっているんですが、担当課長

に言ったことはあるんですけれど、例えば税

の週間の納税と書いたのを下のロビーに貼り
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出されたりしますよね。これは昔からやって

いることだそうで、国税庁あたりからきて、

住民に税金の大切さを知らせるためにという

本当にこれは昭和の時代からやっている事だ

と思うんですよね。ただ、今それを子どもた

ちに書かせることで、大人を含めて税の大切

さを学ばせようというのは、非常にナンセン

スかなと思うんですよね。税金のことについ

て子どもたちに学んでもらうということで、

授業にきてそれを教えるっていうのは何の問

題もないことだと思うんですが、書道のよう

な形にしてやるっていうのは、非常に時代遅

れな感じがいたしました。それを学校ではい

かんともしがたいことでありましょうから、

教育委員会、もしくは行政で調整をして、他

にどういったことがあるかわからないんです

けれども、精査して、やめるべきものはやめ

ていく必要があるんじゃないのかと思ってお

ります。そのあたりのところちょっとお聞き

したいと思います。 

それと、８ページに通ずるということにな

ると思うんですが、保護者が子育ての悩みを

気軽に相談する機会や日常的にそばで見守っ

てくれる人が減るなど環境が変化しておりま

す。ということですけれども、最初の方でも

ありました、どんどんIT化、人工知能があっ

てビックデータが進化していると。どんどん

時代は変わっているよという中で、今大阪で

IT機器の持ち込みが許可されるというような

こともありました。あとSNS、スマホ、そう

いったものに関するトラブルだとか、いじめ

だとか、犯罪に巻き込まれる、情報流出、そ

ういったことに関するリスク管理のこと。学

校、コミュニティ・スクールで開いていくっ

ていうことは、それだけセキュリティーにつ

いてもしっかりしていかないとだめだという

ことになりますので、リスクの部分、昨今、

自殺への対応っていうことも言われておりま

すが、いじめとか、SNS、スマホ関係のこと、

あと学校のセキュリティーです。こういった

リスク管理のことも、教育長の考えを確認し

ておきたいと思います。 

あと、１点、10ページの生涯スポーツの部

分ですが、トマム地区では、長年だんだん子

どもの人数が減っていく中で団体のスポーツ

が難しくなってきて、個人スポーツというこ

とで、卓球だとかバドミントンだとか、そう

いうものにシフトしていくような傾向にあり

ました。近年、クライミングという新しいス

ポーツが、地域住民の協力もあって、非常に

地域に根付いてきているなと。あとオリンピ

ックの競技にもなって非常に良い状況にある

なと思っているんですけれども、地域で今進

めているのを学校でも積極的に、新しいスポ

ーツについて進めていくような考えがあるの

かどうかお伺いしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） 山本議員の質問に答

えさせていただきたいと思います。最初に、

コミュニティ・スクール地域づくり、各学校

の教職員の先生、トマムはトマム、中央小学

校は中央小学校でそれぞれ学校の特色を出し

たメニューをやってきております。それを聞

いたときに、山本議員がおっしゃるように、

トマムもすごい数やっているんですねという

お話を正直聞かせてもらいました。中央の小

学校のことでいえば、前回も説明してきたか

もしれませんけれども、文科省の国の事業が

あって、その時にあれもこれもっていうわけ

じゃないんですけれども、やってきました。

実際問題、文科省の３年の事業も終わったし、

総合学習はいいんですけれども、土曜学習等

もあったんですけれども、子どもたちのスポ

ーツ活動も含めた中で減らしていきましょう
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という話になって、それで実際に中央小学校

から土曜学習の授業時数も今まではでやって

きましたけれども、状況においてある程度成

果が出たものについては、次の方向っていう

ことで１回休むことも検討して、もう１回見

直しましょうっていうことで、30年度、これ

からの３月含めて今やっているやつで見直し

をかけているということです。何もかもやる

という考え方からは離脱して、ちょっと１回

踏み止まって次という方向で検討をしている

最中です。 

それで、書道の納税の関係なんですけど、

議員おっしゃるとおり、私もあれをぱっと見

ると違和感は正直に言ってありました。それ

をやることがいいのか、教育委員会だけの判

断でもできませんので、そういったものもも

う１回振り返って村の税ともありますんで、

他の学校、地域とかどうなっているのかその

へんもちょっと含めて検討させてください。 

続きまして、芸術・文化の振興でございま

すけれども、これもたまたまだったんですけ

れども、北海道美術館に、私が教育委員さん

とも行ったこともあって、道立図書館もそう

ですけど、うちにコミュニティプラザがある

からそこで、美術であり、また読書あり、そ

ういった事業をやってもらえませんかってい

う話をした時に、たまたまそれがあって移動

美術館っていう形を取らせてもらうことがで

きました。それで、今年新たなやつで、土曜

学習で中央小学校の学年はちょっと忘れたん

ですけど、今まで子どもたちを連れて美術館

とか行ったことないよねって話になって、た

またま旭川市の美術館の館長を知ってますん

で、旭川の美術館の館長に小学校の子どもた

ちと一緒に行っていいですかって言ったら、

ぜひ来てくださいって話でした。将来的には

子どもだけに限らず、そういった機会も作っ

て実際に施設の中で見るということも必要な

のかなと。 

それともう一つ、芸術・文化っていう話で

いけば、芸術・文化も今みたいな国とか道と

かの施設がやる分についてはお金がかからな

いんですけど、一般の人を呼んでくるという

ことになれば、その芸術に触れるっていうこ

とは経費の関係もございますので、それで去

年、一昨年だったかな、いろいろアコーディ

オンとかいろいろやらせてもらいましたけど、

村との予算の関係も含めまして、そういう芸

術に鑑賞するっていう機会っていうのは、31

年も確か映画かなんかの観賞会を今やろうと

思っているんですけど、できる範囲から努め

てやっていきたいなと考えております。 

それで、最後の質問かと思うんですけどス

ポーツのお話です。ご多分に洩れず、占冠、

トマムもそうですけど、占冠の中学校も生徒

が減ってきました。中学校においては、野球

の部活もうちの学校だけでは全然できないで

よその学校ということで、議員が言われまし

たように、テニスだとかバトミントンという

のしかできなくなってきております。そんな

ことも含めて、今、特色がある地方創生等の

中でトマムでやっている、そういったものが

学校でもできないですかっていう話しですよ

ね、オリンピックも含めて。 

たまたまなんですけど、トマムにはそれを

教えてくれる講師となっている方がいるんで、

学校の先生でそれできる先生いるかと言った

らちょっといないんで、トマムだ、中央だと

いうことじゃなくて、一緒にトマムで集合学

習で、せっかくいるからオリンピックの競技

にもなるし、指導してもらえないかという話

で、そういったことにつきましても各学校と

話しながら今進めて検討してまいりたい。ま

た、他にも何かスポーツがあるかもしれませ
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んので、地域の方と一緒に指導してもらって

という方向性も考えていきたいというふうに

思っています。 

すいません、洩れていました。昨年の執行

方針でSNSの危険性を伝えながら、適切で望

ましい活用方法を児童・生徒や保護者と共に

啓発してもらいます。と書かせてもらったん

です。先ほど、議員からご指摘あったとおり、

大阪、それと文科省も今までは禁止だという

話をしていたんだけども、それを一部解禁す

るっていう話しが出されています。昨年これ

は書いたんですけど、実際コミュニティ・ス

クールの中でも１回、電話にはこういう危険

性があるんだよというようなことを子ども、

そして保護者にも伝えることが必要だよねと

いう話になって、どこかの時点で、外部から

講師を呼んできて、巻き込まれないようにと

いう事業をやっていきたいとに考えています。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

 ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 何点か質問させてい

ただきます。３ページ、上から７行目くらい

でしょうか、保育所・小学校・中学校と家

庭・地域が連携しと、０歳から15歳までの子

どもたちの育ちを支える教育。占冠は保育所

ですので、教育行政とはちょっと管轄が違う

というか、厚生省管轄ですよね。これを連携

するということは、保育所自体が認可子ども

園というような認証に変わるのかどうか。こ

の保育所が教育方針の中に入ってきているの

か、そのへんのことを確認したいと思います。 

それともう１点ですね。９ページ、先ほど

山本議員もおっしゃっていました、文化鑑賞。

これに関してですけれども、古くから受け継

がれてきた伝統文化、これは神楽を称してい

るのかなと思いました。この神楽は今学校に

も入っていろいろ継承されていると聞いてお

りますが、それはいいことだなと思います。

ただ、青巌太鼓ですね。一旦、解散になった

ので青巌太鼓とは言わないのかもしれません

けれども、太鼓がかなりの金額をかけて用意

されたものがあると思うんですけれども、こ

れの活用方法はどのようにするのか、そのへ

んのことを確認したいと思います。 

○議長（相川繁治君） 教育長。 

○教育長（藤本武君） 保育所・小学校・中

学校との連携の、０歳から15歳までというこ

とで、この表現は今回はじめて使いました。

それで、どういったことを考えているのって

いう話になったら、今の保育所を認可、文科

省とか厚生省の管轄とかそういうことじゃな

くて、言いたかったのは、実際、今、小学校

に上がる前の保育所の園児たちも実は小学校

に来て一緒に給食食べたりしているんですよ

ね。今度、社会教育でいう英語の指導助手が

行って、会話をやるとかそういうことじゃな

くて楽しく一緒に異文化のことも含めた、英

語を含めたそういった中の接点があればいい

ねっていうことで、今まで保育所とやってき

ているんですけど、そういったことは今まで

文章化したことがなかったんです。 

村長も、０歳から高校生までということで、

たまたまそういった思いが一緒だったんで、

こういう言葉を使わせてもらって、新たにな

んかやるってことじゃなくて、保育所と言っ

ても１歳から５歳までいるんで、その全員の

児童を対象にするってことじゃなくて、入学

間近の３歳か４歳になった子どもたちとの小

中一貫はやっているけど、保育所と小学校の

連携をやっていきたいなという意味で書かせ

てもらいました。 

それと、芸術・文化の話なんですけど、神

楽については、占冠の神楽にお願いして小学
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校になんとか神楽を普及させたいんだという

話をさせてもらって、先日中札内の小学校で

実際に子ども神楽で衣装着てやっているんで

す。僕のところに、占冠も前やりたいって話

だったけど、１回見に来て下さいということ

で、私は行けなかったんですけど、社会教育

と神楽の代表の方と行って見てきて、今後参

考にできることがあるんであれば、神楽を一

歩進めてやっていきましょうね、っていう協

議をしているところです。 

それと、太鼓の話ですけれど、議員のご指

摘のとおり、太鼓の数があるんで、まったく

別な方ですけど、知り合いで太鼓をやってく

れてもいいよという人が見つかったんで、ど

こかの時点で、その人は前に占冠の中学校で

全道の太鼓の発表会をやった時に来てくれた

人で、占冠の子どもたちの太鼓も見てますん

で、今後協力できることがあるんであれば、

協力してもいいですよという了解を得ました

んで、総合学習の時間で１回見てもらって、

指導者を活用してできる方向性を探ってみた

いと思っています。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで教育長の行政執行方針に対する質疑を

終わります。 

ここで３時25分まで休憩いたします。 

休憩 午後３時14分 

再開 午後３時25分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 

◎日程第２ 議案第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第２、議案第１

号、財産の無償貸付についての件を議題とし

ます。これから質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 財産の無償貸付につ

いて、何点かお伺いしたいと思います。まず、

一般社団法人占冠村木質バイオマス生産組合

に土地、建物、物品等を無償で貸し出すわけ

ですけれども、これは、以前いつ契約して、

何年間貸付けをしていたのかというところと、

土地、建物、物品を貸しているわけですが、

生産組合の経営状態は今どういう形になって

いるのかお聞きしたいと思います。また、こ

れ以外に除雪の経費だったり、事務所に薪ス

トーブがありますが、薪ストーブとかそうい

うものはどういう形になっているのか。あと、

生産組合でメープルシロップの事業をやって

いますけれども、メープルシロップに関して

もどういう形になっているのかお伺いしたい

と思います。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 山本議員の

ご質問にお答えいたします。まず、無償貸付

の期間ですけれども、薪を中心とした木質バ

イオマスの取組みを平成25年にスタートした、

その時の取組みの条件として、平成25年から

無償貸付ということで、当面５年間というこ

とでやっております。大変申し訳ございませ

ん、私の不手際で、今年度切れておりました

けれども再度お願いして無償貸付ということ

で議案を提出させていただきました。 

 経営状態ですけれども、薪と炭とメープル

と、今の木質バイオマス生産組合を合併して

３つそれぞれ個々に会計をやっておりません

ので、個々の状況がどうなのかという話はで

きない状態です。これは新しい年度に向けて

それぞれ、薪、炭、メープルということでき
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ちんと分けるよう指導するつもりでおります

のでご理解をお願いしたいと思います。 

 無償で５年間やってきたわけですけれども、

村のチェックの仕方も悪かった。私が来てか

らの３年間も悪かったかなと思っています。

無償にしたことによって薪のコスト面だとか、

そういうものがどうだったのかということも

検証していかなければならなかったんだろう

と。今後に向けてもコスト意識を木質バイオ

マス生産組合にも持っていただこうと思って

おります。 

薪の原料についても５年間無償で村有林材

を提供しておりました。これについても、無

料のものなのでコスト意識がないということ

で、来年度から薪の原料については買ってい

ただくということで話を進めております。今

まで丸太に価値がないものという認識がどう

もあったようで、村有林から材が出てくると

薪を作っていたというのが現状でございます。

古い薪の原料材、きのこが生えてくる奴でも

そのまま置いていたということで、私のほう

で土場の邪魔になるので片付けました。そう

したら意外と売れまして、こういうふうにす

ると丸太も売れるんだよという認識が木質バ

イオマスの中にも生まれましたので、良い機

会として来年度から原料を買って、コスト意

識を持って生産活動に努めていただきたいと

思っております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 貸し出しているもの

が壊れた場合、修理等はどうなっているのか

というのと、除雪とかストーブみたいな備品、

そのへんはどうなっているのかというところ

をもう一度聞きたいと思います。 

 併せて、基本的にスタートの時は無理をお

願いすることもあるでしょうし、地域の企業

に組合を作っていただいて、ぜひ村で進めた

いからこうやってほしいということで全て準

備して始めるんですけれども、５年経っても

同じ状況というのは良くない状態だなと思い

ますよね。メープルは注目されているだけに、

逆にしっかり締めるところは締めて、そこを

ちゃんとやらないことには企業として成り立

っていかないですから、次のステップに進ん

でいかないですよね。そこのところ、再度、

方向性を村長にお聞きしたいと思います。細

かい部分は室長にお聞きしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 山本議員の

ご質問にお答えいたします。答弁漏れており

ました、申し訳ありませんでした。機械は村

で修繕しております。除雪については、木質

バイオマスが自発的に除雪しているというこ

とです。 

 立ち上げの当時と今とでは違うだろうと、

それで同じ無償なのかというお話ですけれど

も、来年度から木質バイオマスを土台とした

地域商社を立ち上げる予定でおりまして、そ

の方向としても当面無償でお願いしたいとい

う話でございました。新しくできた木質バイ

オマスを母体とする企業が収支計画を村に提

出しておりまして、当面２年間は赤字で推移

するという計画でございます。その後、収支

のバランスが取れて５年後には黒字を目指す

というものですから、今回の条例では今後５

年間無償ということでお願いしておりますけ

れども、２年が経ったときに収支のバランス

を見て、その時またいろいろとご相談をしな

がら判断していくという形になると思います。

以上です。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 山本議員のご質問に

お答えしたいと思いますけれども、この一般
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社団法人占冠村木質バイオマス生産組合につ

きまして、林業の六次産業化によって地域商

社の立ち上げということで、そこを目標とし

て取り組んでおります。2019年につきまして

は、木質バイオマス生産組合を母体に委託会

社であります株式会社トビムシの社員が加わ

りまして、既存の木質バイオマス生産組合が

主に生産を担い、株式会社トビムシ社員で新

たに雇用を予定している職員が販売を担う体

制を作ってまいりたいということで、現状、

協議を進めているところでございます。 

 地域商社の設立と発展形態につきましては、

現況から19年においてバイオマス生産組合を

母体に作っていく中で社名は現在仮称になっ

ておりますけれども、基本的に資本傘下を含

めて株主を既存株主とトビムシからの出資、

あるいは既存株の買取りということで進めた

い。理事につきましては、現状、トビムシか

ら２名の派遣をいただいて、理事を増員した

中で進めていきたいと。 

事業内容につきましてはそれぞれ、議員も

ご心配の天然林施業と、メープルも含めた薪、

林産物の生産販売も含めたもの。これが地域

商社として成り立つのかどうかというのを進

めてまいりたいというのが現状です。将来的

には株式会社化を目指して株主、役員、事業

内容の整理をしていく中で、地域の起業とし

て経済活動できる生産母体ができないかとい

うことで進めております。なかなか、私も心

配していますけれども、組み立てが、発展形

態がスムーズにいくかとどうかというのは心

配材料としてはありますけれども、ぜひ、地

域林業の発展のために、事業体の育成に取り

組みたいということですので、よろしくお願

いしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 先ほどの修

繕の関係ですが、勘違いしておりまして、木

質バイオマスが壊したものは木質バイオマス

が修繕すると。私の記憶の中に村で使ったも

のを壊したときに村で修繕した記憶があった

ものですから、木質バイオマスに関しては村

で出すのかと思って頭に残っていました。大

変失礼いたしました。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

 ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 細かい経営内容に

ついては予算委員会でじっくり聞こうと思っ

たんですけれども、村長が答えたように、い

つまでも補助金に頼ってやるということには

ならないですよね。木炭においても35万売る

のに70万もかけていると。そういう採算性の

合わない事業はあっさりやめて、新しい事業

に取り組むと。これが六次産業の発展だと思

うんですよね。木炭については20年やったん

ですよね。窯はだめですよ。技術的にも無理

がかかっていると。そのへんについては予算

委員会で掘り下げていきたいと思っています。 

 目に見える将来構想、薪はこうする、メー

プルシロップはこうする、木炭はこうする、

林業振興室で具体的な計画書を作っていただ

きたい。 

 ショベルカーだとか耐用年数があると思う

んですね。耐用年数が来たときの対応をどう

するのか。そのへんの説明をお願いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 議案第１号における

無償貸付については５年間ということで、提

案をさせていただきました。枠組みとして、

土地については有償貸付、機械も有償貸付と

いうのが望ましいだろうと思っています。た

だ、地域産業として育成し、一つの事業体と
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して確立できるまで一定の支援は必要なのか

なということで今回、期限を５年にさせてい

ただきました。仮にこれらの使用する機械が

使えなくなった時に、また村が買って貸し付

けるかどうかを含めて、必要であれば事業体

が購入するということが本来だと思います。

これまでも事業体助成ということで一部助成

とかですね、そういったことは村内企業に行

っていますから、そういった既存の条例、あ

るいは助成事業に乗っけてやっていくとか、

そういった方向で将来は独立していただくと

いうことが基本という認識でおります。 

 耐用年数は、この５年の貸付けの中で耐用

年数が過ぎるものはないということでありま

す。故障したものは事業体に直していただく

ということです。 

 ５年間貸すんですが、新たに壊れて使えな

くなって買わなきゃならないときは、基本的

には村で買うという考え方はないということ

です。ただ、既存企業の助成事業だとか、支

援というのは村内企業として成長し、確立す

るまでにもっと時間がかかることも想定され

ますけれども、仮にそうであっても、既存企

業等で支援している条例にある支援を行うこ

とはあるけれども、新たに村が買って、言葉

が悪いですけれども買い与えるというような

ことは行う考えは持っていない。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 村の産業としては

大変重要な産業なので、先ほど言いましたよ

うに、一連の計画書を作って、予算委員会ま

でに見せていただきたい。ただやり取りをし

たって信用できない。これはもう４年、５年

経っている。旧態依然として何にも変わって

いない。私たちがやっていた時代は炭を売っ

て歩いたものなんですよ。そういうこともな

いようだし、事業計画書、企画書を薪と炭と

メープルシロップと、目で見えるものを作っ

ていただきたい。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 明日までにそれを出

せと言われても困るんですけれども、委託事

業で３年間やってきたトビムシを含めて、内

容を本年度きちんと精査して、どういう計画

をもってこの事業をきちんとやるんだという

ことを村として見極めたいということですの

で、村が作って出すというよりも、この事業

の中で進めてきた内容を最終的に商社として

どういう形でやるのか。計画書を、ある程度

肉付けしたものを提出させて、実施させてい

くということですので、村がこれはこうやり

ますよというのはお示しすることは難しいの

かなと思っております。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第１号、財産の無償貸付につ

いての件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第３ 議案第２号 
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○議長（相川繁治君） 日程第３、議案第２

号、占冠村職員の自己啓発等休業に関する条

例の一部を改正する条例を制定することにつ

いての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

これから議案第２号、占冠村職員の自己啓

発等休業に関する条例の一部を改正する条例

を制定することについての件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第２号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第４ 議案第３号 

○議長（相川繁治君） 日程第４、議案第３

号、占冠村放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例を制定することについての件を議

題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから、議案第３号、占冠村放課後児童

健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例を制定する

ことについての件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第５ 議案第４号 

○議長（相川繁治君） 日程第５、議案第４

号、占冠村保健事業検診受診料徴収条例の一

部を改正する条例を制定することについての

件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから、議案第４号、占冠村保健事業検

診受診料徴収条例の一部を改正する条例を制

定することについての件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第６ 議案第５号 

○議長（相川繁治君） 日程第６、議案第５

号、占冠村一般廃棄物処理施設の技術管理者

の資格に関する条例の一部を改正する条例を

制定することについての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第５号、占冠村一般廃棄物処

理施設の技術管理者の資格に関する条例の一

部を改正する条例を制定することについての

件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第７ 議案第６号 

○議長（相川繁治君） 日程第７、議案第６

号、占冠村簡易水道事業に係る布設工事監督

者及び水道技術管理者に関する条例の一部を

改正する条例を制定することについての件を

議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第６号、占冠村簡易水道事業

に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に

関する条例の一部を改正する条例を制定する

ことについての件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎休会 

○議長（相川繁治君） お諮りします。議事

の都合により、３月12日の１日間を休会した

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、３月13日の１日間を休会とす

ることに決定しました。 

 

◎散会宣言 

○議長（相川繁治君） 以上で本日の日程は

全部終了しました。これで本日の会議を閉じ

ます。本日はこれで散会します。 

散会 午後３時55分 



 

 111 / 119 

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

平成 ３１ 年 ４ 月 ４ 日    

占冠村議会議長    相 川 繁 治 

    （署名議員） 

占冠村議会議員    佐 野 一 紀 

 

占冠村議会議員    工 藤 國 忠 
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平成31年第１回占冠村議会定例会会議録（第４号） 

平成31年３月13日（水曜日） 

 

○議事日程 

  議長開議宣言（午前 10時） 

日程第 １ 議案第 13 号 平成 31 年度占冠村一般会計予算 

日程第 ２ 議案第 14 号 平成 31 年度占冠村国民健康保険事業特別会計予算 

日程第 ３ 議案第 15 号 平成 31 年度村立診療所特別会計予算 

日程第 ４ 議案第 16 号 平成 31 年度占冠村簡易水道事業特別会計予算 

日程第 ５ 議案第 17 号 平成 31 年度占冠村公共下水道事業特別会計予算 

日程第 ６ 議案第 18 号 平成 31 年度占冠村介護保険特別会計予算 

日程第 ７ 議案第 19 号 平成 31 年度占冠村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 ８ 議案第 20 号 平成 31 年度占冠村歯科診療所事業特別会計予算 

日程第 ９ 決議案第１号 

辺野古新基地建設問題の解決に向けた取組みを日本国民全体

に呼びかけるとともに、政府に対し、沖縄県民の民意を尊重

することを求める決議について 

日程第 10 意見書案第１号 
地方公務員法及び地方自治法の一部改正における会計年度人

用職員の処遇改善と雇用安定に関する意見書 

日程第 11   閉会中の継続調査・所管事務調査申出 

 

 

○出席議員（７人） 

  議長  ８番 相 川 繁 治 君  副議長  １番 工 藤 國 忠 君 

      ３番 大 谷 元 江 君       ４番 長谷川 耿 聰 君 

５番 山 本 敬 介 君       ６番 五十嵐 正 雄 君 

７番 佐 野 一 紀 君 

 

○欠席議員（０人） 

 

 

○出席説明員 

（長部局）     

占 冠 村 長 田 中 正 治  副 村 長 松 永 英 敬 

会 計 管 理 者 伊 藤 俊 幸  総 務 課 長 多 田 淳 史 

企 画 商 工 課 長 三 浦 康 幸  地 域 振 興 対 策 室 長 藤 田 尚 樹 

農 林 課 長 平 岡   卓  林 業 振 興 室 長 今 野 良 彦 

建 設 課 長 小 林 昌 弘  住 民 課 長 小 尾 雅 彦 
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福祉子育て支援課長 木 村 恭 美  ト マ ム 支 所 長 平 川 満 彦 

総 務 担 当 主 幹 阿 部 貴 裕  職 員 厚 生 担 当 主 幹 森 田 梅 代 

財 務 担 当 主 幹 鈴 木 智 宏  企 画 担 当 係 長 佐々木 智 猛 

商 工 観 光 担 当 係 長 橘   佳 則  農 業 担 当 係 長 杉 岡 裕 二 

林 業 振 興 室 主 幹 髙 桑   浩  建 築 担 当 主 幹 嵯 峨 典 子 

環 境 衛 生 担 当 主 幹 後 藤 義 和  戸 籍 担 当 係 長 竹 内 清 孝 

国 保 医 療 担 当 主 幹 上 島 早 苗  保 健 予 防 担 当 主 幹 岡 本 叔 子 

村立占冠診療所主幹 小 瀬 敏 広  社 会 福 祉 担 当 係 長 野 原 大 樹 

介 護 担 当 主 幹 細 川 明 美  子 育 て 支 援 室 主 幹 石 坂 勝 美 

（教育委員会）     

教 育 長 藤 本   武  教 育 次 長 合 田   幸 

学校教育兼総務担当主幹 松 永 真 里  社 会 教 育 担 当 主 幹 蠣 崎 純 一 

（農業委員会）     

事 務 局 長 平 岡   卓    

（選挙管理委員会）     

書 記 長 多 田 淳 史    

（監査委員）     

監 査 委 員 木 村 英 記  監 査 委 員 山 本 敬 介 

事 務 局 長 岡 崎 至 可    

 

○出席事務局職員 

事 務 局 長 岡 崎 至 可  主 事 久 保 璃 華 
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開会 午前10時 

 

◎開議宣告 

○議長（相川繁治君） 皆さんおはようござい

ます。ただいまの出席議員は７人です。定足数

に達しておりますので、これから、本日の会議

を開きます。 

 

◎議事日程 

○議長（相川繁治君） 本日の議事日程はあら

かじめお手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 議案第13号から日程第８ 議案第

20号 

○議長（相川繁治君） 日程第１、議案第13号、

平成31年度占冠村一般会計予算の件から、日程

第８、議案第20号、平成31年度占冠村歯科診療

所事業特別会計予算までの件、８件を一括議題

にします。 

本件について、予算特別委員長の報告を求

めます。 

予算特別委員長、大谷元江君。 

○予算特別委員長（大谷元江君） おはようご

ざいます。予算特別委員会から審査の経過と結

果についてご報告いたします。 

本委員会は３月８日付け、議長を除く議員

全員をもって設置され、議案第13号から議案第

20号まで、８件の議案審査の付託を受け、３月

12日、審査を行いました。 

審査に当たっては、各会計の適正な執行の

観点から質疑・討論が行われました。討論終了

後、議案ごとに起立により採決を行った結果、

いずれも原案可決するべきものと決定いたしま

した。なお、別紙、委員会審査報告書につきま

しては、説明を省略させていただきます。 

審査中に述べられました意見を十分留意さ

れ、予算の適切な執行に当たられますようお願

いを申し上げ、審査の経過と結果の報告といた

します。 

○議長（相川繁治君） これから質疑を行いま

す。委員長の報告に対して質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

これをもって討論終わります。 

 これから、議案第13号、平成31年度占冠村一

般会計予算の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。議案

第13号は委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。 

 したがって、議案第13号は委員長の報告のと

おり可決しました。 

これから、議案第14号、平成31年度占冠村

国民健康保険事業特別会計予算の件を採決しま

す。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。議案

第14号は委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。 

したがって、議案第14号は委員長の報告の

とおり可決されました。 

 これから、議案第15号、平成31年度村立診療

所特別会計予算の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。議案

第15号は委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 
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○議長（相川繁治君） 起立多数です。 

したがって、議案第15号は委員長の報告の

とおり可決しました。 

 これから、議案第16号、平成31年度占冠村簡

易水道事業特別会計予算の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。議案

第16号は委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。 

したがって、議案第16号は委員長の報告の

とおり可決しました。 

 これから、議案第17号、平成31年度占冠村公

共下水道事業特別会計予算の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。議案

第17号は委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。 

したがって、議案第17号は委員長の報告の

とおり可決しました。 

 これから、議案第18号、平成31年度占冠村介

護保険特別会計予算の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。議案

第18号は委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。 

したがって、議案第18号は委員長の報告の

とおり可決しました。 

 これから、議案第19号、平成31年度占冠村後

期高齢者医療特別会計予算の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。議案

第19号は委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。 

 したがって、議案第19号は委員長の報告のと

おり可決しました。 

これから、議案第20号、平成31年度占冠村

歯科診療所事業特別会計予算の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決です。議案

第20号は委員長の報告のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。 

 したがって、議案第20号は委員長の報告のと

おり可決しました。 

 

◎日程第９ 決議案第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第９、決議案第１

号、辺野古新基地建設問題の解決に向けた取組

みを日本国民全体に呼びかけるとともに、政府

に対し、沖縄県民の民意を尊重することを求め

る決議についての件を議題にします。 

提案理由の説明を求めます。 

 ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 決議案第１号、辺野古

新基地建設問題の解決に向けた取組みを日本国

民全体に呼びかけるとともに、政府に対し、沖

縄県民の民意を尊重することを求める決議につ

いて。上記の決議案を別紙のとおり会議規則第

14条第１項の規定により提出します。平成31年

３月13日提出、占冠村議会議長、相川繁治様。

提出者、占冠村議会議員、山本敬介。賛成者、

同、佐野一紀。賛成者、同、長谷川耿聰。 

 辺野古新基地建設問題の解決に向けた取組み

を日本国民全体に呼びかけるとともに、政府に

対し、沖縄県民の民意を尊重することを求める

決議。 

 現在、政府は、普天間飛行場の代替用地とし

て、沖縄県北部の辺野古崎海域において埋め立

て工事を行っている。沖縄県知事が埋立承認を

取り消し、撤回し、幾度となく上京して説明を
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し、集中協議の場で再考を求めても、意向は何

ら顧みられることなく今日も淡々と工事が継続

されている。この間、沖縄県民を除く日本国民

の多くは政府の方針に強い関心を示してないよ

うに見受けられる。沖縄県民の多くは、辺野古

新基地の建設に反対している。このことは、基

地建設の是非を主たる争点として実施された過

去二度の県知事選挙において、いずれも同基地

建設に反対した候補が大差で勝利した事実に端

的に表れている。 

 自国の防衛が、国民の合意の下で国が重点的

に担う事項であり、国民が平和の恩恵を受ける

対価として一定の負担をしなくてはならないと

しても、その負担は、合理的な理由のない限り

すべての国民が等しく負うべきものであり、特

定の地域の国民に大部分を負わせるという不平

等はあってはならない。 

普天間飛行場の返還は、その基地形成過程

及び沖縄県民にこれまで課された過度な負担か

らすれば当然の施策であり、平成８年（1996

年）のSACO合意を待たずとも、決定、実行され

なければならなかった施策である。 

「代替基地を沖縄県内に新たに設けること

についての止むにやまれぬ理由」につき合理的

な理由のないまま建設することは、沖縄県民の

自主的判断を軽視し、また、尊厳を軽んじる施

策であると言わなければならない。また、日本

国憲法は「地方自治の本旨」（第92条）を保障

している。住民自らの意思に基づいて地域の事

項を決定するという地方自治の趣旨からすれば、

二度の沖縄県県知事選挙の結果に表れた辺野古

新基地建設反対の民意は、最大限尊重されなけ

ればならないものである。 

 占冠村議会は、すべての日本国民に対し、沖

縄の問題を自らの問題、日本の問題として捉え、

同じ国民として解決策を模索することを呼びか

けるとともに、政府に対し、現状を改めて認識

したうえで、住民自治の趣旨に則り、沖縄県民

の意思を尊重し、これ以上沖縄県民の尊厳を傷

つけることのないように求める。以上決議する。

平成31年３月13日、北海道勇払郡占冠村議会。 

 この決議が作成された後、2019年２月24日に

沖縄県民投票が行われ、辺野古米軍基地建設の

ための埋め立ての賛否が問われました。結果は

ご存知のとおり、反対71.74％、賛成19.99％、

どちらでも8.70％となり、沖縄県民の民意が改

めて示されたことを申し添えます。以上、ご審

議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説明

を終わります。これから質疑を行います。質疑

はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

討論を省略します。 

 これから決議案第１号、辺野古新基地建設問

題の解決に向けた取組みを日本国民全体に呼び

かけるとともに、政府に対し、沖縄県民の民意

を尊重することを求める決議についてについて

採決します。 

お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第10 意見書案第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第10、意見書案第

１号、地方公務員法及び地方自治法の一部改正

における会計年度任用職員の処遇改善と雇用安

定に関する意見書ついての件を議題にします。 

提案理由の説明を求めます。 
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 ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 意見書案第１号、地

方公務員法及び地方自治法の一部改正における

会計年度任用職員の処遇改善と雇用安定に関す

る意見書。このことについて別紙のとおり意見

書を提出します。平成31年３月13日提出、提出

者、占冠村議会議員、五十嵐正雄。賛成者、同、

大谷元江。賛成者、同、工藤國忠。 

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に

おける会計年度任用職員の処遇改善と雇用安定

に関する意見書。総務省調査によると、2017年

度の北海道と道内市町村に働く臨時・非常勤等

職員は、延べ6.3万人にのぼり、その多くが恒

常的業務に従事するなど、地方行政の重要な担

い手となっています。また、正規職員と同様の

働き方にも関わらず、年収は200万円程度と圧

倒的に低く、休暇制度においても正規職員との

待遇差は大きくなっており、地方自治体におけ

る正規・非正規の賃金・労働条件の格差は拡大

する一方です。 

こうしたなか2017年５月、地方公務員法及

び地方自治法の一部改正法が成立しました。新

たな一般職非常勤職員である「会計年度任用職

員」は、非常勤職員を法的に位置づけるととも

に、職務給の原則に基づき、常勤職員との均等

待遇を求めています。 

 つきましては、行政サービスの質の確保と、

臨時・非常勤等職員の待遇改善、雇用安定の観

点から、次のことが措置されるよう強く要望い

たします。 

 記、１、各自治体において、地方公務員法及

び地方自治法の改正趣旨が十分に反映されるよ

う、必要な財源の確保について特段の配慮を行

うこと。 

２、非正規労働者の格差是正を求める「同

一労働同一賃金」の法改正の動向も踏まえ、パ

ートタイム労働法の趣旨を、「会計年度任用職

員」に適用させるよう法整備をはかること。 

３、パートタイムの「会計年度任用職員」

に勤勉手当や退職手当の支給を認めていない地

方自治法を改正すること。 

４、会計年度任用職員の処遇改善、雇用安

定をはかるため、任期の定めのない短時間勤務

職員制度の導入について検討を行うこと。 

以上、地方自治法第99条の規定に基づき、

意見書を提出する。平成31年３月13日、北海道

勇払郡占冠村議会議長、相川繁治。意見書提出

先、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生

労働大臣、内閣官房長官。以上です。 

○議長（相川繁治君） これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 討論を省略します。 

 これから意見書案第１号、地方公務員法及び

地方自治法の一部改正における会計年度任用職

員の処遇改善と雇用安定に関する意見書につい

て採決します。 

お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決しまし

た。 

 

◎日程第11 閉会中の継続調査所・管事務調査

申出 

○議長（相川繁治君） 日程第11、閉会中の継

続調査・所管事務調査申出の件を議題にします。

議会運営委員長及び総務産業常任委員長から会

議規則第74条の規定によって、お手元に配りま

した申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し
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出があります。 

お諮りします。 

委員長から申し出のとおり閉会中の継続審

査とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

したがって、委員長から申し出のとおり閉

会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

◎閉会の議決 

○議長（相川繁治君） お諮りします。 

本定例会に付議された案件は全て終了しま

した。 

 したがって、会議規則第７条の規定によって

本日で閉会したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は、本日で閉会するこ

とに決定しました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（相川繁治君） これで、本日の会議を

閉じます。平成31年第１回占冠村議会定例会を

閉会します。 

            閉会 午前10時25分 
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 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

平成 ３１ 年 ４ 月 ４ 日    

占冠村議会議長    相 川 繁 治 

    （署名議員） 

占冠村議会議員    佐 野 一 紀 

 

占冠村議会議員    工 藤 國 忠 

 

 


